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浮気者上司!?に溺愛されてます










脅迫まがいの恋人宣言




「ほんと、奏かな美みのおかげだよ！」

　さっきまですごく照れくさそうにしていた同期のももちゃんに満面の笑顔を向けられて、私は反射的に笑い返してしまう。

「そんな……私はなにもしてないよ。単にふたりはこうなる運命だったってだけのことでしょ～？」

　痛いくらいの笑顔を浮かべ、心にもない言葉を返した。

　本当は『ももちゃん、高たか津つのことイイなんて全然言ってなかったのに』なんて思ってたりする。こういう私、自分でもバカだなあ……と思う、けど。

　ももちゃんの言葉を誇こ張ちょうするように、高津がにやけながら続けた。

「いや、それでも、水みず野のが取り持ってくれなかったら、なかなか接点もなかっただろうし」

　おいおいおい……。謙けん遜そんするのはそこじゃないでしょ。

　高津のヤツ、〝運命〟ってとこにはツッコむつもりもないらしい。

　当然返ってくると思っていたツッコミを期待した空々しい言葉は、空気を読まない高津のせいで完全に空振りだ。

　おかげで、「やだ、も～！」なんて照れるももちゃんのかわいらしさだけが高津の中で膨れ上がっていって、私はますます影が薄くなる。

　高津は接点もないなんて言うけど、私たち三人は同期で同じ部署に所属している。つまり、同じフロアでいつも一緒に仕事をしているということ。

　私と高津はよくふたりでランチに行ったり飲みに行ったりもした。誘ってくるのはいつも高津だった。

　高津がさっさと私じゃなくてももちゃんを誘っていれば、正直、私が間に入らなくてもよかったはずだ。

　そう思いながら軽くテーブルに頬杖をつき、向かい側に並んで座る初々しい恋人同士をぼんやりと見つめた。

　あーあ……。ヘラヘラしちゃって。鼻の下伸びちゃってるよ……。幸せだだ漏れにして、しまりのない顔をするなんて、高津らしくない。カッコ悪……。

　ただの惨めな負け惜しみだとわかっていても、ついつい心の中でそんなことをぼやいてしまう。

　だって、せっかくの週末なのに、私はなんでふたりの『付き合うことになりました』報告を聞かなきゃいけないんだか。

　そりゃあ、別に予定はないけどさ。突然誘われて、ＯＫできる私が悪いんだけどさ……。

　私が空返事をし始めた頃には、ふたりは向かい側の席で、もう私の存在も忘れてイチャコラと距離近めに話をしていた。

　もういい。もうこれ以上付き合う必要はないだろう。

　猛烈な疎外感と虚しさを感じて、私は小さく溜め息をつくと、テーブルに手をついて立ち上がった。

「奏美？」

「水野？」

　恋人同士らしく息ぴったりで首をかしげるふたりに、ヘラッと笑って、「ごめん」と謝る。

「私、明日早いんだ。悪いけど、先に出るね」

　そう言いながら両手を合わせると、ふたりは特段私を止めようとはしない。

「そっか、また来週ね～！」

　ももちゃんの声に見送られて荷物を抱えると、私は、週末で混み合う居酒屋を逃げるように後にした。




　ひとりになってぼんやりと歩く。

　ほんと……いつまで私、こんなことしてるんだろうな……。

　そんなことを思うと、お酒も入ってるせいか、いつもよりネガティブな気分に陥りそうだ。

　微妙な酔いも手伝って、意味もなく足を交差させながら、エレベーターホールに向かう。

　あーあ……。こういうの、今年だけでもう何回目だろう……。

　指折り数えてみたら片手だけじゃ足りなくなる。思い出してはいちいち落ち込む自分がマヌケで、天井を見上げながら深い息を吐いた。

　今年どころじゃない。物心ついた時から、私はいつもこんな役回りだ。

　私、水野奏美。

　もともと物怖じしない人懐っこい性格で、小さい頃から友達にも仲間にも恵まれた。ひとりになりたくない時、呼び出してすぐに来てくれる友達は男女問わずたくさんいる。そんな自分を幸せ者だと思うけれど……。

『ほんと、お前っていいヤツだよなあ』

　好意を寄せる相手からそんなことを言われて、これは恋の始まりかも!?と有頂天になっていた頃の自分は、思い出すとむしろ哀れだ。

　仲良くなって、私が勝手に恋心を抱き始めると、たいてい相手は私にこう言う。

『俺、実は○○ちゃんが好きなんだけどさあ……』

　それを聞いて、私の恋は無残にも摘み取られる。咲き誇ることも実ることもないまま、日照不足でグデンと穂先を垂れた稲穂のように。

　でも、そんな沈んだ心を知られたくない。

『なんだ、そっか、早く言ってよ！　私がなんとかしてあげる！』

　相手からの〝いいヤツ〟っていう好意的な評価だけは失いたくない。そんな見栄っ張りな気持ちが先に出て、気づけば私はいつも恋のキューピッド役。

　まるでどこぞの結婚相談所の熟練おばちゃんのように、『手がけたカップルは○組です！』なんて宣伝できるほど、私は友達や片恋相手の恋を成就させてきた。

　当の私は、といえば……いつもそうやって〝いいヤツ〟止まりで終わってしまう。

　こうして二十七歳になった今、彼氏いない歴＝年齢……なんて、まるで化石のようなＯＬに成り下がってしまった。

　学生時代のサークル内でこの状況なら、まだ自分でも笑っていられた。だけど社会人になってもこんなんで、気づいたら私が取り持って恋を実らせた後輩が先に寿退社していくような状況。こんな中で、いつまでも熟練おばちゃんでいるわけにはいかない。なのに、どんなに親しくなっても、いい感じになっても、相手はみんな口を揃えたように、耳だこのセリフを私に言うんだ。

『○○部の××ちゃんが好きなんだけど』

『この間結婚式の二次会で会った△△ちゃんが気になるんだ』

『合コンで紹介してもらった□□さんの連絡先、教えてもらえない？』

　そして、いつだって、そこに私の名前が告げられることはない。

「……どうしてっ!?」

　無性に腹が立って仕方ない。ピッと伸ばした人差し指でエレベーターのボタンを勢いよく押し、私はそんな言葉を吐き出していた。

　ドア脇の鏡に全身を映し、私は自分の姿を舐めるように見つめた。

　頬を赤く染め、ぼんやりしたほろ酔いのＯＬがそこにいる。

　服装は、それなりに流行を意識したオフィスカジュアル。茶色く染めたストレートの髪は背中半分まであり、毛先だけふんわり巻いている。ナチュラルメイクだけど、オフィスではこのくらいが嫌みなく、ちょうどいいだろう。

　二重の目はクリッとしていて『リスみたい』と言われることもある。ちょっと団子っ鼻がウィークポイントだけど、顔のバランス的にはそれほど悪くはない。

　取り立てて美人でもないし、すれ違う誰もが振り返るほどかわいいわけでもない。でも、世間一般的には標準レベル、と自分では思っている。

　性格だって、たくさんの友達から〝いいヤツ〟って言われるくらいだから、決して決して残念な難あり物件ではないはずなのにっ……!!

「どうして誰も私を選んでくれないの!?」

　周りに誰もいないのをいいことに、思いっきり叫んだら、少しだけ気分がスカッとした。

『いいヤツだな』

　そんな言葉が欲しいんじゃない。その言葉を言われた瞬間、私は〝対象外〟にされてしまうんだから。

　それならば、もう〝いいヤツ〟なんて言葉に甘んじてられない。

「私だって……私だってねえ!!」

　それに乗じてこの憂さ晴らしをしたくなって、私はさらに声を張り上げた。

「いつまでも、〝いいヤツ〟なんてやってらんないのよ！　こうなったら、悪い女になってでも……冒険してやる!!　私だって恋がしたい～っ!!」

　いいヤツ＝恋愛対象外なら、私が恋をするためには、そのくらいの自己革命も必要だ。

　そう口に出した瞬間、待っていたエレベーターが到着して、チンと軽い音を立ててドアが開いた。そして……。

「……水野？」

　箱の中の人が、眉を寄せて私をジッと見ている。

「えっ……」

　名前を呼ばれて、思わず目を瞬かせた。そして、視覚でその人を認識した途端、全身の血が足元に引いていくような感覚に襲われた。

「さっ……桜さくら庭ば課長っ……!?」

　エレベーターには他には誰もいない。桜庭課長はボタンを押したまま、私が乗るのを待っている。

「お、お疲れさまです……」

　酔いなんか一瞬にして醒めた。顔を引きつらせ、とってつけたような挨拶を口にした私に、桜庭課長は「ああ」と短く頷いた。

「なにやってんの？　乗れば？」

　さらに畳みかけられる素っ気ない言葉に、もちろん私は躊ちゅう躇ちょする。

　だって、今の聞かれたよねっ!?

　そうわかっているのに、所属部署の上司とふたりでエレベーターに乗るなんて、気まずいを通り越して息が詰まる。

　途端に、ブーッとブザーが鳴って、私は身体を強ばらせた。開きっぱなしのドアが、私を催促している。

　その音に眉間の皺しわを深め、「ほら早く」と桜庭課長が私を急かした。

「は、はいっ……」

　結局、私も諦めて中に乗り込んだ。そして、ドアが閉まる。

　ドアの両脇に分かれ、私とは逆サイドに立っている桜庭課長の横顔を、私はビクビクしながら盗み見た。

　仕事中と変わらない涼しい顔。かといって、さっきの失言を聞かれていないわけではないと思う。

　このビルの高層階……オフィスフロアに入っている大手重工業メーカーが私の勤務先。

　彼、桜庭恭きょう介すけは、私が所属する宇宙開発部第一課の課長で、社内でも最年少の課長だ。

　若干三十一歳。

　私よりたった四年先輩なだけなのに、この破格の人事待遇は、彼の前所属部署、海外営業部での実績によるものだと聞いた。

　社内でも語り継がれる武勇伝、入社二年目での社長表彰、営業成績四年連続トップなどなど。それは他部署にいる私でも耳にしていた輝かしい戦績だ。

　一年前、社史に残る最年少課長に抜擢され、うちの部に異動してくると聞いた時は、有能でやり手の課長だからすごく厳しい人だろう、と会う前から緊張した。ところが、実物は思いの外いい加減……というか適当な人で、部下になる私たちのほうが戸惑ったものだ。

　年齢的にも上司というよりは先輩に近い。それゆえ、下っ端社員の視点から見てくれるし、自身の経歴から生まれる自信を持っているから、上司にも媚こびず、怯まずに正論をぶつけて議論できる。そんなアグレッシブな一面を上は買っているし、型にとらわれない緩さは下から慕われる。

　その上……。桜庭課長は、思わず見惚れてしまうほどの超イケメンなのだ。

　百八十センチ近い身長とスーツの似合うスラッとした体型で、いつも気品を感じるくらい姿勢がいい。涼しげで切れ長の瞳に、どこか色気の漂うちょっと薄い唇。サラッと癖のない黒髪。存在そのものに、魅力的な雰囲気がある。

　職場での緩さを知らずに、バーかなんかで出会ってしまった日には、普通の感覚の女ならば、多分、即お持ち帰りを許すと思う。

　そういう意味で、結婚に焦るアラサーはもちろん、〝イケナイ恋〟を夢見る二十代前半のチャレンジャーな女子社員からも絶大な人気を誇る。

　そんな桜庭課長とエレベーターでふたりきり。ただでさえ妙な緊張をする。

　しかも、私のほうは誰にも知られたくないひどい本音を思いっきり聞かれてしまったと思われる状況。言い繕うべきか、素知らぬ顔でスルーすべきか、気持ちは無駄に焦る。

　とにかく、早く地上に着け！と願ってしまう。なのに階数表示はさっきからまったく変わらず……というか、今になってやっと気づいたけれど、さっきからこのエレベーター、微動だにしていない！

「あ、あのっ……！」

　慌ててよく見ると、さっきまで灯っていた階数ボタンのランプが消えている。

　このビルのエレベーターは、同じボタンを二度押すと消えることを今になって思い出した。もちろん私はなんの操作もしていない。だからこれは、桜庭課長の仕業に違いない。

　そんな私の思考回路を見透かすかのように……。

「やっと気づいたか、ボケ」

　クックッと肩を揺らして笑う意地悪な声。私は呆ぼう然ぜんとその横顔を見つめた。

「な、なにしてるんですかっ」

　急いでグランドフロアのボタンを押そうとすると、ヌッと伸びてきた手で止められた。いきなり手首を掴まれて、男性に免疫のない私は、この程度でもドキドキしてしまう。

「意外すぎて驚いたな。協調性ハイレベルの真面目ないい子って思ってたけど。……水野、さっきの、本気？」

　一歩近づきながら首をかしげるその仕草に、私はただ鼓動を騒がせるばかりだ。

　やっぱり聞かれてた。言い繕うしかないんだから、適当な言い訳をしてさっさとエレベーターから降りるべきなのに、なぜか私は動けない。

「さ、さっきのって……」

　背筋に嫌な汗が伝うのを感じた。

　ただでさえ色気のある唇の端を上げてニヤッと笑われて、もうどうしていいかわからなくなる。

「冒険してやる、って」

　クスッと意地悪に歪む口元から目が離せない。

　気づけばいつの間にか距離は狭められていた。私はエレベーターの隅に追い詰められ、肩を竦すくませるしかない状況にある。

「い、いつもの課長らしく、聞き流してください。適当に、興味なさそうに、『いいんじゃん？　それで』って」

　必死に繰り出した私の言葉に、桜庭課長は一瞬きょとんと目を丸くした。

「それで、黙って承認印押せってか？」

「そうそう、その通りです！」

　はは、と空笑いしながらも、笑いごとじゃないのは自分でもわかる。その証拠に、桜庭課長はさっきより一層私に近寄ってきていた。

「あ、あの」

　見上げる視線が鋭角になり、さすがにつらくて顔を俯けた。

　私の声に、「ん？」と短い返事が聞こえる。

「……近いんですけど」

「そりゃ、近寄ってるから」

「な、なんでこんなに近づく必要があるんですか」

　微妙に噛み合わない会話を応おう酬しゅうさせてそう訴えると、頭上から笑い声が降ってきた。

「冒険したいんじゃなかったのか？　それって、こういう意味じゃないの？」

　からかうような言葉を浴びせられて、私は反射的に顔を上げた。

　いつのまにか私を囲うようにエレベーターの壁に手をついていた桜庭課長と、真正面から目が合ってしまう。

　生まれて初めての男性との大接近とこのシチュエーションに、いやでも心臓がフル稼働を始めた。

『からかわないで』

　そう言って背を向けて逃げようとした私の肩を、一瞬早く課長が掴んだ。そして、大きく一歩踏み出し、至近距離からグッと顔を覗き込んでくる。

「それなら俺と冒険してみようか」

「え？」

　探る目線にドキドキしながら、この人はなにを言ってるんだろう、と冷静に考える私もいる。

　冒険。私は確かにそう言った。そして、その真の意味を課長は多分見抜いている。それなのにこんな提案をする真意が、私にはまったくわからない。

　聞き返す私に、無粋だとでも言いたげに整った綺麗な眉をひそめると、課長は目を細めて形のいい顎を傾けた。

「〝上司とイケナイオフィスラブ〟……。お望み通り、悪い女にしてやるってことだよ」

　耳に届いた言葉がとても信じがたくて、私は大きく目を見開いた。だけど聞き返す間も、現状を把握する余裕もなく……。

「っ……!?」

　気づいた時には、唇にぬくもりを感じていた。

　ぼやけて輪郭もわからないほどすぐ目の前にある綺麗な顔。

　軽く下唇を食まれる感覚に、経験なんかなくてもキスされている、とわかった。




　瞳いっぱいに涙を湛え、こぼれないように瞬きすら最小限に堪えて、私はただ一点を見据えながら足を動かす。

「……お～い。水野、水野サン。お前どこから電車乗る気だ？　駅、とっくに通り過ぎたぞ」

　私の数歩後ろ、微妙な間隔を保ったまま、桜庭課長がついてくる。

　なんでついてくるの!?　そっちこそさっさと道をそれて駅に向かってくれればいいのに。

　でも、振り返ってそう叫んだらそのまま泣き出しそうだったから、私は無言のままイノシシのように先に急ぐ。

　脇目も振らずに、オフィス街の整備された区画をひたすらまっすぐ歩き、いったいどのくらい時間が経ったんだろう。

「……うっ……」

　さすがにもう限界だ。ヒールで豪快にアスファルトを闊かっ歩ぽしたせいで、爪先の感覚がわからないほど足が痛い。

　その上、もう我慢できなくてバチッと大きく瞬きしてしまう。その途端、私の頬を一粒涙が伝った。その後は堰せきを切ったように溢れ出してくる。

　さすがにこのまま歩き続けられず、私は立ち止まってしまった。そして、桜庭課長に追いつかれてしまう。

「やっと止まったか」と呟きながら私の隣に並び、身体を屈めてそっと私を覗き込んでくる。そして、ぼやける私の視界でもわかるくらいギョッとした顔をした。

「なっ、なんだなんだ!?　お前、なに泣いてるんだ!?」

　途端に課長が慌てた声を上げた。

　オフィス街を行き交うスーツの群れが、立ち止まって泣く私とそれにわたわたする桜庭課長をチラ見しながら通り過ぎていく。

　隣の課長からは居心地悪そうな空気を感じるけど、そんなの気遣ってやる余裕なんかない。だって……。

　しらばっくれないでよ。なに、って、課長のせいに決まってるじゃない！

　心の中ではそんな抗議もできるけれど、現実問題、それを課長にぶつけたら私のプライドが傷つく。

　二十七歳の女が、キスされて動揺して泣き出した、なんて。そんな恥ずかしいこと、同じ職場の上司に知られたら……私は絶対週明けから出社拒否に陥る。

　とはいえ、私はいっぱいいっぱいで取り繕う余裕もなかったし、一度こぼれてしまった涙はごまかせない。

　それでも、課長の軽率な行為には、断固抗議しておきたい。

「あ、ああいうからかい方、誰にでも通用すると思わないでください」

　涙でつっかえながら、なんとか必死にそう声を上げた。「え？」と聞き返されて、私は思いきって桜庭課長を振り仰いだ。

「よ、酔った勢いで……とか。私そんなの絶対無理です！　あんなこと……笑って許せることじゃないんです!!」

　勢いに任せてそう叫んだ瞬間、さらに通りすがりの視線を感じた。それに気づいた桜庭課長は、「ちょっと」と小さな溜め息をつきながら私の腕をグッと掴み、そのまま路地裏のほうに足を踏み出す。

「なっ……！　離してください!!」

「ああ、ちょっと暴れるな。どうやら人前で大声で話せる話題じゃなさそうだし」

　私の腕を引いて一歩先を歩く桜庭課長を見上げながら、私はようやく辺りを気にする余裕を持てた。確かに、人通りの多いオフィス街で私たちは相当目立っている。チラチラ向けられる好奇の視線とヒソヒソと囁ささやくような声が、いやでも耳についた。

「俺はいいけど、水野はこれ以上痛い子になりたくないだろ？　やっぱり根は真面目ないい子なんだろうし」

　なだめるような声に、一瞬フッと心が緩んだ。

　桜庭課長が言う『真面目ないい子』がどういう意味を匂わしているのか。褒め言葉にも聞こえるし、からかっているだけにも聞こえる。

　ううん、もうこの際どういう意味だってかまわない。

　とにかくとにかく……!!　桜庭課長にとっては軽い冗談かもしれないけど、私はさっきのアレが初めてだったの!!　正真正銘、生まれて初めてのキスだったの!!

　路地裏に引き込まれ、街灯が当たらない薄暗く狭い空間で、課長はやっと私の腕を離してくれた。そして、ハアッと肩で息をすると、涙でグチャグチャの顔を俯いて隠す私を見下ろしてきた。

「あんな痛いこと平気で叫ぶくらいだから、相当奔ほん放ぽうか化石並みにウブかどっちか、って思ってたけど」

　自分の言葉に半信半疑のような声色で、桜庭課長がそう呟いた。

「まさかの化石か。もしかして、キスも初めてだったとか？」

「っ……」

　呆れたような声でズケズケと言い当てられ、私はもう否定する余裕すらなかった。悔し紛れに思いっきり顔を背けて、「すみませんね！」と叫ぶ。

「ど、どうせ私はアンモナイトですよっ!!」

「いや、アンモナイトでもシーラカンスでも別にいいんだけどね」

　漫才のツッコミのような間合いでシレッとそう言って、桜庭課長が私をまじまじと見つめてくる。その視線がとても居心地悪い。

　色々と失礼で最低な男だと思った。だけど週明けのオフィスでは間違いなく私の上司だし、その上、この人のまっすぐな視線はいいようもなく色気があってドキドキしてしまう。

「……そんな目でバカにしてないで、笑えばいいじゃないですか。こ、この年で、ファーストキス奪われて、ショック受けて動揺してる部下なんか」

　騒ぐ心臓に気を取られていたら、いつの間にか涙は止まっていた。ただ桜庭課長の視線に晒されていることばかりが気になって、さらに鼓動を速めながらひたすら顔を背け続けた。

「ショック、ね。……わかった。じゃあ、責任取る」

　どれくらいの沈黙の後か、桜庭課長はなにか吹っ切ったような声を上げ、意味不明なことを口走った。

「は？」

　聞き返した私のほうが、いくらか理性的なんじゃないか、とも思う。

「いったいなにをどうやって!?　タイムマシンでも使って時間を遡さかのぼるとでも言うんですか」

　いくら有能なエリート課長とはいえ、そんな離れ業できるわけがない。できるもんならやってみろ！くらいの感覚で、思いっきり嫌みを込めてそう言い捨てたのに。

「それはドラえもんにでも頼んでくれ」

「桜庭課長、意外とロマンチックなんですね。頭の中は二次元ですか」

「バカ言え、もっと現実主義だ、俺は」

　課長はパンツのポケットに片手を突っ込み、クッと笑いながら肩を揺らした。そんな仕草がやけに妖よう艶えんだけど、似合ってしまうのが恐ろしい。

「トラウマにでもされたらかなわないからな。現実的な方法で、お前のファーストキス奪った責任、とってやる」

　週末の夜とはいえ、どう考えてもオフィス街にはふさわしくない妖しいセリフが、これまた似合ってしまうのだからイケメンというのは怖い。

「は？」と短く聞き返すしかできない私に、桜庭課長は……。

「俺がなってやるよ。……お前の初カレ」

　そう言って、左手でスッと私の頬を撫で下ろした。

「……っ……！」

　たったそれだけなのに、ゾクッとした刺激が背筋を貫くのを感じて、私はビクッと身体を強ばらせた。

「それで、黙っててやる。水野の痛すぎる失言」

　目と口元を細めてニヤッと笑いながら、課長は固まっている私を覗き込んだ。そして……。

「……!!」

　あっさりと、まるで息をするように、私の唇を再び奪う。

　さっきのからかっただけのような軽いキスとは違う、もっと意図的で濃厚でねっとりしたキス。

　あまりの出来事になにも考えられず抵抗もできない私を、桜庭課長は薄く開いた瞳で笑いながら、まるで余韻を残すように私から唇を離した。その目で私を見つめたまま、一瞬軽く瞬く。

「……なんだ。二度目でもうそんな顔できるんだ」

　そう言って意地悪に微笑む課長から、私は悔しいけれど目を離せない。

　そんな、って、どんな……？

　そう尋ねたいのに、私は力を失い、ぼんやりと課長の濡れた唇を目で追ってしまう。

　課長は、私の心を見透かすように、ニヤッと口角を上げて笑った。

「……『もっと』って、ねだるような顔」

　そんな言葉を吐息混じりに耳元で囁かれて、鼓動が一度ドック～ンと大きくリズムを狂わせた。

「なっ……!!」

　カアッと頬が熱くなるのを感じる。

　いや、頬だけじゃない。身体中の血管が脈動していて、呼吸すらままならない。

　そんな私をさらにおもしろそうに見つめると、課長は背を屈めて私の耳元に唇を寄せた。

「いいよ。ちょっと早いけど、この流れでふたりになれるとこ行くか……？」

　耳にフッと息を吹きかけられてゾクッとしながらも、私は慌てて飛びのくように逃げた。大きく距離を置いて警戒心を露あらわにする私に、桜庭課長はキョトンと目を丸くして、ツボにはまったかのようにクックッと肩を揺らして笑った。

「ま、それが正しい反応か。ファーストキスの直後にロストバージンとか、さすがにちょっと展開が早すぎるもんな。その反応が模範解答だよ、さすが水野」

　なにが愉快なのか、全身を揺らして笑いながら、桜庭課長はフッと私に左手を伸ばした。肩を強ばらせる私の頭を、大きな手でポンポンと叩いてくる。

「まあ、ボチボチいこうや。また来週な」

　私の返事を聞く気もない素振りでそう言って、あっさりと手を離す課長を、私は呆然と見つめることしかできない。

「気をつけて帰れよ」

　左手をヒラヒラと振りながら、桜庭課長は私にクルッと背を向ける。そして、仕事中と変わらない緩い空気を漂わせて、ひとり大通りに歩いていってしまった。

　その背中をなにも言えずに見送るしかできなかった自分がとても悔しい。

　だ、だって桜庭課長、私になんて言った!?

　私には、『俺がなってやるよ。……お前の初カレ』って聞こえたんだけど!!

　初カレ……彼……恋人。

　優秀でイケメンエリート、多くの女子社員から圧倒的な人気を誇る桜庭課長が、私の初カレ!?

　ドッドッと大きな音を立てて、心臓が鼓動を刻んでいる。

　それはある意味願ってもいない幸運……というか、まるで夢みたいな話だと思った。年齢的に……というより、気分的に崖っぷちの私には、思わずグラッとくる魅惑的な誘惑ではあった。だけど……。

　次の瞬間、私は痛すぎる現実に気づいてしまった。

　私の頬を、頭を撫でて、ヒラヒラッと振った左手。その薬指には、ごまかしようのない真実が刻まれている。

　――桜庭課長、結婚してるよねっ!?

　そう、その証があるからこそ、大多数の女子社員は指をくわえて眺めるしかできないのだ。あんなモテ男でも浮いた噂を聞かないのはそれが所以ゆえん。

　なのにあんな……。からかってるだけにしろ、私に二度もキスするなんて！

　その上、失言を黙っててやるからなんて、どうして私が脅迫されるような目に遭っているの!?

　少なからず上司として好感を抱いていたからこそ、平然と〝浮気〟を仄ほのめかす桜庭課長が許せないし傷つく。

　いくら……いくら崖っぷちの寂しいＯＬでも、初めてのカレと浮気の恋愛なんて……。

　初めてだからこそ、お断りなんです!!










不敵な笑顔で溺愛宣言




　三日経って出勤する頃には、私の心もいくらか落ち着きを取り戻していた。

　よく考えたら、パニクったおかげで、どうでもいい個人的事情まで暴露してしまった。失言に加えて、私に恋愛経験がないことまで……。そればっかりはほんとに逃げ出したくなるくらい恥ずかしいけど、桜庭課長が本当に責任を取るつもりで言ってるのなら、丁てい重ちょうにお断りすればいいだけだ。

　確かにファーストキスを奪われたショックは半端ない。それを見抜いたからこそ、課長もあんなことを言い出したんだろう。

　だけど、その半分は私にも非がある。

　普通……二十七歳にもなるＯＬが恋を知らない化石だとは思わないよね。そんな希少価値な女が部下にいるとも思わないだろうし、ほんの軽い気持ちでからかった相手が化石だった……という点では、課長も私同様被害者だろう。

　だから……ほんとはやっぱり納得できないけれど、酔った勢いと思って忘れるのが一番だ。それが大人の対応、後腐れなくスマートだ。

　満員電車で揉みくちゃにされて朝から疲労感満載になりながらも、会社に着く頃には、なんとかそう思えるようになっていた。

　よし。とにかく桜庭課長を捕まえて、金曜日のことは忘れると宣言しよう。

　私は課長のあの行動を水に流してあげるから、課長も私の恥ずかしい情報は忘れてほしい。そして今まで通り、ただの上司と部下の関係を続けてもらう。

　うん、やっぱりそれが正解だ。何度考えてみても、交換条件として成立する。

　フロアに入る前に、私は気合を入れようと右手をギュッと握りしめた。そして、元気にドアを開けようとした時……。

「おはよう、水野」

「ひゃっ……」

　私より一瞬早く後ろから伸びてきた手と、背後でクスッと笑う声。ハッとして振り仰ぐと、朝のせいか少し気だるげな表情の桜庭課長が私を見下ろしていた。

　思いっきり目が合って、慌てて顔を背けようとする私に、桜庭課長がシレッと呟く。

「……慣れてないくせに、結構大胆だな」

「へっ……？」

「いいね。朝からかわいい彼女に、手、ギュッてされるの」

　そう言われて、私はドアに伸ばした自分の手を見つめた。心ならずも課長の手に自分の手を重ねてしまっていたことに気づき、勢いよく振り上げるように手を離す。

「あれ。いいよ、もっと握っててくれて」

「ふざけないでください！　こんなの、ただの偶然でしょっ」

「偶然も三度続けば運命って言うしね」

　三度も課長の手を握った記憶はどこにもないけど。

　免疫のない私が、普通の感覚でこの言葉を聞いたらそりゃ浮かれるし、金曜の夜、高津に向けた嫌みでしかない〝運命〟という言葉を、素直に受け入れてしまいそうだ。

　それでも私はそこで両足を踏ん張って踏み止まる。

　軽々しくよく言うよ。運命のはずないじゃない。

　その証拠に、心ならずも握ってしまった桜庭課長の左手の薬指には、今日も神々しく光る指輪――〝人のもの〟の証がはめられている。

「あ、あの、課長」

　ゆっくりドアを開ける桜庭課長に、私は思いきって呼びかけた。

「……やっぱり硬いな、その呼び方」

「課長、お話があるんです。都合のいい時に……」

「ランチ、一緒に行こうか」

「は？」

　なにがどうなってそんな流れになったのか。

　ただ目を見開く私に、桜庭課長は首をかしげながら流りゅう暢ちょうな誘いをかます。

「お話、だろ？」

「ああ、それで……。って、違います！　別に、そこまで時間を割いてほしいわけじゃっ……！」

「気にするな。いいよ、ランチくらい。どこ行きたいか、考えておいて」

「あ、あのっ……！」

　違～う!!と声を上げてその背を呼び止めようとした時には、桜庭課長はもう大股で自分のデスクに向かっていた。先に出社していた部下にいつもと変わらない挨拶をして、さっさと席についてしまう。

　そんな姿を呆然と見つめ、むしろ惚れ惚れしてしまう自分を、私は慌てて叱しっ咤たした。

　なに、見惚れちゃってるの！　簡単にランチに誘われるんじゃなくて、凛とした態度で言い渡さなきゃいけないんじゃなかった？　なのに、いいように言いくるめられてるんじゃ、桜庭課長の思う壷つぼ！

　そう思うのに、ふたりきりでも言いたいことを言えない私が、仕事の合間、人目を憚はばかって声をかけるなんてできっこない。そういうことがスマートにできる私だったら、二十七年も恋のキューピッドで終わってなかったはずなんだから。




　実際のところ、上司とふたりでランチに行くくらい、社会人ならごく当たり前のコミュニケーションだ。

　私だって高津とランチにも飲みにも行ったし、既婚の上司に仕事の相談をしたこともある。だから、桜庭課長だけに警戒心を露わにするのは意識しすぎな気がして、私は大人しく連れ出された。

　途中、他部署の女子社員から羨ましそうな嫉妬混じりの視線を感じはしたけど、誰もが当たり前に上司と部下の普通のランチと思っているのがよくわかる。

　ちゃんとランチの席で課長の提案をお断りすれば、なにも嘘はないのだから堂々としていればいい。

　自分を鼓舞するようにギュッと手を握りしめてから、私は隣に並ぶ桜庭課長の横顔を見つめた。課長は、同じビル内にあるレストランフロアのマップの前で、仕事中よりも真剣な目でお店を吟味している。

　こうして見ると、ほんと悔しいくらいイケメンだ。この人にキスされたんだと思うと、今さらながらドキドキして舞い上がりそうになってしまう。

　しかも恋人だなんて。

　もし桜庭課長が独身だったなら、間違いなく、私は迷わずＯＫしたはずだ。だからこそ、ほんの少し残念……なんて邪よこしまなことを考えた時、「水野」といきなり声をかけられ、飛び上がりそうになった。

「は、はいっ！」

　声をひっくり返しながら挙動不審な返事をする私に、桜庭課長は訝いぶかしげに首をかしげる。

「なに食べたい？って聞こうとしただけだけど。ってか、なにボーッとしてんの」

「あ、いや、えっと……」

　桜庭課長が眉を寄せて顔を覗き込んでくる。私は慌てて顔を背けると、課長の横から身を乗り出して、フロアマップに目をやった。

「あ、あっ！　課長、おおお……沖縄料理とか嫌いですか!?」

　ビシッと指差したのは、高津とよく来たことのあるお店だ。ものによってはチャレンジすぎるメニューもあるけど、私はここのチャンプルーがお気に入りだ。

「わりといける」

　そう返事はしてくれても、向けられる視線はとても訝しげだ。課長はお店のセレクトよりも、どこまでも怪しい私の態度のほうに興味があるらしい。

「じゃ、ここで」

　そう言って先に歩き出す私の肘を後ろからグッと掴むと、「ちょっと待った」と声をかけてきた。

「やっぱり違うとこがいいですか!?　だったら鹿児島料理で黒豚とか……」

「郷土セレクションはどうでもいいから。そうじゃなくて。やっぱ、その呼び方問題だよな……」

「……はい？」

　キョトンと首をかしげた私を、「ふむ」と呟きながら口元に手をやり、しげしげと眺めた後、桜庭課長はニコッと私に笑って見せた。

「お前、下の名前なんつったっけ？」

　そして、ランチのお店にはまったく関係ない質問をぶつけてくる。

「は？　……あの、奏美、ですけど」

「そうそう。それだ。奏美ね。かわいい名前じゃん」

　そんなことをサラッと言われて、私の鼓動は飛び跳ねる。なのに課長はどこか満足げだ。

　それが今、なんの意味があるのか？と目を瞬かせた私に……。

「奏美」

　色気漂うその唇で、私の名前を呼んだ。

「っ……」

　不意打ちを食らって、私はどう反応していいかわからない。そんな私に、桜庭課長は当たり前のように告げた。

「これからはそう呼ぶから、お前も俺を名前で呼べ」

　しかも、完全命令口調で。

「えっ!?」

　目が飛び出るほど大きく見開き、ぽかんと口を開ける私を軽く追い越して、桜庭課長はさっさと沖縄料理のお店に向かっていく。

「ちょっ……！　課長、待って下さい!!」

「〝恭介〟」

　ジロッと機嫌悪そうな瞳を向けながら自身の名前を私に刷り込ませるように、桜庭課長はゆっくりと口を開いた。

「う……」

　妙な迫力があり、抗議しようとした言葉をのみ込んでしまう。

「さすがに仕事中もそうしろとは言わないけど、ふたりでいる時はそう呼べ。いつまでも〝課長〟なんて呼ばれてたら、全然恋人っぽくないし」

　不機嫌な顔もカッコいい。そこに少し不ふ貞て腐くされたような、仕事中はあまり見ない感情も混じっているような気がして、私はつい見惚れてしまったけど……。

　――いやいやいや!!　なに、いいように丸め込まれちゃってるの、私!!

『恋人っぽくない』って。まさにそれを撤回するために時間をとってもらってるのに、名前を呼ばれただけでキュンキュンしてるなんてありえないでしょ!!

「課長っ！　だから、私の話を聞いてください!!」

　その背中に必死になって声をかけると、溜め息混じりの視線が返ってきた。

「……〝恭介〟」

　二度言わせるな、と、無言の圧力を感じる。

　背筋に変な汗が流れる気がして、私はあっさりと白旗を上げた。

「……きょ、きょう……すけ……」

　心の中で〝さん〟と続ける。

　それでも完全に語尾は消え入っていて、桜庭課長はまだ不満そうな表情で私を大きくねめつけた。そして、わずかに肩を竦める。

「……ま、仕方ないか。お前、免疫ないしな」

　そのひと言が余計。

　むううっと頬を膨らませた私に、桜庭課長は軽く振り返り、口元をわずかに緩めて笑った。

「……奏美、早く来い」

　だっ、だからっ……！　その妙に雰囲気のある微笑みで名前を呼ぶなんて、反則なのっ!!

　私は二十七歳の一般的なＯＬに比べれば、だいぶだいぶ心身ともにピュアなはず。その反則行為に、手を挙げて抗議なんかできるわけがない。

「……はい」

　ガックリと頭を下げて、ただ言われるがまま、その背にスゴスゴとついていくだけだった。




　オーダーしてものの五分で運ばれてきた定食を前に、私はピッと背筋を伸ばして大きく息を吸った。

　私の向かい側の席では、妙にお行儀よく両手を合わせ、「いただきます」と言った桜庭課長が箸を持ち上げていた。

「あ、あの、課長っ……」

　膝にしっかり手を置き、少しだけ身を乗り出してそう言うと、ジロッと涼しい瞳で睨まれた。一瞬にして竦み上がって、身体を縮こませる。

「……恭介……」

　諦めてそう言い直すと、桜庭課長……恭介はニッコリと人の好さそうな笑みを私に向けた。

「そうそう。やっぱり素直な女はかわいいね」

「っ……」

　だ、だからそういう歯が浮きそうなセリフを、息をするように言わないでほしい。

　その程度でも頬が熱くなるのをごまかせない私は、強気に反論できなくなってしまう。それでなくても、さっきから女性客の視線をヒシヒシと感じて居心地悪いのに。

　とはいえ、視線の先にいるのはもちろんかちょ……恭介で、私はその巻き添えを食っているだけなのだけど。

　私は少し俯き加減の角度から、恭介を上目遣いに窺い見た。

　ジューシーがこんもり盛られたお茶碗を左手に持ち、子供のしつけのお手本になるくらい美しい箸の持ち方で、恭介はさっさと食事を開始していた。

　こうして真正面で食べる姿を見るのは初めてだけど、恭介は本当に食べ方が綺麗だ。お上品、というのとはちょっと違う。もちろん男っぽく旺盛な食欲を見せているけれど、なんというか……仕草の一つひとつがとても洗練されていて、いやでも目を奪われてしまう。

　不ぶ躾しつけなほどジーッと見つめていたのに気づかれてしまったのか、恭介はフッと目を上げると箸を動かす手を止めた。

「そんなに見つめられると、俺でも照れるんだけど」

　ちっとも照れてる様子も見せずにサラッと言いながら、口角だけ少し上げてクスッと笑われた。

　見つめてしまった私のほうが恥ずかしくなる。

「す、すみません」

「別に。っていうか、そんなに俺のラフテー欲しい？」

「……は？」

「いいよ。ほら、あ～んして」

「あ……？」

　勝手にどんどん進んでいく会話に追いつくだけで必死だった私は、聞き返したつもりがとても従順に口を開けてしまっていた。そこに、真正面からためらいもなく恭介が箸を向けてくる。

「むぐっ……」

「ど？　うまい？」

　口の中には小さく切ったラフテーの欠片。真正面には私の反応を待つ極上の男。そして、店内の女性客が小さく「きゃああ！」と叫ぶ声。そのすべてが、私に今この状況がどういうものかを教えてくれる。

　途端に頭の中が真っ白になって、ゴックンと嚥えん下げ反射を発動していた。

「なに飲み下してんだか。それじゃ味わかんないだろ？」

　さすがに恭介が呆れた顔をしている。それでも私は大きく目を見開いたまま、硬直して身動きもできない。

「仕方ないな。もうひと口だけだよ。今度はちゃんと……」

「ちょっ……なんてことするんですかっ……！」

　再び箸を向けてきそうな勢いの恭介に、私はようやく我に返り、せき込みながら声を上げた。

「こ、こんな真昼間、オフィス街のランチタイムに、あ～んってっ……！」

「恋人っぽいだろ。俺も普段はこんなのごめんだけど、奏美、初心者だし。あえてやってやった」

　してやったり、とでも言いたげな、満足そうな表情を浮かべる恭介に、身体からドッと力が抜けていくのを感じた。

　ああ……。オフィス街でこんな目立つことをしてしまったせいか、さっきまでは巻き添えでしかなかった私にも、完全に好奇の目が向けられてしまっている。

　も、もうダメだ。早く、早く言わないと。

　このままじゃ、ランチ休憩の一時間だけで、私は心身ともに疲労困こん憊ぱいしてしまう。午後の仕事が手につかなくなってしまう。

「あ、あのっ、恭介っ」

「ん？」

「金曜日の夜の話なんですけどっ」

　まだ顔は真っ赤だし、心臓はドッドッと打ち鳴っている。それでも私はさっき以上に背筋を伸ばし、肩を怒らせながらようやくそう切り出した。

「なに？」

　恭介のほうは、もう何事もなかったかのように食事を進めている。

　どこまでも余裕な態度を悔しく思いながら、私は必死に言葉を続けた。

「な、なかったことにしてください」

「どれを？」

　やっとの思いで口にしたのに、恭介は短く即答する。間合いもないままで、私はすぐに返事をすることもできない。

　口ごもる私をチラッと見やって、恭介は静かに箸を置くと、左手で軽く頬杖をついた。

「奏美の失言？　俺とキスしたこと？　実は恋愛経験ないんですって暴露したこと？　俺と付き合うようになったこと？」

　指で数え上げながら恭介が繰り出すあの夜の記憶。恭介の指が一本ずつ折れるのを見るごとに、私の体温は上昇していくような気がした。

　改めて積み上げられると、顔から火が出るほど恥ずかしい。自分で聞いていても、あまりの痛さに涙が出てきそうだ。

　そして、私がなかったことにしたいのは、もちろん……。

「ぜ、全部？」

「強欲だねえ」

　溜め息をついてさらに即答された。

「で、でもっ！　恭介だって、そのほうが都合いいでしょう!?」

　もうこの人の前で、これ以上恥ずかしいこともないだろう。開き直った私は、ようやく強気の反論を開始した。

「俺？」

「そうよ！　だ、だって私なんかよりも恭介のほうが絶対困るじゃないっ！」

「別に？　俺、彼女いないし」

「彼女がいないのは当たり前でしょっ！」

　奥さんがいるんだからっ！と続けようとしたのに……。

「なんだ、知ってるなら別にいいじゃん。俺も好きな子と付き合えてメリットあるし」

「……は？」

　あまりにシレッと言われて、言いかけた言葉は止まってしまった。自分の耳を疑いながら、短く聞き返すしかできない。

「ん？　なに？」

　なのに、恭介はさらに私に聞き返してくる。

「い、今、なんて……」

　私の耳、あまりにキャパ超えの言葉を聞きすぎて、故障してしまったんだろうか。

　私には、恭介が私のことを『好きな子』と言ったように聞こえたんだけど……。

「俺、奏美のこと好きだよ。言ったろ？　いい子だと思ってたって」

　他の誰でもない、恭介の言葉で完全に肯定されてしまう。

　す、き？　好き……？　って、恭介が私のことをっ!?

　言われた言葉を頭の中で念入りに噛み砕くと、私の胸に津波が押し寄せるような速度で現実が追いついてきた。

「い、いい子って……。それって、仕事上の部下としてって意味じゃ……」

　真っ赤な顔で混乱しながら呟くと、「ああ」と短く言って恭介は頬杖を解いた。

「そっちでとってたか。だろうね」

「でっ、でも恭介はっ……！」

　結婚してるくせに、私のことを好きだなんて言っちゃう人なのっ!?と腰を浮かせながら言おうとした時、恭介がシレッと私に言った。

「奏美だって俺のこと好きなんじゃないの？」

　驚きにしかならない言葉をあまりにあっさりと言われ、思わず目が点になってしまう。

「……今、なんと？」

「あれ。おかしいな。俺の勘違いだった？」

　恭介は腕組みすると、「う～ん」と唸って考え込むように首をかしげた。

「いつもすっごい熱い視線を感じてたんだけど……」

「はっ!?」

「俺が奏美をいい子だなって思うようになったのも、奏美の怨おん念ねんのせいか、ってね」

　涼しい顔して、なにを言う。

「そ、そんな目で見てないっ！」

　それだけは強く言い切った。

　そりゃ……まったく見ていない、とは言わないまでも。他の女子社員と『カッコいいよね～』と騒ぐ程度で、恋心なんか一切合切抱いてない。

　もちろん視線に熱がこもったはずもない。ましてや怨念なんてひどすぎる。

「か、勘違いしないで！　だって私は金曜日まで高津のことっ……！」

　そう声を上げて、私はハッとした。そして、気づく。

「……なるほど。奏美が見てたのは、俺の向かい側のデスクの高津か」

　さすがに恭介も真相に気がついたのか、ムッとしたように眉を寄せた。

「まさか、俺は奏美の熱視線の中継地点にいただけだったとは、ね……」

　そう呟いて、恭介はガックリと頭こうべを垂れた。そんな姿に、私は慌てる。

「そ、そんなっ、なにもそこまで落ち込まなくてもっ……」

　完全に恭介のひとり相撲だけど、さすがにそこまでがっかりされると申し訳ない……というか、ほんのちょっと嬉しいと思ってしまうのも女心だ。

「なあんだ。いい子だなんてとんでもなかったなあ。恋愛偏差値ゼロのくせに、男心を弄もてあそんで楽しんでる悪い女じゃないか」

「はっ!?」

　なんだかひどい言われようだ。

　さすがに言い返そうと声を上げると、恭介は私をジッと見つめながら、ニヤッと小さく笑った。

「なあ。俺、今すっごい傷ついてるんだけど。奏美、これ、どう責任とってくれる？」

「えっ……」

　なにやら物騒な物言いに、私は何度も瞬きをした。

「ちょっとやそっとじゃ立ち直れないなあ……。あ、俺の心の傷が癒えるまで、俺を慰め続けるってどう？」

　ニヤニヤ笑いながら、そんな意地悪なことを、その色気のある唇で紡ぎ出す。

「な、慰めるって、なにをどうやって……」

　いろんな意味で追い詰められる感覚に、背筋に嫌な汗が流れるのを感じた。

「もちろん、俺の彼女になって」

「それは、さっきなかったことにしてほしいって……！」

「俺が責任取って、っていうのはね。今度は意味が違う。奏美が俺に責任取るんだよ」

「そ、そんなっ！」

　あまりの事態に、その先が言葉にならない。

　パクパクと口を動かすだけの私を見つめて、恭介は胡う散さん臭くさいほどニッコリ笑った。

「いいじゃん。少なくとも、俺、お前に嫌われてはいないと思ってたけど？」

『だろ？』と言うように小首をかしげる仕草が、やけに人懐っこくて無む碍げにできない。

「そ、そりゃ……」

「それに、高津が相手なら、奏美、失恋ホヤホヤだろ。確か、百もも瀬せと付き合い始めたって聞いたし」

　話、早っ……！　っていうか、上司である恭介が知ってるほど、ふたりはわかりやすかったんだろうか。

　妙な屈辱を感じながら黙り込む私に、恭介はとっても人の悪い笑い方をした。

「これだけ言っても責任取らないって言うなら、今期のお前の自己査定で……」

「ひ、ひどっ……！　それって、脅迫じゃないっ！」

　私だって雇われて働くＯＬなのだから、人事考課をちらつかせてそんなことを言われたら、抗議しないわけにはいかない。

　私の反応を確認して、恭介は椅子に大きく背を預けてふんぞり返った。

「人聞き悪い。脅してないし。〝責任能力ゼロ〟って当然の評価を盛り込むだけ」

「……それのどこが脅してないって言えるんですか……」

　そう呟いて、今度は私のほうがガックリと頭を垂れた。

　正面からは、クスッと笑う小さな声。そして、恭介が私に手を伸ばして、ポンと軽く頭を叩いた。

「悪いようにはしないよ。俺のほうは金曜日に言った通り、責任取りたいって思ってるし」

　責任取って取られて、いったいなんの意味がある付き合いなんだろう。

　いつも目の保養と思っていた恭介の微笑みが、今は悪魔としか思えない。

「なんで私がこんな目に……」

　もう完全に抵抗を削がれてしまった気分で、私はテーブルについた手をカタカタと震わせる。

　なんでよりによって既婚者と。初めての〝彼〟と浮気の恋愛をしなきゃいけないの。

　そんな私に、恭介は「大丈夫だよ」と言い放った。

「俺と付き合って後悔なんかさせないよ。大丈夫、大丈夫。これでもかってくらいかわいがって、愛してやるから」

「……っ……！」

　思わず顔を上げた私の前で、恭介はそれはそれは甘く妖艶に微笑んだ。

　そんな笑みにドキドキして、文句も言えなくなってしまうのは、きっと私だけじゃない。普通の感覚を持った女ならば、抗いようもないはずだ。

「こんなの恋じゃない……。恋になるわけないんだから……」

　だけど今は、悪あがきとわかっていて、そう呟くのが精一杯だった。




　毎週月曜日の午後、うちの課の全体会議が行われる。

　中会議室にコの字型に配置されたデスク。真ん中の空いたスペースにはプロジェクターが設置されて、主に総合職の社員がこれまでの活動報告を行う。

　中会議室の上座に当たる窓を背にしたど真ん中の席が、課長である恭介の定位置。そして、その左隣は課長補佐で唯一の女性総合職、羽は村むらさんが座る。

　それ以外はいつも適当で、今日も課員十五人が入った順に席についていた。

　恭介の右隣は記録担当者の席で、私を含めた一般職の女子社員五人が交代で担当するのだけれど、面倒なのに率先してやってくれる三人の早い者勝ちみたいになっている。おかげで、恭介が異動してきてからの一年間、私は記録業務から解放されていた。

　会議の一番手を切ったのは高津だった。パワーポイントを操作しながら報告する内容は、この課で五年働いている私でもなんのことやらさっぱりわからない。

　この宇宙開発部では、その名の通り、宇宙ステーションや人工衛星など、宇宙開発に関連したドでかいものを研究開発し、製造から運用までを担っている。

　今も高津が惑星だのロケットだの……とそれはそれは小難しいことを、専門用語を駆使して報告している。

　ちゃんと真剣に耳を傾けているのは総合職の男性メンバーと羽村さん、そして、内容を理解しているかどうかはともかく、高津の声に聞き惚れているももちゃんくらい。記録係ですら気を抜けば舟を漕ぎ出すし、末席を陣取る私たち一般職の意識はそれこそ遠い宇宙の彼方だ。

　私ももちろん例に漏れず、頬杖をついてごまかしながら、何度もガクッと額をテーブルにぶつけそうになった。そのたびに慌てて顔を上げて辺りをそっと窺い見るけれど、上座の恭介ですら長い足を組んでふんぞり返り、大きな欠伸あくびを憚らずにいる。

「……というわけで、来年度に向けた競争入札への取り組み報告については、以上です」

　冒頭から二十分かけて報告を行った高津の最後の締めを聞いて、私はようやくしっかりと身体を起こした。

　プロジェクターの電源が落ちて、ドアの近くに座った後輩が中会議室の電気を灯す。なんとなくみんなが軽く身体を伸ばしたり、肩をほぐしたりし始めた。

「高津君の報告について、なにか質問や意見がある人はいませんか？」

　この場にいる女性の中では、ひとりだけきちんと高津の報告の内容を理解している羽村さんが、配られたレジュメをめくりながらその後の進行を続けた。

　特に発言は起きない。少しの間沈黙が続き、羽村さんが隣の恭介にチラッと目を向けた。

「桜庭課長、なにかありますか？」

　恭介より年次が三年上で真面目な羽村さんから見ると、恭介の緩さが許せないんだろう。いつもなんだかんだと文句を言う姿をフロアで目にする。

　美人だし仕事もできるけど、とにかく気が強い人だから、あまり下からは慕われていない。

　直接名指しされた恭介は、「ん」と言いながら椅子に座り直して姿勢を正した。そして、斜めの位置に座った高津にチラッと視線を向ける。

「競争入札って言ったっけ。競合他社はどのくらいあるんだ？」

　向けられた質問に、高津は資料をめくらずとも、胸を張って答える。

　その数字を聞いて、恭介は「ふ～ん」と鼻を鳴らした。

「うちが勝ち取る勝算は？」

「うちを含めた大手三社の巴ともえ戦せんになるかと。ですが、これまでの実績を勘案しても、五分以上は……」

「五分？　それじゃダメだよ。ビジネスに半分の確率で臨もうとするな。うちの研究所だけじゃなく、外部の専門家とも連携して、やるからには百を狙った企画にしてもらわないと」

　高津の返事を聞いて溜め息をつき、恭介は頬杖をついて素っ気なくそう言った。

　そんな恭介の言葉に、羽村さんはもちろん、他の総合職社員も、そして一般職の私たちも一瞬目を丸くした。

「当てがないなら、紹介するけど？」

「い、いえっ……、大丈夫です。すぐ手配します」

　高津が慌てたように取り繕った。そんな高津に、恭介はチラッと冷めた視線を向ける。

「……甘いんじゃないの？　高津ももう五年目だろ？　そろそろ誇れる実績上げておかないと、あとは食われるだけだと思うけど」

「っ……、すみませんっ」

　いつになく鋭く辛しん辣らつな恭介に、課員全員が驚いていた。

　私の隣ではももちゃんが泣きそうになっているし、羽村さんも含めた総合職の社員たちは、自分の報告書を慌てて見直し始めていた。

「まあ、頑張って。来週の報告でこの後の進捗、ちゃんと上げるように」

　バサッと音を立ててレジュメを閉じ、短い返事をした高津を見やってから、恭介は短く「次」と促した。高津は黙って頭を下げる。

　いつになく緊張した空気が会議室全体に漂い始める中、次の先輩がどこかたどたどしく報告を開始した。




　一時間きっかりで会議が終わると、総合職組がいち早く仕事に戻っていった。

　高津もちょっと肩を落として会議室から出ていき、それを見送るももちゃんが私の隣で、「ねえ」と掠れた声を出した。

「……桜庭課長、やけに厳しくなかった？　今日」

　まだ定位置に残って羽村さんと話をしている恭介を気にしながら、私はももちゃんに小さく頷いて見せた。

「で、でも。まあ、いつもが緩すぎるっていうか……」

「そうかな。高津君にだけ厳しかった気がする」

　ズッと一度鼻をすすり上げたももちゃんに、私は曖昧な表情を浮かべるしかない。

　確かに、他の先輩の報告に対してはそれほど大きなツッコミはなく、その後は和やかな空気を取り戻して会議は終わったのだけど。

「……高津君、桜庭課長を怒らせるようなことしたのかな。私、慰めないとっ！」

　妙に気合を入れて手を握りしめ、ももちゃんは資料を胸に抱えると会議室から駆け出していった。恋する乙女の模範のような姿を見送りながら、私は大きく息を吐いた。

　ももちゃんに続いて羽村さんも会議室を出ていき、気づいたら、会議室に残ったのは私と恭介だけだった。それを強く意識しながら、私は心のモヤモヤをグッと抑える。そして、仕事に戻ろうと資料を手に一歩踏み出した時。

「奏美」

　恭介が私を呼ぶ声を聞いて、ドキッとしながら立ち止まった。

「……意地悪しすぎた？」

　振り向く前にそう背中に声をかけられて、私は一度俯いた。

　もしかして、って思ってたけど。まさか本当に、恭介がそういうつもりで高津に攻撃していたなんて。

「……いいんじゃないですか？　仕事なんだし、部下の士気を高める意味では」

　本当は、恭介本人が言う通り、いつもと違って意地悪だと思った。だけど上司として意見した恭介は間違ってないし、なによりいつもの緩さに甘んじかけていた課員を発奮させたのはいいことだと思う。

　ただ、もしかして私が原因？なんて一瞬自惚うぬぼれた疑いを抱いてしまったのは事実で。そして、恭介のひと言で、それが肯定されてしまい、どうしていいのかわからない。

「我ながら、大人げなかったよなあ。高津には悪いことした」

　そう言いながら恭介が立ち上がったのが、気配でわかった。

「だったら、それとなくフォローしてあげれば大丈夫です。高津はああ見えて根性あるし、きょ……桜庭課長の意地悪を意地悪だと思うほどひねくれてないです」

　背を向けたまま一気にそう言うと、近づいてくる足音と共に、フッと笑う声が聞こえた。

「わかった。ちゃんと謝っておく」

「あ、謝るとかじゃなくて。……だって、課長は間違ってないから……」

「そうだけど、俺は意地悪したくてたまらなくて言ったし」

　その声は、すぐ背後から聞こえてきた。恭介との距離が思う以上に狭まっているのがわかるから、私はただ肩を強ばらせて黙り込んだ。

「奏美がほんのちょっと前まで好きだった相手だって思ったら、ムカついたんだよね」

「……桜庭課長、今は仕事中で、オフィスなんです。ちゃんと名字で呼んでください」

「嫉妬って、抑えらんないなあ……。会議中、奏美、高津のことばっか気にしてたし」

「そんなことっ……！」

　恭介の不貞腐れたような声を聞いて、私は否定しながら振り返った。そして、グッと息をのむ。恭介は私のすぐ後ろに立っていたのだ。

「あ～、部下を叱るってほんと疲れる。神経すり減るし」

　そう言って大きく溜め息をつく恭介の気持ちは、私にも少しはわかる。恭介ほどではなくても、私だって後輩に注意した後は、少なからず重い気分になる。

　指導のつもりでしたことでも、それが伝わっていなかったら、相手に嫌な思いをさせることになる。いつか気づいてもらえると願っても……その時、心に抱くのは、重苦しく苦い気持ちでしかなかったり……。

「高津なら大丈夫ですよ。そんな小さい男じゃないから」

　そう言って笑ってみせると、恭介は微妙な顔をしてそっぽを向いた。

「……いつまでも、高津を褒めるなよ」

「え？」

「お前は、俺の彼女だろ」

　そんな、独占欲丸出しの言葉を放って、恭介は小さな溜め息をついた。

　私は、恭介を見つめながら目を瞬かせた。言われ慣れない言葉に、カアッと頬が熱くなるのを感じる。

「あ、あの……でも……」

　必死に言葉を繋ごうとしながらも、なにを言っていいのかわからない。

　黙って俯く私に、恭介がフッと笑ったのがわかった。

「早く自覚しろ。……それで、こういう時俺がなにを求めてるか、察してくれると嬉しいんだけど」

「えっ……」

　思わず顔を上げた瞬間、恭介が優しく私の頭を撫でた。

　行動はともかく、向けられる瞳の温かさに、ドキンと胸が鳴ってしまうのを感じた。

「仕事、戻るぞ」

　恭介はそう言って、いつもと変わらないちょっと緩い空気を漂わせると、私の横をスッと通り過ぎて出ていく。

　私はバクバク騒ぐ胸を必死に抑えながら恭介の背中を見送り、一度宙を仰いで大きな息を吐いた。

『これでもかってくらいかわいがって、愛してやるから』

　つい数時間前、恭介が私に言ったこと。私じゃなくても女心を揺さぶる言葉だと思う。

　それが本当ならどんなに幸せだろう。どんなに甘い気分になれるんだろう。

　確かにそう思ったけれど……。

　恭介は結婚してるんだから。奥さんがいるんだから。

　どんなに甘い言葉でも、それが本気になることはない。

　恭介にとって、私はただの浮気で、遊び。しかも、私は脅されているだけのことだ。

　そう自分に言い聞かせて、私は一度大きく息を吸った。

「……揺れたりしないんだから。絶対に」

　浮気者上司が片手間に始めた〝恋〟が、本物になるわけがない。いくら恋愛経験ナシの私でも、簡単に流されてはいけない。

　これはただの疑似恋愛。ううん、恋と呼ぶべきものでもない。

　恭介の気が済んだら、すぐにでも解消すべき非道徳的な関係。

　なのに……『嫉妬した』って。

　ただの浮気のくせに、本気っぽいこと言わないで。










上司の顔して奪還宣言




「彼ったら、私が仕事で忙しいからって、会社の後輩に手を出して、浮気してたのよっ……！」

　言葉の途中から涙で声を詰まらせ、最後はほとんど叫びながら、隣のテーブルの女性が勢いよく突っ伏した。

　酔客が集りそこそこ騒がしい居酒屋といっても、隣で泣き叫ばれれば会話は丸聞こえだ。しかも、〝浮気〟やら〝会社の後輩〟やら……聞き流せないワードが多すぎて、私は目線を逸らしながらも、耳は完全にダンボになっていた。

「わあああっ」と声を上げて泣き出す〝浮気男の彼女〟さんを、仲間たちが慰めているのが聞こえる。

「ホント、コウジ君って、サイッテーだね！　浮気なんか許しちゃダメだよ」

「ひどすぎ！　しかも、バレなきゃいいって考えが見え見えなのが腹立つしっ」

「一度浮気した男は、今後も繰り返すって言うしね～。結婚する前にわかってよかったじゃない。キッパリ別れるべきだよっ」

　そうだよね。それが普通の感覚だよね。

　ちゃんと彼女がいるくせに、一時の気の迷いとか、魔がさしたとか。そんな理由で浮気されたらたまったもんじゃないよね。

　そんな男、許すべきじゃない。うん、他人事だけど、それは確かに私もそう思う！

　ところが、今の私は正義感奮って力説できないのがつらいところだ。

　人ひとりが優に通れる通路を隔てた隣席の会話なのに、なんだか私のほうが肩身が狭くなってしまう。

〝浮気男の彼女〟さんは、浮気された被害者だけど、私は彼女とは対局に位置する悪役、〝会社の後輩〟のほうなんだ。しかも、隣席では〝会社の後輩〟を罵ののしる流れに変わってきていて、なんだか私が責められているような気分にもなってくる。

「その女も、コウジ君に彼女いるってわかってて付き合ってたんでしょ？　ほんとサイテー」

「そういう軽い女は、遊びの恋愛しかできないんだから。絶対いつか痛い目見るよ」

「人のものに手を出すなんてねえ。自分に本気の男ができた時、他の女に寝取られるって。こういうの、因果応報って言うの？」

　あああ……。ほんと、いちいち胸が痛む。

　というか、私は手を出したわけでも寝取ったわけでもない。本当にそんな関係にならないように、拒否し続けている。

　そりゃあ、カッコいいって思ってたし、上司として慕っていた。こんな彼氏がいたらいいなあ、なんて想像することもあったし、憧れに近い気持ちは確かにあった。

　それ以上強い気持ちを抱かなかったのは、当然、恭介が結婚してることを知っていたからに他ならない。

　なのに今、私は世間的に言って悪い女。しかも私の場合、相手は彼女ではなく奥様だ。どう考えても、より一層重罪なのは一目瞭然。

　でも、私だって自己査定を盾に脅されてるの！　働くＯＬなんだから、切実な問題じゃない！

　私こそ被害者！って意識もあるのだけど……。

「……そうだよねえ……。流されてるんじゃ、同罪だよね……」

　たとえ拒んでいても、既婚者の恭介に想われているという背徳感。

　隠れるように頭を抱えて、私はうーん、うーんと唸うなり始めた。……その時。

「お待たせ～！　ごめんね奏美。話の途中で」

　携帯片手に中座していた、大学時代からの親友の真ま由ゆ美みが、私の向かい側の席に戻ってきた。それだけで、隣席の会話に聞き耳を立てる行為から解放された気分になり、私はホッとして顔を上げた。

「ううん、お帰り。どう？　茂しげる君、ちゃんと場所わかってくれた？」

　テーブルに頬杖をついてぎこちない笑みを浮かべた私に、真由美は「うん」と頷いた。

「かわいい娘のミルクの場所もわからないなんて、帰ったら一発殴っておかないと」

「はは……。でも、茂君すごいよ。普通の男だったらさ、まだ一歳にならない子供の面倒をみてまで、妻が飲みに行くの許してくれないんじゃない？」

「まあ、それは確かにね」

　腕組みをして考えるように首をかしげはしても、真由美の表情は柔らかい。

　真由美は、大学卒業と同時に同じサークルだった茂君と結婚した。その茂君は私にとっても学生時代の仲間で、ふたりが付き合うきっかけを作ったのは、例によって私……ということになるんだけど。

　付き合いも長く、その上結婚という最高の形でゴールインして、今でも仲のいいふたりを見ているととても嬉しいし、そしてやっぱり羨ましい。

「……ほんと、真由美、愛されてるよねえ……」

　ついボソッとそう呟いた途端、私の頭に浮かんだのは、恭介のあの溺愛宣言だった。

『これでもかってくらいかわいがって、愛してやるから』

　思い出すだけでドキッとして頬が熱くなる程度には、素直に嬉しい言葉だったということは否めない。

　まあ……恭介にとっては、ペットとか乳幼児を〝かわいがる〟行為に近いんじゃないだろうか。

　そんなことを考えながら、私は再び隣席をチラッと盗み見た。

　例えば、恭介の奥さんがこんなふうに友達と会って旦那の浮気の話をしたりすることがあれば、そこに出てくる私は、かなり手ひどく辛辣に、毒のある言葉で罵られ蔑さげすまれるんだろう。そんなの、想像するだけでつらい。

　思わず、ハアッと息を吐いた時、わずかに眉間に皺を寄せて黙っている真由美に気づいた。その様子に首をかしげながら、「どうしたの？」と問いかけてみる。

　すると、真由美はほんの少し逡しゅん巡じゅんした後、軽く座り直して私を見つめた。

「……実はね。私、誰にも言わずに墓場まで持っていこうかと思ってたんだけど」

　いきなり真剣な顔でそう切り出す真由美に、私はさすがに瞬いた。

「な、なに？　なんかすごい重大なこと？」

　そりゃそうだ。まだ二十七歳なのに、墓場まで持っていくほど胸の奥底にしまわなければいけない話なんて。

　軽く声を低めて身を乗り出しながらも、心は若干及び腰だった。

「内緒にしてね。……私、本当は知ってるんだあ。私のお腹に風ふう花かがいた時、茂が浮気してたこと」

　口に含んだカクテルを吹き出しそうになる。

　なんとかゴクンと飲み下して、私はゴホゴホとむせ返った。そして、大きく息をしてから、まっすぐ真由美を見つめる。

「じょ、冗談でしょ……？」

　そう言って、顔を引きつらせてみたけれど、真由美は真剣な表情のままだから、信じないわけにもいかない。

　ああ、こんなすぐ近くにも、〝被害者側〟の女がいたなんて！

　妙な焦りに、冷や汗が噴き出すのを感じた。

「まあ、ほら。……妊娠中って私もイライラしてたし、茂のほうも……色々と欲求不満だったろうしね」

　真由美はそう濁にごしたけど、いくら私でも、なんとなく夫婦間のそっちの問題が関係してることくらい理解できる。

「で、でも。真由美、それで許したの？　……だって茂君……」

　意外とさっぱりとしている真由美がよくわからなくて、私は遠慮がちにそう尋ねた。

「そりゃ、茂がいないとこでお皿割って暴れて、大泣きした」

「うっ……」

　きっとかなり壮絶だったろうことは、想像できた。なのに。

「……そうして、胸にしまい込んだ」

　抑揚のない声で言うから、サラッと聞き流しそうになってしまった。だけど、真由美がどんなにつらく悲しい思いをしたか……。それが手に取るようにわかるから、私は一瞬唇を噛んだ後、「でも」と反論した。

「なんでそんな穏やかに許すことができるの!?」

「だって、それでも私、茂が好きだし。結局、茂も私を愛してくれてるの、わかってるのよね。今幸せなことに変わりはないから」

　静かにそう言い切った真由美に、私はグッと息をのんで黙り込んだ。

「あの時気づかないふりをした自分が正しかったって思うわ。……そりゃ、ちょっとした喧嘩をした時とか、思い出しはするけどね」

　同い年なのに、誰かに愛されて結婚して、母になった真由美がとてもとても大人に見えた。

　きっと私だったらそんなふうに心を殺すことはできないと思う。それとも、愛されているという自信があれば、広く寛大な心で相手の過ちを受け入れることもできるんだろうか？

「……真由美、強いね……」

　俯いて唇だけ動かして呟いた声は、真由美には届かなかったみたいだ。

　まだ誰からも愛されたことのない私は、真由美のように強くはなれない。

　真由美がとても羨ましくて、そしてほんの少し、妬ましい気持ちだった。




　週の真ん中のこの日、恭介は朝からひとり、小会議室を占領して書類仕事をしていた。

　書類を大きく広げるスペースが欲しくて、役職者たちが小会議室にこもって仕事をするのはよくあること。

　来週、うちの部は外部監査を控えていた。事前提出資料の準備は課員みんなで分担して行っていたけど、すべての最終確認は課長の恭介がしなければならない。おかげで恭介は別室でその膨大な資料の山に埋もれているというわけだ。

　私が出社した時はすでに恭介は小会議室にこもっていたから、朝から一度もその姿を見かけていない。

　一度も顔を見ない日なんて今までももちろんあったこと。それなのに、私はなんだか落ち着かなくて、ふと気づくとその姿を探していた。そして、ハッと我に返って仕事に集中しようとする。今朝からそんなことの繰り返しだった。

　お昼は高津とももちゃんカップルにお邪魔して外に出たけれど、麻婆豆腐を食べながらも、恭介がちゃんとお昼をとったかどうか気になってしまった。

　オフィスに戻り、午後の業務を開始しても、恭介の顔を見ることはなく。午後三時を回り、ビルの勤務者専用ラウンジでコーヒーブレイクをとりながら、小会議室に差し入れでもしようか、なんて考えたりしていた。そして、そんな自分を慌てて叱咤する。

　そりゃ、部下としておかしな行為じゃないけれど、今までそんなことをしたこともない私が、いきなり恭介を過剰に心配したら、どう考えても怪しまれるに違いない。

　余計なことはするもんじゃない。

　自分にそう言い聞かせながら、私はラウンジを出てオフィスに戻ることにした。

　廊下を歩きながら、これ以上恭介のことを考えないように、今夜急きゅう遽きょ誘われた合コンに意識を巡らせてみる。

　別部署にいる同期から、数合わせでのお誘いだった。相手はうちの会社の経営戦略部の面々だ。あまり仕事の連携がある部署じゃないから、初めましての人ばかりだろうし、今度こそ真剣な出会いがあるかも！と拳を握って気合を入れる。

「あ、水野さん」

　デスクに戻ると、隣の席の後輩が途中まで書いたメモを丸めながら声をかけてきた。

「つい今、桜庭課長から電話があって。小会議室に持ってきてほしいファイルがいくつかあるそうです」

「えっ」

　ただの仕事の命令なのに、思わずドキッとしてしまう。

　後輩が口にした資料の名前を頭に刻みながら、一瞬、どうしよう、と躊躇した。

　ファイルを持っていくくらい、誰に頼んでもいい雑用だ。席を外していた私にわざわざ伝言してまで依頼しなくても、それこそ電話を代理応答してくれた後輩でもいいはずなのに……。

　後輩も、私と同じように思ったのだろう。

「あの……。なんなら私が行ってきましょうか？」

　そう言ってくれる後輩に、お願い、と頷きかけて。

「……ううん。行ってくるからいいや」

　そう言ってしまったのは、どうしてだろう。

　そんな疑問を自分にぶつけてそれを完全に無視しながら、私は頼まれたファイルを取りに書庫に向かった。




　胸の前で積み上げるように抱えていたファイルを左腕に傾け、右手をなんとか自由にすると、私は小会議室のドアをノックした。

「どーぞー」

　中からすぐに、緩い返事が聞こえてくる。

　いつものシレッとした声じゃなく、どこか淀んだ色がこもっていたから、きっと書類に埋もれてうんざりしていたんだろう。

　そんな恭介を想像して思わずクスッと笑ってから、「失礼します」と告げて中に入った。

「あれ。そんな量になった？」

　自分で指示してきたくせに、私が抱えるファイルの高さに驚いたのか、恭介は立ち上がり、私のほうに歩み寄ってきた。

「ごめん。悪かったな」

　そう言いながら上から半分くらい持ってくれた。それを先にデスクに置き、私の手にある残りの分も受け取って、その隣にもうひと山を作る。

　視界を微妙に遮っていたファイルが消えて、ようやく小会議室の室内の様子が目に入った。そして、思わず目を瞬かせてしまう。

　確かに……。これだけの資料と朝からひとりで格闘していたら、いい加減うんざりすることだろう。

　ちょっと同情しながら、私は頭を下げた。

「じゃ、私はこれで」

　頼まれたことは済ませた。それならここに長居は無用。

　恭介と目を合わせることもなく、回れ右をしてドアに向かおうとすると……。

「……ほんと、つれないなあ」

　そんな溜め息混じりの声が聞こえてきた。

「奏美、こっち来いよ」

　今度は私のほうが大きく溜め息をつき、無言のままクルッと恭介に向き直った。

　長テーブルに軽く腰掛け、膝の間で缶コーヒーを揺らしながら、恭介がジッと私を見つめている。

「……頼まれた資料は持ってきました。私の役目はこれで終わったと思うんですけど」

　そう言って目を逸らすと、恭介は一瞬黙ってから喉を仰け反らせて缶コーヒーを煽あおった。そして、自分の左側にコトッと空き缶を置く。

「そんなに嫌な顔するくらいなら、他のヤツに押しつければよかったのに」

　恭介にも指摘されて、私はグッと黙り込む。

　彼の言うことはもっともだ。そう思ったのに、しなかったのは他ならぬ私なのだ。

「……だって、業務命令だったから」

　説得力のない言い訳だけど、私の行動を説明できるのはその言葉しかない。

　私の返事を聞いて、恭介はわずかに俯いた後、クスッと笑った。

「業務命令なら聞くんだ」

「それは、まあ……」

「じゃあ、これも業務命令。奏美、こっちに来て」

　反応を試すように上目遣いで私を見つめる恭介に、ドクンと心臓が大きな音を立てた。

「な、なんのために……」

　軽く動揺しながら呟くと、恭介は両腕を伸ばして身体をほぐしながら、「ん～」と首をかしげる。

「息抜きに付き合ってほしいかな」

「はい？」

「雑談するくらい、いいだろ。いいから、早く」

　手招きされて、私は小さく息を吐いてからゆっくり恭介に近づいた。どこに立っていいかわからず、一メートルくらい間隔を空けたところで立ち止まると、恭介は人差し指を曲げながら、「もっと」と短い言葉で指示を繰り返す。

　一度躊躇してから、思いきってもう一歩踏み出した途端、恭介に強く腕を引かれた。

「きゃっ……」

「ば～か。わざわざ奏美を呼び出したんだ。こうなるってわかってたろ？　下へ手たに焦らして命令なんかさせるからいけないんだよ」

　そんな意地悪なことを言いながら、恭介は鮮やかすぎるくらいスマートに私の腰を引き寄せると、必死に背を反らして逃げようとする私をわずかに見上げた。

「さ、桜庭課長、なに言ってるんですか。別に私、そんなつもりじゃ……」

　焦らしたなんてひどい言いがかりだ、と抗議する私の声は、自分でも驚くくらい弱々しい。

「無自覚？　そういうの、タチが悪いって言うんだよ。ほんと今、俺、〝だるまさん転んだ〟の鬼になった気分だった」

「な、なんですか、それ」

「ほら、あれ、鬼の様子を窺いながらジリジリ近寄ってくるだろ？　こっちは振り向くタイミングを計る。なんとも微妙な駆け引きだよなあ」

「そ、そんなっ……」

　そう声を上げながら、恭介の腕に力がこもるのを感じる。さらにグッと引き寄せられ、距離を保つには恭介の両肩に手を置いて突っ張らないといけないほどだ。

「か、課長っ」

「名前で呼べ。こんなとこ、誰も来ないから」

「なに言ってっ……！　オフィスなのに、なに考えてるんですかっ！」

　腰に回っていた右腕が、ツーッと背中に移動してくるのがわかる。ゾクッと身体を強ばらせながら、恭介の肩に置いた腕に必死に力をこめるけれど……。

「……恭介、離して」

　抗う限界を感じて、私は観念したようにそう呟いた。

「やだね」

　それなのに、恭介はそんなひと言を返してくる。

「……雑談だって、言った」

　抗議の言葉を力なく消え入らせて口ごもる私を、恭介は妙に妖艶に細めた目で見上げた。

「疲れた。癒してよ、奏美」

「えっ……」

　目を逸らしたいのに、恭介の瞳に囚われる。

　私は自分の心臓が怖いくらい打ち鳴っているのを感じていた。

「……そんなに命令させたいなら、上司権限発動するけど」

「そっ……」

「ちょっとだけでいい。十秒だけ、肩貸して」

「っ……！」

　私の肩に額をのせて、恭介は意地悪にクッと笑う。途端に身体が硬直したように動かなくなった。

「奏美、すっげードキドキしてるの、俺にまで聞こえてくる」

「こ、こんなことされたら、誰だって……っ」

「かわいい。徹底的にいじめてみたくなるな」

　恭介が私の耳元で低めた声を放つ。

　反射的にビクッと身体を震わせると、恭介がクスクス含むような笑い声を上げた。

「……冗談だよ。お前、ほんとかわいい。こんな反応されたら、大事にするしかできないだろうが」

　恭介の声が耳を掠める。吐息が首筋にかかってくすぐったい。それを感じないように、必死に顔を背けるしかなかった。

「なあ、今夜一緒に食事行こう」

　腕の力を解き、私を解放しながら、恭介がそう言った。

　私は飛びのくように恭介から離れて、その言葉に思わず振り返った。

　恭介はテーブルから腰を上げて、しっかり背筋を伸ばして立っていた。緩めていたネクタイを、キュッと締め直す姿がとても様になっている。

「だ、ダメです」

「え？」

　即座に断る私に、恭介はきょとんと目を丸くした。

「合コンなんです。今夜」

　そんな恭介に背を向けて、言わなくていい余計なひと言まで告げて、私は改めてはっきりと恭介との関係を意識づける。

　それを聞いて、「はあ？」と恭介が声を上げた。

「なんだよ、それ。合コンって」

「出会いを目的にして、男女同数ずつで行う飲み会です」

「んなこと知ってるよ。俺が言いたいのは、なんでお前が行く意味があるんだってことで……」

「そりゃっ！　出会いを求めてるからに決まってるじゃないですかっ」

　そう声を張ってから、ドアに向かって大きく歩き出す。ドアの前で一度恭介を振り返り、頭を下げようとして……。

「……っ……」

　恭介がすごく不機嫌な顔を私から背けるように、立ち尽くしているのを見てしまった。そんな姿に妙にドキドキするのを感じながら、私は小会議室から飛び出した。




　合コンに幹事役としてじゃなく参加するのは、もしかしたら初めてかもしれない。

　大学時代も社会人になってからも、とにかく仲間の多い私は頼まれて主催する側に回るばかり。誘った友達がちゃんと楽しんでるか、ポツンとしてる子がいないか、そんなことばかり気にして、自分はなんの成果もないまま……。

　だから、自分が楽しむ側で参加すると、ノリがわからずに困ってしまう。

「どうも、初めまして」

　同期に誘われた合コンは、男性側は経営戦略部の若手。女性側はいろんな部からの寄せ集めで、みんな同期だった。

　プライベートとはいえあくまでも社内のノリ。だから合コン自体はかなり落ち着いた雰囲気で始まった。

　私は天性の人懐っこさで、上は三十五歳から下は二十五歳まで、十歳の年齢差がある男性陣とも当たり障りのない会話を楽しめた。

　それでも……途中からやっぱりいつもの幹事癖がムクムクと湧き上がってくる。

　同期の中でも一番地味な女の子がひとりで居心地悪そうにしているのを見て、私は隣に座る男性にひと言謝り、彼女の隣に移動した。彼女が、向かい側にいる男性と会話できるように取り持ち、ちょっと雰囲気が砕けてきたところでそれとなく他の席に移る。ふたりは合コンが終わる頃にはなんとなくいい雰囲気になっていて、二次会のお店に着いた時には図ったように消えていた。

　自分でも苦笑が漏れる。

　私、なにやってんだろうな……。人を心配するほどの余裕なんかないのに。

　せっかく本気で楽しんでいいはずの合コンで、周りばかり気にしてるなんて。

　カラオケで弾ける他の面々を眺めて、拍手して、合いの手を入れて、時には立ち上がって踊って、結局私は幹事じゃなくても盛り上げ役に徹していた。

　一次会で消えていったふたり以外は、それほどフィーリングの合う人を見つけられなかったのだろう。カラオケボックスから出て、私たちは普通に「ありがとうございました」と手を振ってお別れした。

　もしかしたら、水面下で連絡先を交換していた人もいるのかもしれない。あまりピンとこなくても、次を期待するために今はキープしておくという打算だって、この年になればあるはずだ。それでも私は、誰の連絡先もゲットせず、もちろん聞かれることもなく、みんなに手を振って、ひとり地下鉄の駅に向かって歩き出した。

『なんでお前が行く意味があるんだ』

　夕方の恭介の言葉が胸をよぎった。

　ほんと、なんの意味があったかなあ、と自分でも思う。

　合コンに来た目的は、普通の恋ができる出会いだったはず。でも、結局いつもと同じ無意味な時間を過ごしただけ。

　それでもさほどガッカリしていないことを自覚する。

「……合コンに行くって言いたかっただけなんだろうなあ……」

　無意識に漏れたそんな言葉。

　恭介に……私はちゃんと普通の恋をしたい、と態度で示したかっただけだ。それがわかってしまう。

　今日出会った男性たちに、決して悪い印象なんて持っていない。むしろ、普通の恋をするなら十分すぎるほどの人たちだと思う。

　なのに、その先を求めずに手を振ってしまうあたり、私自身は誰とも恋を望んでいなかったってことだ。

　そりゃあ……。今日の合コンのメンバーの誰もが、恭介ほどイケメンでもエリートでもなかったけれど、私が求めるのはそんなことじゃないはず。

　みんな独身だったし、もしも付き合うことになったら、ちゃんと私と向き合ってくれそうな誠実さを感じられた。

　普通の恋愛を私に教えてくれそうな人たちばかりだったのに……。

「……なにやってんのよ、私」

　こんな自分があまりに痛くて、もう慰めようもない。

　だって私、彼らと会話をしながら、考えてしまったんだ。

　この人は、恭介以上に私を大事にするって言ってくれる？　かわいいって言ってくれる？なんて……。

　所詮浮気でしかない恭介の上滑りな言葉と比べて、誰にもそれ以上を感じられない自分が、本当にバカみたいだと思った。

　そんな自分を自じ嘲ちょうして、大きく肩を落とした時……。

「あ、あのさ、水野さん」

　いきなり後ろから声をかけられ、ビクンと肩を震わせてから、恐る恐る振り返った。

「あ……」

　私の後ろには、合コンで比較的話が盛り上がった三十歳の男性が立っていた。

　え～と……確か、名前は足あ立だちさん、だったような……。

「あのさ。本当はもっと話したかったんだけど、なんかその後チャンスなかったから。……よければ、もう少し一緒に飲めないかな？」

「え？」

　はにかみながらそう誘いかける足立さんに、私は素で目を剥いた。

「あ、時間遅いから、後日ふたりで……っていうのでもいいんだけど……」

　そう言われて改めて時間を気にする。私の腕時計は、午後十一時を指していた。

「……え、っと……」

　お酒が入っているせいか、鼓動が速くなるのを感じた。

　例えばこの後、足立さんとふたりで飲みに行って、時間を忘れるほど会話が弾んでしまったら……。二次元の世界でよく見る『終電なくなりました。じゃあ一緒にホテルに……』なんてシチュエーションになったりするんだろうか。

　いやいや、それはさすがに考えすぎ……と笑い飛ばそうとしながら、私の心はお誘いに躊躇する。

　この人と？　確かに会話は楽しかったけど、それだけの理由でこの人と……？

　そう考えると逃げ腰になってしまう。

　でも……足立さんは一度バイバイしてから、私を追いかけて来てくれたんだ。いつもいつもただのキューピッド役でしかなかった私とふたりで、って言ってくれたんだ。

　私だって悪い印象は持ってないし、独身ってだけでも、恭介に比べたら私の中でのポイントは高いはずだ。それならいっそ……。

　自分にそう言い聞かせながら、私は足立さんに一歩歩み寄った。そして、『はい』と返事をしようとしたその瞬間……。

　いきなりグッと後ろから肘を引かれた。驚いて振り返るより先に……。

「悪いな、足立」

　そんな冷たい声が頭上から降ってくる。

　私と向き合っている足立さんは、私の背後をギョッとした表情で見つめている。

「えっ……あ、桜庭っ……!?」

　足立さんの驚く声が聞こえる。私も自分の目で恭介の姿を確認していた。

「俺んとこのかわいい部下だ。お前の汚い手で触らせるわけにはいかないんだよ」

　恭介は私の肘を掴んだまま、そんな言葉を足立さんに浴びせていた。それを聞いて、足立さんが怯む。

「ヤりたいだけなら、他当たれ。コイツはそんな女じゃない」

　地の底を這うような低い低い声でそう言って、恭介は私の肘をグッと引き寄せた。

「あ、ちょっ……！」

　抗議しようと声を上げるより先に、恭介に強く引っ張られてバランスを崩す。結局私は、呆然としている足立さんをその場に残し、恭介に連行されるようにその場を後にするしかなかった。

　週末の夜じゃなくても、オフィス街にはそこそこの人通りがある。歩幅の差を気にせずグイグイ歩く恭介に引っ張られ、小走りでついていくだけの私を、通り過ぎる人たちがおもしろそうに振り返っていく。

「きょ、恭介っ……あんな言い方、足立さんに失礼だよっ……」

　息を切らしながら、なんとか声を上げた。

　なのに恭介は相変わらず私には目もくれずに、ただ闇やみ雲くもに先に突き進んでいく。

「恭介っ……、お願い、もっとゆっくりっ……」

　さすがに息が切れて、心臓が口から飛び出そうだった。

　息も切れ切れの私の声に、ようやく恭介が私の手を離してくれる。その途端、私は糸が切れたようにペタンと地面に座り込んだ。

　そんな私を見下ろして、恭介は静かに立っている。

　いつの間にかオフィス街を抜けて、人通りはまばらだった。だから私もただぼんやりと恭介を見上げる。

　広い背にまん丸の月光を浴びた恭介は、妙に神秘的で美しかった。

「あ、あの……」

　その姿に思わず見惚れながら、ぼんやりと声をかけた瞬間。

「このバカッ!!」

　神のように美しい顔を烈火のごとく怒らせて、恭介が私を怒鳴りつけた。

　私は反射的にビクッと身体を震わせてしまう。

「お前、ほんっっっと……！　男見る目なさすぎる。いいか、ついさっき足立についていこうとした理由を、十文字以内で答えろ」

「……は？」

「俺の誘いを断って出向いた合コンで、よりによって足立についていこうとした理由を聞いてるんだ」

　まるでマシンガンのように言葉を浴びせられて、さすがに怯む。そして、私が放った答えは……。

「ど、独身だから」

　それを聞いて、恭介がガックリと肩を落とした。

「奏美……、お前、独身なら誰でもいいのかっ!?」

「そりゃっ……！　既婚者よりずっとマシっ！」

「それにしたってもっと相手選べよ。アイツ、人の好さそうな顔して、合コンのたびに女引っかけてヤり捨てる最低な男だぞっ！」

　続く言葉に、さすがに大きく息をのんだ。

「う、そ」

「本当だよ。信じられないなら、明日出社したら周りの誰かに聞いてみろ。もしかしたら被害者にぶち当たるかもしれん」

「う……」

　恭介の言葉を鵜のみにするのもどうかと思ったけれど、これだけ血相を変えた姿を目にしたら意地張って茶化すわけにもいかない。

　少なくとも……半分ヤケになりかけた私を助けてくれた。今、それだけは間違いないのだから。

「……ごめ……ごめんなさい。……ありがとう」

　そう言いながらなんとか立ち上がると、恭介は不貞腐れたように前髪を掻き上げてそっぽを向いた。

「で、でもすごい偶然っ！　あ、恭介も誰かと飲んでた……とか？」

　軽い気持ちで問いかける私の前で、恭介はまだ不機嫌そうに顔を背けている。

「……あの……そんなに怒ってる？」

　不安がよぎった時、恭介が俯き加減でボソッと呟いた。

「……偶然じゃない」

「え？」

「ただの偶然で、あんなタイミングよく登場できるか、バカ」

「……恭介？」

　何度か瞬きをして、私は恭介を見つめたまま首をかしげた。

「俺を振って選ぶくらいなら、もっとまともな男にしろってことだよっ！」

　私から顔を背けたまま吐き出すようにそう言った恭介に、私の胸がドキンと跳ね上がる。

「……あ、あの……」

　喉の奥のほうが、カラカラに乾いていた。それでも、耳を赤くして私に背を向ける恭介に、これだけは確認しておきたくて口を開いた。

「も、もしかして……ずっと見張ってた……？」

「…………」

　恭介はなにも言わない。だけど、その沈黙が雄弁すぎる答えだった。

「……ストーカー……？」

「っ……悪かったな!!　ああ、確かにストーカーだよ、こんなの。でも仕方ないだろうが。世間知らずの部下があんな男の餌え食じきになるのを阻止したんだから、感謝してほしいくらいだ」

　苛立ちを露わに、クシャッと前髪を掻き上げる恭介に、私はグッと言葉をのんだ。それでも……。

「……ありがとう」

　もう一度、心を穏やかにしてそう言うと、恭介の背中がビクッと震えた。

「け……結果的に、私が無傷で済んだのは、恭介のおかげだよね」

　そう言って照れ隠しに目を伏せる私を、恭介がゆっくり振り返った。そして、一瞬間を取った後、大きく一歩足を踏み出してきて……。

「……っ……!!」

　私は、大きく息をのんだ。

　私の身体に回された恭介の長い腕。私の頬は逞しい胸に押しつけられ、恭介の鼓動が直に伝わってくる。

　抱きしめられている、と自覚した瞬間、私の鼓動は大きく飛び跳ねた。

「俺だって、らしくないって思ってるよ。けど、放っておけないんだから、仕方ないだろ」

　不貞腐れたような、いつもよりずっと素っ気ない声が頭上から降ってくる。

「俺じゃない他の男を選ぶにしても、危なっかしくて見てらんないんだよ」

　聞き慣れないぶっきら棒な口調がくすぐったいくらい新鮮で、胸がキュンと疼うずいてしまう。

「……なあ、奏美」

　さらに腕の力を強めながら、恭介が私の耳元で囁いた。耳をくすぐる声に、私の身体は反射的に強ばってしまう。

「なんで俺じゃダメなんだよ……？」

　切なげな声に、一瞬意識が引きずり込まれるかと思った。

　どうして恭介じゃダメなのか……？　そんなの、恭介が一番よくわかってるじゃない。なのにこんなに強い想いをぶつけられて、戸惑っているのは私のほうだ。

　いっそのこと『恭介は結婚してるじゃない！』とはっきり口にできたら、恭介はなんて答えるだろうか。もしかしたら、『遊びだ』って認めて開き直るかもしれない。

　それならそれでいい。それこそ、はっきり断る理由になる。

　そうしたら、いくら恭介だってこれ以上は私に接近してきたりしないだろう。

　……だから私は、決定的なその言葉を繰り出せずにいる。

　二十七にもなって誰からも一番に思われたことがない私。だからこそ、恭介が私に向けてくれる言葉は、たとえ上っ面でも、私の心を大きくくすぐる。

　誰かが想ってくれている。その感覚が幸せだ。

　このまま恋に落ちるのかもしれないという錯覚を抱くだけで、夢のようだと思う。

『悪い女になってでも恋がしたい――』

　あの夜、恭介に聞かれた言葉は、恥ずかしいけど本心だ。

　本当の私は、本当に〝悪い女〟になる覚悟もないくせに。恭介との恋に踏み出すこともできないくせに。

　どっちつかずで揺れる私なんて、嫌だけど……。

「……痛い初恋なんか、したくないもの」

　自分への嫌悪感を押し殺し、恭介の胸の中でそれだけを言葉にした。

　聞こえるかどうかわからないくらい小さな声だったのに、私を抱く恭介の腕が、一瞬ピクッと震えたような気がした。










心をくすぐる護衛宣言




　ランチ休憩の時間が近づいたのを意識して、私は軽くデスクの上を片づけた。

　なんとなく頬杖をついてチラッと目線を上げると、一列向こうの島にいる高津が同じタイミングで顔を上げて、私の視線に気づく。そして、右手で親指を立てると、バチッとウインクしてきた。

　それを見て吹き出しそうになりながら、慌てて下を向いてごまかした。

　今日、ももちゃんは外部研修に行っていて不在。今朝出勤途中に偶然エレベーターが一緒になった時、高津からランチに誘われたのだった。お互い他の予定が入らなかったら……という約束だったけど、予定通りでＯＫらしい。

　ちょうどキリのいいところだったので、少し早いけど、私はパソコンモニターの電源を切った。そうして、ランチ用の小さなトートバッグにお財布を入れた時、恭介が書類を手にこっちに歩いてくるのが見えた。

　まさか、このタイミングで書類の修正!?

　さすがにちょっとガッカリしかけた私を素通りして、恭介は私の隣のデスクの後輩に声をかけた。

　思わず振り仰ぐと、恭介は私のすぐ右側に背を向けて立っていた。どうやらデータ集計を頼んでいるらしい。

　なんだ。私じゃなかったのか。

　なんで〝なんだ〟なのかも、よくわからない。それでも、恭介に話しかけられるのは自分だと思い込んでいた過剰さに、ちょっと恥ずかしい気分になる。

　すぐそばに立つ恭介の背中を意識しながら、私は時間になるまで数分待った。そして、デスクに手を置いて立ち上がろうとして……。

「っ……」

　中途半端に腰を浮かせたまま、動けなくなった。

　慌てて恭介を見上げるけど、恭介は私なんか見向きもしない。後輩に右手で書類を指し示しながら、仕事の指示をしている。

　だけど、私の視線に気づいてることは間違いない。その証拠に……デスクの上で私の手に重なる恭介の左手に、キュッと力がこもったから。

　私と恭介の身体で隠れてはいても、周りに他の社員もいるというのに、こんなの信じられない！　誰かに見られたら、気づかれたら、どう言い訳しようっていうのよ。

　ドキドキを必死に押し隠して手を引き、席から離れようとしたのに、恭介は指を絡めるように手を強く握りしめた。

　俯いたまま、カアッと頬が熱くなるのを感じた。

　本当に……なんでこんなこと……！

　抗議することもできないまま、私はドキドキしながら恭介の左手をジッと見つめた。

　今日もちゃんと薬指に結婚指輪をはめてるくせに……！

「おおい！　水野、お待たせ！　行こうぜ」

　いつの間にデスクから離れていたのか、私のほうを見やりながら高津が声をかけてきた。

　その声にハッとして、ここぞとばかり強く手を引っ込め、私は恭介の手を払った。

「い、今行く！」

　なんとか元気に返事をしたけど、顔が真っ赤になってるのが自分でもわかるし、微妙に声もひっくり返ってしまった。

　ドアの近くで私を待っていた高津が、不思議そうに首をかしげる。

「なんだ？　お前。熱でもあるの？」

「なんでもないからっ」

　そう言ってごまかしながら小走りで近づくと、高津の隣に並んで歩き出した。

　オフィスを出る前にそっと恭介を振り返り、私は、大きく鼓動が鳴ってしまうのを抑えられなかった。

　まだデスクに左手を置いたまま、恭介が肩越しに私を振り返っていた。

　一瞬確かにぶつかった視線から逃げるように顔を背け、高津の背を押しながら私はオフィスを後にした。




「なあ、お前最近ちょっと変わったな」

　ビルの商業フロアにあるレストランで、オーダーを済ませるなり、高津が私にそう言った。

「え？」

　おしぼりで手を拭きながら顔を上げる。高津は軽く頬杖をついて、ジーッと私を見ていた。

　今日のお店のセレクトは鹿児島の黒豚料理だ。高津は沖縄料理がよかったみたいだけど、私はこの間恭介と行ったばかりだったから、強引にこっちに連れてきたのだ。

「この間、百瀬とも話してたんだけどさ。なんか化粧とか変えた？」

　ソースはももちゃんか、と、私は軽く肩を竦めた。

「別に、これといって変えてないけど」

「そっかなあ～。確かに俺から見てもちょっと雰囲気変わったと思うんだよな」

「だから、どこが」

　お冷のグラスを手に短く質問を繰り出すと、高津は一度大きく椅子に背を預けて、腕組みをしながら「う～ん」と唸った。

「ちょっと、女っぽくなった？」

　言われた瞬間、ブッと吹き出しそうになった。

「な、なななな……なに言っちゃってんの!?」

　よ、よかった、まだ水を飲む前で。

　それでも自分の吸気でせき込む私に、高津は首をかしげる。

「いや、俺もちょっと言い方違うかなって思ったんだけど……。だよなあ。特に服装とか変わったわけじゃないし……」

　そんなにまじまじと見られたら、変な汗を噴きそう。

　妙な緊張で目線を落とし、そっぽを向くと、高津がポンと手を打った。

「ああ、これだ。なんか、一回普通に素通りしても、『あれ？』って一度振り返って確認したくなる感じ」

「全然わかんないんですけど」

　まだ言い回しを探して唸る高津に苦笑しながら、私はぼんやりと頬杖をついた。

「……でも、まあ……。変に注目されるのは慣れちゃった感じだけど……」

　ボソッと呟く声に、「は？」と聞き返されたけど、私は黙って首を横に振った。

　それもこれも、恭介のせいだ。

　ただでさえ人目を引く恭介がそばにいると、私まで余計な注目を浴びる。

　合コン帰りに助けてもらった夜から、私は恭介に何度かランチに連れ出された。勤務中のランチを断るのは不自然というのもあるし、なにより助けてもらったという意識から強く抵抗できない……というのが本音だった。

　ランチも業務の一環と考えて開き直ったけれど、私はいつも恭介からは微妙に視線を逸らし、口数を減らして仕事以外の話題を意識的に避け続けた。

　そんな状態ではあっても一緒にいる時間が増えたこともあり、彼と一緒にいると必ず感じるまとわりつくような視線にも、慣れてきてしまったのだ。

「……なんか気になるなあ。なあ、本当はなんかあったんだろ？」

　黙ったまま受け流すつもりだったのに、こういう時、高津は意外としつこい。

「今までの水野になかったことって……」

「ほんと、なにもないって」

　探るように身を乗り出してくる高津をビシッと遮った時、オーダーした料理が運ばれてきた。

「ほら、食べよ」

　そう言いながら、テーブルの端っこに置かれた割り箸入れに手を伸ばすと、タイミングが重なり、高津の手が触れた。

「あ、悪い」

「うん」

　短く謝って手を引っ込める高津に、私は高津の分も割り箸を取って差し出した。高津は特に気にした様子もなく、「サンキュ」と受け取る。

　割り箸を割りながら……私はなんとなく自分の右手を見つめた。

　ほんの少し前までは、高津とこうやって手が触れ合ったりするのもドキッとしたのに、今はもうときめかない。そりゃ、高津はももちゃんのものだし、私はなにもできないままで失恋したことは十分わかってる。

　吹っ切れたことを喜んでいいんだろうけど、自分の気持ちの変化の速さに正直戸惑いもあった。

「……？　水野、どうかした？」

　箸を持ったままぼんやりする私に、高津は不思議そうな目を向けて、そう尋ねてきた。それに、私はただ首を振る。

「……ううん、なんでもない」

　そう言って、左手に茶碗を持った。

　さっき恭介に手を握られた時は、言いようもなくドキドキした。

　思い出すだけで恭介の手のぬくもりが蘇ってくるようで、頬が熱くなってしまう。

「……やっぱ、なんかあったんだろ～、水野」

　気がつくと、高津がニヤニヤと私を見つめていた。からかうような視線が居心地悪くて、私は慌てて顔を背ける。

「男絡み？　なんなら俺、協力するぞ～？」

　そんな意地悪なことを言ってのける高津を無視して、頭の中から恭介を必死に追い出しながら、私は箸を動かし始めた。




　ランチから戻った後、容赦なく襲いかかる眠気をごまかそうと、私は書庫にこもり、溜め込んでいたファイリングを始めた。

　書類の左端にパンチで穴を空けて、ただ機械的に綴とじ込んでいくだけの作業。それでも立ったまま手を動かして、目をファイルの背表紙に走らせる……という動作があるだけで、デスクでパソコンに向き合っているよりは眠気も紛れる。

　そうして私は、ぼんやりと高津に言われたことを考えていた。

『女っぽくなった』

　すぐに別の言葉で否定されたけれど、普通に考えて嬉しい言葉には違いない。そして、高津に指摘された私の変化が、全部恭介のせいだということは否定できない。

　思わず、さっきデスクで隠れるようにして触れられた右手を左手で握りしめ、胸元まで持ち上げた。

「あんなことされたら……私じゃなくたってドキドキするでしょ」

　誰もいないのをいいことに、不貞腐れた気分になってそんなことを呟いた。

　一度意識してしまったが最後、私の意識は全部恭介に向いてしまう。

　オフィスでは相変わらず緩い上司。私だけじゃなく、他の同僚が提出した書類にも、たいして目を通さずに印鑑を押す。

　部下から持ち寄られる相談を聞いている時でも、表情も変えずに頬杖をつき、返す言葉は口癖なんじゃないかとも思う、『いいんじゃん？　それで。やってみて』。

　それでも、関心がないわけじゃない。困っている部下には意外に切れ味鋭い提言を放つし、『いいんじゃん？　それで』と言った後は副部長にも部長にも、一緒になって押し通してくれる。それがうまくいってしまうから、上は文句を言わない。

　適当で、いい加減そうでいて、本当は部下の思うように伸び伸びと仕事をさせている。恭介の言動にそれが感じられるから、任された部下も発奮する。

　肩肘張らず適度に息を抜いて……恭介が来てから、うちのオフィスにはそんな空気が浸透している。

　生真面目すぎる羽村さんは目くじら立てて文句を言うけれど、うちの課員はみんな恭介を信頼して生き生きと仕事をしている。それはもちろん私も同じだ。

「……ドキドキして、当たり前じゃない」

　――だけど、それじゃいけない。

　自分を甘やかしそうになるのを叱しっ咤たして、一度両手でパシッと頬を叩いた。

　地味なファイリング仕事に再び集中しようとした時、ドアの外側からピピッと電子音が聞こえた。書庫のセキュリティロックが解除された音だ。

　ドアが開いて……入ってきたのは、恭介だった。

　その姿を目にして、心臓が大きく騒ぎ出すのを意識しながら、私は顔を背けた。

「お疲れ」

　恭介は私をチラッと見やって、ごく普通の挨拶を繰り出す。

「……お疲れさまです」

　私は短く返事をして、ただ手を動かした。

　恭介は私の横に立ち、頭上の棚に目を走らせている。

　すぐ隣にいられると落ち着かない。早く出て行ってほしくて、私は目線を落としたまま、手伝うつもりで「なにを探してるんですか」と尋ねた。

　恭介から返ってくるファイルの名前を聞くと、彼と同じように頭上を見上げて可動書しょ架かを動かした。

「こっちかも。確か、この間……」

　そう言いながら奥の書架の一番上の棚に目を向ける私に、

「ランチ、楽しかった？」

　恭介がそう尋ねてきた。

　伸ばした手を無言で止める私に、恭介がさらに畳みかけてくる。

「人のものでも、やっぱり高津のこと好き？」

　一瞬、グッと言葉に詰まった。それでも気にせず、「はい」と返事をしながら、右から左、上から下に視線を移動させて、棚に並ぶファイルの背表紙を注視する。

「同期だし、そんな感情じゃなくても好きですよ」

　シレッと返事をした私に、恭介がジッと目を向けているのがわかるから、私は目線を動かせない。

「……同期ってだけで、羨ましくなるな」

　さらにそんなことを呟かれて、私は思わず目を伏せた。

「なあ、奏美……」

　呼びかけられた瞬間、恭介が探しているファイルを見つけた。無意識にホッと息をして、少し屈み込んでからファイルを抜き出す。

「ありました。どうぞ」

「奏美」

「……課長。どうぞ」

　意識的に目を逸らしたまま、手にしたファイルをグイッと突き出した。恭介が惰性のように受け取る。

　それを見て、クルッと背を向けた。

「……聞きたいんだけど」

　短く尋ねられて、一瞬手を止めた。それでも、すぐに気を取り直してファイリングを再開する。

「ランチに連れ出しても取り付く島もないし、なんか聞きそびれてたんだけど。……痛い恋はしたくない、って、どういうこと？」

　この間の夜、私が言った言葉の意味を問いかけられ、ピクッと身体が震えた。

「俺が相手じゃ、痛い思いしかしないって、そういうこと？」

　向かい側の書架に背を預け、小脇にファイルを抱えた格好で、恭介が質問を重ねる。

　私は一瞬黙り込んだ後、ゆっくり恭介を見上げた。

「その通りですけど」

「なんで」

「なんでって……」

　どうしてこの人にはわからないんだろう。

　私が恭介を拒む理由なんて、普通誰にも共通するものだと思う。

「……それがわからないなら、桜庭課長は最低の人でなしです。……私をバカにしてる」

　そう言って、見上げる瞳に力をこめた。そんな私に、恭介は眉をひそめる。

「そこまで言われなきゃいけない理由が、よくわかんないんだけど」

　まだ言うか、と呆れて溜め息をつきたい気分になり、私は恭介から目を逸らした。

「桜庭課長も知ってる通り、私は恋を知りません」

　大きく息を吸って、聞き分けのない子供を諭すような気分で、私は静かにそう呟いた。

「この年でも初恋は大事にしたいんです。堂々と胸張って、お日様の下を手を繋いで歩ける人と、大事にゆっくり恋をしたいんです」

　そう、この言葉に嘘はない。

　恭介と一緒じゃ、堂々と歩くことはできない。恭介は人のものだから。

　この人の隣を歩く時、私はどうしたって〝ただの部下〟の顔しかできない。

「……人目を避けなきゃできない恋なんて、嫌です」

　なにも間違ったことは言っていない。なのに……。

「俺とじゃ人目を避けなきゃいけないってことか。……どうしてそんなふうに思うの」

　溜め息混じりにそう言う恭介のほうが、私にはわからない。

「これ以上なにを言われても、私は課長の神経を疑うだけです。どう考えても不誠実でしょ。……からかいたいだけなら、私じゃなくて他を当たってください」

　呆れと苛立ちを隠さず、これ見よがしな溜め息をつきながら、私は恭介から目を背けたままでそう言い放った。その途端に、恭介の強い視線を感じる。

「不誠実って……。奏美、ちょっと待てよ」

「っ……」

　腕を掴み上げられ、思わず息をのんだ時、書庫の外から声が聞こえた。

「ちょっと、桜庭課長どこに行ったか知らない？」

　羽村さんの声だ。

　ハッとして私が顔を上げるのとほぼ同時に、恭介もドアのほうに目を向けた。

「ったく、会議始まるのにどこ行ったのよ……」

　苛立つ声が近づいて来て、恭介も溜め息をつきながら私の手を離す。まさにその瞬間、羽村さんが書庫のドアを大きく開けた。

「課長っ！　こんなとこでなにやってるんですかっ！　会議始まりますよ。急いでください」

　眉を吊り上げ、苛立ちを露わにした羽村さんが捲し立てた。

「……はいはい」

　恭介は肩を竦め、いつもの調子で軽く返事をする。そして最後に、チラッと私を見て、羽村さんに文句を言われながら書庫を出ていく。

　その背中を見送って、私は大きく肩で息をした。無駄に騒ぐ胸を一度押さえてから、ファイリングを再開した。

　私が恭介に言ったことは、なにも間違ってない。

　恭介が私になにを言おうが、私の返事はこれ以上変わらない。

　人目を気にして、後ろ指を指されるのを恐れて、陰に隠れながら育てる恋なんて、したくない。

　恋はしたいけど、浮気の相手にされるなんてごめんだ。




　なんとなくおかしい、と気づいたのは、ある夜、同期会の後、ももちゃんとふたりで並んで駅まで歩いていた時だった。

「……ねえ。あの人さ、同じお店でカウンターにいた人だよね？」

　ももちゃんが眉間に皺を寄せながら、ほんのわずか後方に視線だけ向けてそう言った。どこか憚るような行動に、私もつられてこっそりと背後に視線を走らせた。だけど、私にはももちゃんが不審に思った人影を見つけられなかった。

「お店に入るタイミングも一緒だった。ひとりなのに、宴会帰りの私たちと帰りが一緒ってなんか変じゃない？」

　ももちゃんは気味悪そうにしていたけど、私にはそもそも誰のことなのかもわからない。

「それ、男？　女？」

「男……だったかな……？」

　ももちゃんは自信なさそうに首をかしげ、声を尻すぼみにした。

「背高くて髪短くて、コートで着膨れてたし……遠目だったから。ちゃんと見ないとわかんないよ」

　そう言われて、今度は大きく振り返ってみたけど、ももちゃんが言うような怪しい人影はやっぱり見当たらない。

　それを告げると、ももちゃんも背後を確認した。そして、やっとホッとしたような表情を浮かべる。

「……なんか、気味悪い。急ごう、奏美」

　そう言うが早いか、駅に向かって小走りになるももちゃんを慌てて追いかけた。

　それでも、ももちゃんが見た人影を確認できなかったせいか、私はそこまで気にしていなかったのだけど……。




　――昨日の今日だし、さすがにちょっと怖いんですけどっ！

　その翌日。残業でいつもより少し遅めにオフィスを出た私は、最寄り駅で電車を降りた途端、頭にまで鳥肌がたつのを感じた。

　なんか視線を感じるな……と、ちょっと気にはなっていたけど。

　昨日のももちゃんと同じように、なにげなく背後を振り返った時、オフィスビルの前でも見かけた姿を見つけてしまった。

　そう。昨夜、ももちゃんが気味悪がったのと同じ、大きめのコートで体格を隠し、男か女かもわからない、目ま深ぶかにフードを被ったその姿を。

　慌てて正面に向き直ったけど、私の心臓は早鐘のように打ち鳴っていた。

　いや、でも、私の気のせいかも。近隣で働いていて、家も近い人間なんて、探せば結構いるのかもしれない。周りには通行人の姿もたくさんあるし、きっとそのうち昨夜みたいにどこかにいなくなってくれる……。

　ほんとは気になってたまらないのに、悪いほうに考えたらますます怖くなりそうで、私は胸を押さえながら無理矢理納得しようとした。

　だけど、大通りから細い一本道に逸れて、私以外に周りに誰もいなくなった時。少しだけ背後を窺い見て、少し離れた電信柱の陰に、先ほどと同じコートの人影を見つけた途端、私は一目散に駆け出した。

　怖くて振り向けないけど、私のヒールが鳴らす足音だけじゃない。他の誰かの足音が重なっているような気がしてならない。

　なんで!?　もしかして、昨夜も尾けられてたのは私!?

　誰？　誰？　自慢じゃないけど、ストーカーに狙われるような覚えはない。もちろん、そんな人、心当たりもあるわけない!!

　アスファルトを打ち鳴らす自分のヒールの音が、私をさらに追い詰める。

　どうしよう、ほんとに怖いっ……！

　頭の中では〝帰宅途中のＯＬ、通り魔に襲われる〟とか、おっかなすぎる文言が浮かび上がり、しかも明日の朝刊社会面の見出しに踊るところまで想像できた。

　自分の想像にさらに恐怖を煽られながら、やっとたどり着いたマンションに転がり込む。わずかに開けたドアの隙間から身を滑り込ませるように部屋に入って、震える手で鍵を閉めた。

　目の前に広がるのは、ちょっと散らかっているけれど、〝荒らされた〟様子はない、いつもの私の部屋だ。見慣れた室内の様子に安堵して泣きそうになりながら、その場にズルズルとしゃがみ込む。

　よかった……。もうなにも怖がらなくていい。

　そう安心したのに。その次の瞬間……。

　ドンドン！と大きくドアを打つ音に、ドクンと大きく心臓が跳ねた。

　背を預けていたドアが大きく揺れるのが直に伝わって身体を震わせる。

　やだやだ、なんで？　なんでここまで追っかけてくるの？　なんで私がこんな目に遭わなきゃいけないの？

「やだ、やめてよ……」

　声が震える。涙で潤む瞳で、叩かれて軋むドアを見上げた。

　お尻をズリズリ動かして、必死にドアから離れる。

　そのまま部屋の奥に駆け込みたいのに、腰が抜けてしまって立ち上がれない。

　そんな私をあざ笑うかのように、ドアは激しく叩かれ続けている。

　このまま破壊されてしまうんじゃないかと不安で怖くて、涙がこぼれてくる。

「やめて、警察呼ぶわよっ!!」

　ありったけの勇気を振り絞って叫ぶと、ドンドンという音の合間に声が聞こえた。

「奏美っ!!」

　……え？

「開けろ、奏美！　俺だ!!」

　一瞬、何事だかわからずに、私は呆けたようにドアを見つめた。

「奏美！」

　張り裂けんばかりに叫ばれる声。それはどう意識をたどっても、確かに恭介の声にしか聞こえない。

　……なんで？

　混乱しかけて呟きながら、ハッと思い出した。

　合コンの夜も、恭介は私を見張ってたんだ。まるでストーカーのように追いかけてきたんだ。

　そう思い出した途端、さっきまでの不安がパアッと消えていくような気がした。

　なんなのっ……！　こんなにこんなに怖かったのに、不審者の正体が恭介だなんて。

　ホッとして涙が止まると、次の瞬間、私の心に沸々と湧き上がってきたのは、恭介に対する苛立ち混じりの怒りだった。

「奏美！」

「なんなのよっ!!」

　怒りに任せてなんとか立ち上がり、勢いよくドアを開けた。そのまま、ドアの前にいる恭介にぶつかってしまえばいいと、本気で思っていたのに。

「大丈夫かっ!?　奏美っ」

　こっちが驚くほどの俊しゅん敏びんさでヒラリとドアを避け、まるで押し入り強盗のように玄関に入り込んでくる恭介に、私はただ唖あ然ぜんとした。

「なんかあったか!?　怪我とか……どっか調子悪いとこは？」

　私が見つめる中、後ろ手にドアを閉め、恭介は真剣そのものの顔で捲し立てる。無事を確認するかのように私の両腕を掴み、その手を肩に移動させて、そして両頬を押さえながら顔を覗き込んでくる。

「……無事か？」

　まっすぐな瞳が突き刺さる。

　そう、私はこの瞳にいつもドキドキさせられる。でも、今日ばかりはただドキドキするだけじゃ割に合わないっ……！

「……よかった……」

　恭介がホッとしたように息をついた、その油断しきった瞬間をついて。

「なんなのよっ……!!」

　恭介の手を振り払い、不意を突かれてよろけたその身体に、思いっきりバッグを振り回す。

「うわっ、奏美っ……」

　私の奇襲攻撃を避けようとした恭介が、部屋に続く廊下に背を向けた。

「なんでこんなことするのっ!?　人のこと見張ったり後尾けたり……。わ、私がどれだけ怖い思いしたと思ってるのよっ！」

　私を押さえようと手を伸ばす恭介を無我夢中で振り払って、思いっきりドンと胸を叩いた。

「うわっ……」

　玄関の段差に足を引っ掛けた恭介の身体が、グラッと後ろに傾いていく。そして、ゴンッとなにやら鈍い音がした。廊下には恭介が仰向けで倒れ込んでいる。

　でも、私は止まらない。恭介と一緒に倒れ込みながら、ただ闇やみ雲くもに、その胸を太鼓でも叩くかのように打ち続けた。

「バカッ！　課長のくせに部下を脅すなんて最低！　け、結婚してるくせにからかって惑わせるし、意味深なことばっかり言うし……！　もう上司としてとかじゃなくて人間としても最低なんだからっ！」

　安心して一度止まった涙がまたブワッとこみ上げてくる。

　両手で一層強く恭介の胸を叩いて、私はワアッと声を上げて泣き出した。

「……奏美、なんか、言ってることがよくわかんないんだけど……」

　私の下で恭介が目の焦点を定めようとするかのように一度ギュッと目を閉じ、再び細く開きながら切れ切れの声を漏らした。

「もう、許さないっ！　課長でも上司でも、こんな浮気者のストーカー、警察に突き出してやるんだからっ……！」

「ああ、なんかもうどうでもいいんだけどさ……。ひとつだけ言わせろ。……多分、奏美が言ってるストーカーは、俺じゃない」

「え？」

　その言葉が頭の中にクリアに届いたのは、ただの偶然のタイミングだったと思うけど。聞き返した私にホッとしたように、恭介がゆっくり目を閉じた。

「……俺は、百瀬から昨夜のこと聞いて……心配だっただけで……」

「え？」

　恭介の声はそのまま途切れてしまい、私の腕を掴んでいた手から力が抜けて、だらんと床に落ちる。

「……え？　恭介……？」

　そのまま意識を失ってしまった恭介をしっかり見つめて、サアッと血の気が引く音を聞いた気がした。

　男か女かわからないストーカー。それは、大きめのコートを着込んでフードまで被っていた――。

　そして、今私の下で伸びている恭介は、当たり前だけどスーツ姿だ。仕立てのいい上等なスーツに身を包んだ、誰から見てもイケメンサラリーマンでしかなく……。

「きょ、恭介っ！　恭介!!」

　完全に人違いした上に、思いっきり暴力を振るってしまったことに気づく。

　どうしよう、どうしよう！

　こんなの誰がどう見ても、私のほうが警察沙汰だ!!




　少しだけ恭介の頭を持ち上げて濡れたタオルをそっと当てると、「ん」と短い唸り声が返ってきた。

「恭介！」

　恭介の反応に心の底からホッとして、思わず叫びそうになりながら呼びかける。

　私が息を詰めて見守る中、眉間に深い皺を寄せてから、恭介がゆっくり目を開けた。恭介は一度瞳を瞬かせ、ギョッとしたように目を見開く。

「うわ、奏美っ……!?　なに泣いてんだ!?　……って、そっか、思い出した……」

　記憶を呼び起こすようにギュッと目を閉じて頭に手をやった後、恭介はグッと顔をしかめた。

「あ～……？　なんかすっげー頭痛え……」

「動いちゃダメ！　恭介、頭打ってるの」

　無意識で起き上がろうとする恭介を、私は慌てて止めた。

　恭介が、変わらない角度で私を見上げたまま、キョトンと目を丸くした。

「あ～、そっか。俺、超狂暴化した奏美に襲われたんだった……」

　目を閉じてしみじみと呟く恭介に、私は謝る言葉も見つからない。

「う……ほんと、ごめんなさい……。私、あんなに取り乱しちゃって……」

「あ、たんこぶできてるし」

「ご、ごめんなさい！」

　背筋を伸ばして必死に謝ると、恭介はフッと緩く微笑んだ。

「嘘嘘。俺こそ悪かった。泣かせるくらい怖かったんだよな？」

　優しく言われて、思わず言葉に詰まった。

　恭介は「冷やしてくれてサンキュ」と小さな声を漏らして笑うと、ゆっくり目を開けて私をジッと見つめた。

「それに……まあ、殴られ得した感じ？　まさか奏美が膝枕してくれるとはね……」

　そんな言葉でからかいながら、ニヤッと意地悪に口元を歪ませる恭介。

　私は頬がカアッと赤くなるのを感じた。

「だ、だって！　頭打ってる時は、下手に動かしちゃいけないって言うからっ！」

「そうそう。あ～、気持ちいい。至福の時って、こういうことなんだろうな」

「ば、バカッ」

　私だって、こんなの恥ずかしいと思ったけど。そもそも頭打ったのは私のせいだし、本当に打ちどころが悪かったら……って心配だったからっ！

「……サンキュ、奏美」

　真っ赤な顔を隠すように背ける私に、恭介はそっと手を伸ばしてきた。恭介の右手が私の頬に触れて、私の鼓動が騒ぎ始める。

「……き、気分悪いとかない？　吐き気とかめまいとか……」

「大丈夫。……気持ちいいって言ったろ」

　そう言って目を細める恭介に、私は黙り込んでしまった。

　手を振り払うことも、膝を引いて立ち上がることもできたはずなのに……膝の上から私を見上げる恭介の瞳から逃げられなかった。

　優しく頬を撫でる恭介の手が、私の心の中を探っているのがわかる。

　それなのに凍りついたように動けず、私たちはお互いの次の行動を待つようにジッと息を潜ませていた。

　ドキンドキンと胸が高鳴る。

　この体勢から……恭介の手に導かれたりしたら、キスしてしまいそうだ、と思った。

　人違いで暴力を振るってしまった手前、きっと今は恭介を強く拒めないだろう。そんな言い訳をするくらい、私は恭介の手を意識して、そして……ほんのちょっと期待もあったのかもしれない。

　どれくらいの沈黙の後か、恭介はフッと目を伏せた。そして、私の頬から手を引っ込めてゆっくり身体を起こす恭介に、がっかりしたことに気づいてしまう。

「ん、もう大丈夫そうかな」

　そう言って立ち上がる恭介をぼんやり見上げると、小さな笑い声が降ってきた。

「大丈夫？　奏美。立てるか？」

　そう言って差し伸べてくれる手にほとんど条件反射で掴まると、グッと力がこもって、私は恭介の前に立たされていた。

「あ、あの……」

　なんだか今、自分がすごく恥ずかしい。恭介の前で取り乱してしまった自分が痛すぎて、私はまっすぐ恭介を見ることができない。

「ホッとして和んでる場合じゃないんだよな。奏美、お前の後尾けてたのって、どんなヤツだった？」

　恭介は軽く首を傾けながらたんこぶをさすり、顔をしかめてそう尋ねてきた。その言葉に、私もハッと我に返る。

　そうだった。ストーカーは恭介じゃなかったのだから、他にいることは確実なんだ。

　思わずゾッとしたけど、できるだけ落ち着いて、恭介に私が見た姿を説明しようとした。だけど残念なことに、私が覚えているのはコート姿だけ。しかも、性別すらわからない。

　恭介は難しい顔で考え込み、「ちょっとお邪魔」と断ってから、奥の部屋に向かって歩いていく。

「俺がぶっ倒れてから、どのくらい時間経った？」

　なんだかいつもと雰囲気が違う。眉間に皺を寄せる表情は、真剣そのもの。

　こんな表情も……私のため……？

　自分に都合よく解釈して、心がほんのり温かくなってしまう自分を意識して、私は慌てて恭介から目を逸らした。

「それほど長くないと思う……。十分くらいじゃないかな」

　腕時計で確認してから返事をすると、「ふーん」と恭介の声が聞こえた。

「ってことは……まだ近くにいる可能性もあるか」

　窓辺に歩み寄って彼がそう呟く。

「きょ、恭介……」

　思わず身体を強ばらせて、カーテンに手をかける恭介に呼びかけた。

「ダメ……こっち見てたりしたら……」

　私はその場に凍りついたように立ち尽くして、ぶんぶんと首を横に振ったけれど、恭介は唇に人差し指を当てて、「シッ」と軽く私を制した。

「もしいれば、警察呼ぶって脅して蹴散らせるだろ」

「でも……」

「大丈夫だって。俺がいるんだから」

　そんな頼れる言葉を惜しみなく吐いてから、恭介はそっとカーテンを開け、真下の暗いアスファルトを見下ろした。

　私から見える恭介の表情にそれほど変化はない。その目になにが映っているのかとても気になるけど、私は怖くて窓に近寄ることもできない。

「だ、誰かいた？」

　怖々と尋ねると、恭介はゆっくり首を横に振った。

「いや……誰も。諦めたかな？」

　そう言いながらも、恭介はジッと通りに目を凝らしている。しばらくの沈黙の後、ようやくカーテンを閉めるのを見て、私はその場にペタンと座り込んでしまった。そして、私に歩み寄る恭介の爪先を見つめながら「警察」とボソッと呟く。

「……警察に、相談したほうがいいよね……？」

　不安に駆られながらそう呟き、恭介を見上げたけれど、彼は唇に指を当てて逡巡した後、「いや」と短い否定の返事をした。

「ど、どうして……？」

「残念ながら実害はないし、昨日と今日の二回だけだろ？　しかも、それがどういう人物か、証言できるヤツもいない。こんな状況で警察に駆け込んでも、相手にしてもらえない」

「そ、そんなっ……！」

　やけに理性的な恭介の言葉に、私は焦って声を上げた。

　確かに恭介の言う通りだと思う。あのストーカーの存在を証言できるのは、ももちゃんだけだ。恭介はその姿を見ていないから、そんな冷静なことを言えるのかもしれないけど……。

　私は、しゃがみ込んだままブルッと身体を震わせ、自分を抱きしめるように身体を縮めた。

　もしかしたら明日も、その次も、こんなことが起きるかもしれないのに……。

　こんな怖い思いを繰り返すのかと思うと、不安でたまらなくて泣きたくなる。

　なのに、恭介の言う通り今はどうすることもできないなんて……私、どうしたらいいんだろう。

　俯いて、ただ肩を震わせた。

　それでもなんとか落ち着こうとする。

　少なくとも、今夜はもう大丈夫だ。私はちゃんと自分の部屋に戻ってこられた。

　外にはもう誰もいない。

「……奏美。しばらく俺んとこ来るか？」

　そんな言葉を耳にして、私は一瞬目を瞬かせた。バッと大きく顔を上げて、目の前にしゃがんで片膝をつく恭介をまじまじと見つめる。

「今は警察に通報もできないけど。でも、怖いんだろ？　ひとりになるの」

「そ、それは……」

「だから、しばらくの間、俺が一緒にいようか？って提案なんだけど」

「そ、そんなの無理っ……！」

　恭介の提案は、ついグラッと揺れてしまうくらい、今の私には心強かったけれど。

「無理無理無理！　なんで私が恭介の部屋に行けるのよっ……！」

　軽くパニックになりながら頭を抱えて必死に拒んだ。

　だって……。恭介は正気で言ってるの？

　本当に私を心配してくれてるのはわかる。私を安心させようとしてくれてるのもよくわかるけど。

　恭介の家……そこは恭介と奥さんのふたりだけの空間で、そこにただの部下とは微妙に言い難い私が居候するなんて……。

　そんな私の必死な拒否は恭介にも伝わったのか。

「……だよな。まあ、そう言うと思ったんだけど」

　返ってきたのは理性的な言葉で、私は大きく息を吐いてホッとした。そして、そんなことを言わせたのは怖がっている私だと気づいて、ちょっと申し訳ない気分になる。だから……。

「……あの、ごめんなさい、恭介。私……」

　大丈夫だから。そう告げて、とにかく少し冷静になろう、そう思ったのに。

「だから、俺が通うわ。ここに」

「へ？」

　あまりにサラッと告げられた言葉の意味がうまくのみ込めずに、私はパチパチと瞬きをした。

「仕事帰りに送り届けてから、お前が眠るまで見張っててやる。できれば朝まで……って言いたいけど、まあ、朝はそれほど心配しなくて大丈夫だろ」

　大きく見開く私の瞳に映る恭介は、自分の提案に本気で満足しているかのように、うんうんと大きく頷いた。

「ちょっ……そんなのダメっ！」

　一気に理性を取り戻した私は、大きく首を横に振ってそう叫んだ。

「なんで」

「なんで、って……！　だ、だって恭介にだって仕事も生活もあるんだから、私の心配なんかさせるわけには……！」

　すごくまともなことを言ったつもりなのに、恭介は眉間に皺を寄せて首をかしげる。

　あああ……。どうしてこの人には、私にとって当たり前の常識が通じないんだろう！

「好きな女が怖い思いしてるのに、放っておけるほど俺は薄情な男じゃないんだよ」

　それなのに、そんなことを当たり前のように言うから、私の胸はキュンと鳴って、なにが常識でどこからが非常識なのかすらわからなくなってしまう。

　だって……嬉しい。本当はすごく怖くてたまらないんだから、こんなこと言われたら泣きたいくらい嬉しい。

　言いたいことは色々あるのに、私は今、自分の気持ちに素直になって、ただ黙るという選択をした。

　恭介はそんな私をクスッと笑って、大きな手で頭を撫でてくれる。

「大丈夫。俺が守ってやるから」

　こんな嬉しい言葉に抗える女がいるのなら紹介してほしい……と本気で思った。










ごまかせない真剣宣言




　部内の片隅にあるフリースペースのテーブルを四人で陣取り、私は斜め前に座っている恭介をこっそり窺い見た。

　彼の隣では羽村さんがいつもと変わらず真面目くさった表情を浮かべている。

「報告が遅れてました、例の競争入札の件なんですが……」

　そう切り出したのは、恭介の向かい側、私の隣に座る高津だ。

　定例会議で恭介から求められた進捗状況を、高津はその次の会議で報告できず、恭介……というより羽村さんの逆げき鱗りんに触れて、改めてミーティングという形になったのだ。そして、私は高津に頼まれた記録係だ。

「すみません……。桜庭課長の指示通り、大学時代の恩師に紹介してもらって、宇宙工学専門の教授にコンタクトを取っていたんですが……」

　高津の声が微妙に揺れ曇った途端、羽村さんが鋭い視線を向けるのが私にもわかった。恭介は黙ったまま配られたレジュメに目を通している。

　その空気だけで、高津が完全に怯んでいるのが隣の私にも伝わってきた。

　実は高津も、ちゃんと会議で報告できるよう、準備は進めていたのだ。けれど、交渉に思いの外時間がかかり、残念ながら今日になっても報告できる状態が整わなかった。

「実は……他社からも共同開発の申し出を受けていたらしく、今回はそっちに……」

　高津が俯いてそう報告した途端、羽村さんの怒号が響いた。

「報告が遅れた上にその結果!?　というか、あれから二週間もあったのに、コンタクトしたのはその教授ひとりだけだと言うの!?」

　予想通りのツッコミだったけど、さすがに私もビクッと身体を強ばらせた。

　高津は顔を上げられずに、青い顔して唇を噛んでいる。

　羽村さんは完全に目を怒らせて、レジュメを乱暴にテーブルに放り投げると、ハアッと大きな溜め息をついた。

「あなた、入社何年目だったかしら？　もう一度新人研修からやり直したらどう？」

　すごい剣幕で声を張り上げるから、他のテーブルからもチラチラと視線を感じる。

　そりゃ、羽村さんの叱責はごもっともだけど、こんな晒し首みたいなやり方、ひどすぎる。

「あ、あの……羽村さん」

　たまりかねて口を挟んだ私に、羽村さんが眉をひそめた。

「お叱りはごもっともだと思うんですけど……。打つ手がなくなってしまって、高津も課長と羽村さんに相談しようと……」

　助け舟のつもりじゃないけど、高津も頑張っていたことを伝えたかった。けれど、どうやら同期の私の進言が、羽村さんをますます不愉快にしてしまったみたいだ。

「あなたたちね……。同期同士で内緒で打ち合わせする前に、上司に報告するのが先でしょう!?」

「はっ、すみませんっ！」

　火に油……の状況に、私もビシッと背筋を伸ばした。

「水野さんも高津君も……あなたたちの代は特に仲がいいわよねえ。仕事は同期だけで進めるもんじゃないのよ。わかってるの!?」

　さすがに、うっと言葉に詰まる。

　高津が横から申し訳なさそうに小さく手を合わせるのが見えた。

　それでも、烈火の如く怒る羽村さんに、なにも言うべき言葉が見つからない。一方的に浴びせられる罵倒に、私も高津も全身を強ばらせた、その時。

「いいんじゃないですか？　仲良し同期。仕事でもプライベートでも頼れる同期ってのは、社会人になって初めてできる財産なんだから。なにもそこまでこき下ろすことないでしょう」

　それまで黙っていた恭介が、レジュメをめくりながら軽く頬杖をついた。

　静かな声に勢いを削がれたように、立ち上がりかけていた羽村さんがグッと息をのむ。

「でも、桜庭課長……」

「まあ、羽村さんの考えも理解できますけどね。仕事だから、結果を出してこそ評価される。でも、あなたのようにその過程をまったく無視してたら、育つもんも育たないでしょうが」

「課長、私はなにも……！」

　自分の正論を説こうと、羽村さんの矛先が恭介に向く。

　だけど恭介はそれを無視して、面倒くさそうな上目遣いの目を羽村さんに向けた。

「それにね。俺からしたら、助言を求めてきた部下を怒鳴り散らすより、水野の言う通り対策を一緒に考えることに時間を割きたいんですけど。時間は有限なんだ。ヒステリックにわめき散らす間がもったいないと思うんですよね、俺」

　不快そうに眉間に皺を刻んでチラッと横目を向ける恭介に、羽村さんが顔を真っ赤にして怒りをのみ込む。

「あ、失礼。個人的な趣味の問題です」

　羽村さんに反論させる隙を与えずに、恭介は飄ひょう々ひょうとそう言ってニコッとキラースマイルをお見舞いした。

「羽村さん、忙しいですよね。話は俺が聞きますから、どうぞ、仕事に戻ってください」

　笑みを浮かべたまま、羽村さんに繰り出すのは退場命令だ。

　私も高津もハラハラしながらふたりを見守るしかできない。

「さ、桜庭課長っ……」

　羽村さんは真っ赤な顔をして小刻みに震えながら恭介を見つめている。それを見て、恭介は表情から笑みを消した。

「時間は有限だって、言ったでしょうが。俺も、羽村さんも」

　ひと言、『邪魔するな』と、冷たい裏の声が聞こえてくるようだった。

　私には、めったに見ない恭介の厳しい態度が新鮮に映った。高津も同じだったはず。

　きっとこれが、上に媚びず堂々と意志を貫く恭介の別の一面なんだろう。

「しっ……失礼しますっ」

　恭介の雰囲気にのまれたように、羽村さんはあたふたと席を立った。そして、後ろ姿でもわかるくらいプリプリ怒りながら歩いていく。

　その姿を見送って、ふうっと恭介が肩で息をした。

「あの人、仕事はできるんだけど、もうちょっとどうにかならんかねえ……」

「あ、あのっ……！　桜庭課長、本当にありがとうございましたっ！」

　軽くぼやく恭介に、高津は本当に泣きそうな顔をして勢いよく頭を下げた。

「俺っ……ほんと、今回ばかりは羽村さんに言葉で殺されても仕方ないって……！」

「まあ、それは俺も否定しない。あまりの見通しの悪さと見切り発車に、意識飛びそうになったよ。羽村さんが怒鳴らなければ、俺はここで憤ふん死ししてたな」

「うっ……。それは……申し訳ありませんでしたっ」

　なにを言われても頭を下げるしかない高津の前で、恭介は背もたれにふんぞり返って、「ふあああ……」と大きな欠伸をした。それを顔を上げた高津に思いっきり見られて、大きく開けた口を手で覆い隠している。

「……あの。それで……」

「ん？」

「……俺、ツテがなくて、宇宙開発に詳しい専門家とか、どう当たっていいかわからないんです」

「俺を頼るのは奥の手にしろ。お前、もっと仕事に興味持てば？　他のヤツらは宇宙とか地球とかを説いた本買って読んだりしてるらしいぞ」

「その著者を当たるっていう手もあるだろうが」と呟く恭介に、高津は顔を真っ赤にしたまま、「はいっ」と俯いた。

　そして、私はどうしてもそこにツッコみたい気分になる。

「……ちなみに課長はそういうの興味持って読むんですか？」

「読むわけないだろ。新聞記事でも十分わかる。宇宙やらロケットやらは、小難しく調べて現実味が強くなったら、ちっともおもしろくない。夢があるからいいんだよ」

　当たり前のようにシレッとそう言って、呆れる私の前でもう一度大きな欠伸をした。二度連発した後で、目じりにはうっすら涙も浮かんでいる。

　私はそれをあえて見ないように目を逸らすけれど……。

「……桜庭課長、なんか眠そうですね。寝不足ですか？」

　自分のミスの話題から逸らしたいのか、高津が妙な気を利かせて恭介に尋ねた。隣でビクッと身体を強ばらせる私には気づかず、悪気のない笑みをまっすぐ恭介に向けている。

「……ん。まあな。ちょっとここ数日、夜忙しくて……」

　恭介はそう呟くと、今度は憚ることもなく大きな大きな欠伸をした。そのままチラッと私に目を向けてきて、私は慌てて目を逸らした。

　ところが高津は、「へえ～」と言いながらどこかニヤニヤして身体を軽く乗り出す。

「課長……。女ですか？」

　声を低めて探る高津に、私の心臓のほうがドッキーンと騒ぎ出してしまう。

　恭介は高津にニヤッと含ませた笑みを向けて、「まあそんなとこ」とごまかしもせずにそう言った。

「でも今は水野さんがいるし、黙っとく」

「ええっ……。ってか、水野ならこういう話、大丈夫ですよ。なっ！」

　ただの好奇心か、やっぱりミスから逃れたいのか……。高津は私を巻き込むようにバンと背中を叩いてきた。

　受け身が遅れて、私はうっと言葉に詰まった。

　そんな私を見て、恭介もクスクス笑っている。

「ん～。でも、ダメ。どこでなに言われるかわかんないし」

「ええっ！　……じゃ、今夜一緒にどうですか？」

　さっきまで羽村さんにいたぶられて涙目になっていたくせに、高津はもう目をキラキラさせて、飲みに誘う仕草を見せている。

「ちょっと、高津っ」

　完全に仕事を忘れている高津を咎とがめるように、私は隣からその手を軽く引いた。

　恭介はそんな私を横目に……。

「悪いな。しばらくその女で忙しいんだ。俺」

　完全に私の反応を試して楽しんでいる！

「うっわ～！　課長、すっげー悪い顔してますよ」

「なんとでも言え。お前は百瀬と遊んでろ」

「ふっ……ふたりともっ!!」

　歯止めの利かない男ふたりを止めるように、私は立ち上がって一度大きくテーブルを叩いた。バンッという乾いた音が響いて、さすがにふたりとも黙りこくる。

「余計な話は止めて、宇宙の話、しましょうねっ!!」

　声を張り上げて見据える私に、恭介も高津も肩を竦めて、「はい」と短く頷くのだった。




　そして今日も、私は残業もそこそこにオフィスを出て、寄り道もせずにまっすぐ自分のマンションへ帰った。

　食事の支度をしてから、なんとなく先にシャワーを浴びた。そうしている間にも、この水音が漏れて聞こえているんじゃないかと思うと落ち着かない。

　カラスの行水並みの短さでバスルームを出てしっかり部屋着を着込むと、キッチンに立って鍋を火にかけた。沸々と煮立つ音を聞きながら、私はそおおっと玄関に足を忍ばせて、ドアスコープから外の様子を窺う。

　小さなスコープから見えるのは、誰もいない共同通路。

　だけど私はわかっている。このドアを開ければすぐ恭介の背中にぶつかって、大きく開くことはないんだ。

　あの夜から三日目。恭介は宣言通り、毎日、私の護衛をしてくれていた。

　私と同じ時間に仕事を切り上げ、オフィスビルのエントランスで合流して、一緒にマンションまで帰ってくる。そして私が部屋に入った後は、こうして夜が更けるまでドアの前に座り込んで、怪しい人がいないかどうか見張ってくれている。

　もちろん、初日の夜にそんな行動を止めようとした。それでも恭介は聞き入れてくれなかった。

　昨夜も『むしろ恭介のほうが不審者だ』と説得したけれど、恭介はまったく取り合わず、私を部屋に閉じ込めた状態で自分は通路にペタンと腰を下ろした。

　さすがに、こう毎日……ともなると、マンションの他の住民から通報されかねない。それに、恭介は本当に私の部屋の電気が消えるまでそうしているから、三日目ともなると恭介の身体が心配だった。

　毎日普通に私より忙しく仕事をして、帰りは私に合わせて、夜更けまで座り込む。自分の家に戻るのは、多分日付が変わってから。そんなことを続けていたら当然寝不足にもなるし……恭介の奥さんが不審がるに決まっている。

　そりゃ、私個人的にはすごく心強い。恭介のおかげで、あれから付け狙われることも、怖い思いをすることもなく、一応は平和に過ごせている。

　こんなふうに守ってもらえるなんて、ほんと言うと、涙が出るくらい嬉しい。

　……でも、こんな、浮気と本気の境界線がわからない行動をとられたら……。

「こんなこと、いつまでも続けるわけにいかないじゃない……」

　私は自分に言い聞かせるように呟いて、一度大きく息を吐いた。

　恭介がこんな行動をとるのは、あの夜私があんなに怖がったから。それなら、私が胸を張って、『もう大丈夫だから』ってひと言言えば、それで済む。

　きっと、恭介も普通の生活に戻ってくれる。だから……。

　最後に、一度だけ。

　私は一度大きく深呼吸してから、思いきってドアを開けた。思った通り、なにかに軽くぶつかって、恭介の声が聞こえてくる。

「奏美？」

　ドアの隙間から顔だけ外に出して目線を下げると、お行儀よく体育座りをしていた恭介が、私を振り仰いでいた。

「どっか出かける？」

　そう聞きながら立ち上がり、スーツの埃を手で払う恭介に……。

「……入って」

　目を伏せたまま、そう呟いた。「え？」と短い声が返ってくる。

「中、入って。……こんなことしてて、誰かに通報されちゃったりしたら、ほんと、困るから」

　早口でそう言うと、私は恭介の腕をグッと掴み、引きずるように誘い入れると、バタンと音を立ててドアを閉めた。




　炬こ燵たつテーブルの前にちょこんと座って、恭介が遠慮なく私の部屋を見回しているのがわかる。

　部屋の様子から私という人間を見透かされてしまう気がして、とても落ち着かない。

　それでもそんな心中を気取られないように、私は湯気の立つ食器をトレーで運んだ。

「どうぞ。味の保証はできませんけど」

　テーブルの横に膝をつき、緊張を隠しながら口にした言葉は、やけによそよそしくてちょっとぶっきら棒になった。

　恭介は次々とテーブルに並ぶ料理を見て、「ヒュ～」と軽く口笛を吹いた。

「意外。メシご馳走してくれるって、せいぜい茹でたパスタにあっためたミートソースだと思った」

　ああ、完全に見抜かれてる。

　実際のところ、普段ひとりの夕食はそんなもんだ。

　それが今、私が恭介に振る舞っているのは、白身魚のホイル焼きにほうれん草のお浸し、温かい豚汁に白いご飯。仕事から帰ってきた後でも、いくらか手際よく準備ができて、男の胃袋を掴む鉄板の和食。見栄張って気合入れすぎだ、と自分でも思う。

「か、勝手に料理しない人とか思わないんでほしいんだけど。私、これでも……」

　照れ隠しもあって、わざとかわいくない言い方をしてしまう私に、恭介は小さく笑った。

「結構家庭的なとこあるんだ」

　狙い通りの言葉を期待通りの表情で言わせることができて、満足してしまう自分に慌てた。

　違う違う！　別に私は、恭介の評価なんかどうでもいい。むしろ、めいっぱい私に幻滅させて、ふざけた恋人宣言を消滅させなきゃいけないのに。

　恭介は足を崩して座り直してから、お行儀よく「いただきます」と手を合わせた。そして、相変わらず美しい箸使いで、私の手料理をつつく。

　箸先で摘んだ白身魚が口元に運ばれるのを、ほとんど無意識に身を乗り出して、反応を待ってしまう。

「うん、うまい！」

　一瞬目を丸くした後、恭介はそう言って褒めてくれた。ホッとして、思わず笑みがこぼれる。

「よ、よかった」

　味の保証はしないなんて言っておきながら、実はちゃんと味見して、大丈夫！なんて思ってた。それでも、恭介の言葉を聞くまではちょっぴり不安だったから。

　やっと安心して私も箸を手に取った。恭介にならって、「いただきます」と呟く私に、「……なあ」と、恭介が豚汁をすすりながらチラッと目を向けた。「ん？」と短く聞き返すと……。

「実は昨夜から仕込んでたろ」

　サラッと意地悪にそう言われ、私は本気で吹き出しそうになった。

「えっ!?　な、なんでっ！」

　ゴホゴホとせき込みながら、目を白黒させて恭介を見返す。恭介は私の焦りなんか気にもせず、軽く頬杖をついてニヤッと笑った。

「だってお前、今日の帰りスーパー寄ってないじゃん。昨日のうちに材料買ってあって、今日は最初から中に入れてくれるつもりだったんだろ」

「……っ!!　ち、違うもん。本当に、私……」

「部屋も、この間入った時より綺麗に片付いてるし。掃除して、俺を迎え入れる準備してくれたとしか思えないけど？」

　恭介は相変わらず緩い空気のまま、鋭く私の心を見透かしてくる。いたずらっぽいその瞳に晒されて、あまりの居心地悪さに、私は黙って目を逸らした。

　これ以上どうごまかしても、私が追い詰められるだけだ。

　それでも素直に認めるのは恥ずかしくて、私は黙って食事を進めた。否定も肯定もせず、返事は曖昧なまま。

　そんなかわいくない態度しかとれない私に、恭介がニッコリ微笑んで言った。

「サンキュ、奏美」

　その笑顔に、ドキンと胸が高鳴ってしまう。

「まさか、お前の手料理食わせてもらえると思ってなかった」

　本当に嬉しそうな笑顔に、私まで嬉しくなってしまう。恭介に想われるのが幸せだと認めてしまいそうで、そんな自分をどうしていいかわからない。

「……そんなことで、喜ばないでよ……」

　思わずこぼれた心の声に、「え？」と恭介が顔を上げた。

「私、こんなの慣れてないんだから。そんなこと言わないでよ……」

「……奏美？」

「今まで誰も私を一番にしてくれなかった。……恭介だって、できないくせに……」

　私、なに言ってるんだろう。積もり積もった劣等感は、自分で思う以上に重く何層にも重なって蓄積されていたんだ……。

　私は膝の上でギュッと手を握りしめ、背筋を伸ばして俯いた。

　いつもいつも、どんなに仲良くなっても、どんなに好きになっても、私は〝友達〟以上にはなれなかった。そのポジションに甘んじた結果、幸せなくらいたくさんの友達がいる。だからなにも上司で既婚者の恭介に甘えなくても、こういう時、一緒にいてくれる友達のあてくらいある。

　だけど、私は誰にとっても一番じゃない。どんなに願っても、そのポジションだけは手に入れられなかった。心の半分で自分に満足する素振りを見せて、その裏側で切なく唇を噛んでいたんだ。

　こんな私を心から大事にしてくれる人に、いったいいつになったらめぐり会えるんだろうか。その日を夢見て、世知辛い現実にのまれて、夢なんか見ていられない現状に埋もれて……。

「……奏美。なんかよくわかんないんだけどさ。とりあえず、俺の気持ちだけはちゃんと言っておく」

　俯いたまま肩を震わせた私に、恭介がとても静かにそう言った。

「俺はお前のこと本気でかわいいって思ってる。大事な部下だし、だからこそ守ってやりたい。……こんなプライベートを削ってまで、なんて、ただの部下にはしたことないんだけど」

　区切るようにゆっくりと言うから、とても真摯な言葉に聞こえる。

　私はおずおずと顔を上げて、私の正面でポリッとこめかみを掻く恭介をジッと見つめた。

「……伝わらない？」

　少し困ったような表情に、私は少しだけ笑ってみせた。

「……十分です。ありがとう」

　そう。恭介にとっては、これがきっと精一杯の言葉だ。

　絶対に私を一番にできない人。最初から本物にならないとわかっているのに、恭介の浮気は真剣すぎて、私は幻想を抱いてしまう。

　――恋、できたらいいのに。恭介と、嘘でもいいから〝恋〟できたらいいのに。

　そう願う自分に戸惑いながら、私は無理矢理元気な笑みを浮かべて恭介に向き合った。

「さ、お口に合ったのなら、食べてください！　冷めちゃうともったいないから」

　そう言って自分を取り繕い、いつも通りの空気を取り戻すのが精一杯だった。




　それからは当たり障りのない会話をポツポツと交わし、穏やかなムードで食事を終えると、私はとっておきの紅茶を茶葉から蒸らして淹れた。爽やかで芳しい香りが狭い室内に漂う。

　カップを持って紅茶を飲む仕草まで、恭介は優雅だ。「美味しい」と目を細めるその柔らかい表情に、つい目を奪われてしまう。

　こんなゆったりした時間が、いつまでも続けばいい、と、私は本気で思っていた。

　だけど、言わなきゃ。今言えなければ、なんのための最後の晩ばん餐さんだったのか、わからなくなる。

「……恭介、あの……」

　意を決して、顔を上げた。「ん？」と向けられる瞳に、すぐ揺らいでしまいそうになる。それでも、気持ちを奮い立たせて、私はまっすぐ恭介を見つめた。

「あのね、もう……」

　思いきってそう口を開いた時。カタン、と小さな音が耳に届いて、私は一瞬ビクッと身体を震わせた。

　わずかな空気の振動が伝えた音だけど、それは確かに恭介にも聞こえたみたいだった。恭介は眉間に皺を寄せ、表情を引き締めると、静かにカップをテーブルに置いた。そして、一瞬耳を澄ましてから、ゆっくりと立ち上がった。

「きょ、恭介……」

　忘れかけていた不安が再び胸に広がっていく。

　恭介は、「シッ」と短く呟き、人差し指を立てて私を制すると、そのまま玄関に向かっていく。

　さっきの私と同じように、息を潜めてドアスコープから通路を窺う。そんな恭介の姿に、私は凍りついたように目を向けるだけだ。

　物音は聞こえない。きっと、恭介の目にも、不審なものはなにも見えていないはず。そう自分に言い聞かせても、後を尾けられた恐怖はまざまざと蘇ってきてしまう。

　必死に恐怖を押し殺そうとする私の前で、恭介は焦れたようにドアのレバーに手をかけた。

「恭介っ……！」

　そんな行動を咎めるように、私は声を張り上げた。

　恭介は一度私を振り返ってから、ゆっくりドアを開いた。フッと冷たい外気が室内に吹き込んでくる。

　思わず身を震わせる私の前で、恭介は一歩外に踏み出して大きく辺りを見渡した。そして、黙ったまま肩を竦めて、しっかりとドアを閉めて鍵をかける。

　そのまま大股で室内に戻ってきて、一度肩で息をしてから、通りに面した窓のカーテンを大きく開いた。その横顔が、わずかに鋭くなったのがわかる。

　私はなんとか立ち上がって、ガクガクと身体を震わせながら、恭介の隣からほんの少し顔を覗かせた。そして……。

「っ……」

　息をのんで、隠れるようにしゃがみ込む。

　私の反応を確かめるように、恭介はもう一度通りに目を遣ってから、ゆっくりカーテンを閉めた。

「……アレか？」

　頭上から降ってくる短い問いかけに、ただ大きく首を縦に振った。

　なんで……。昨夜もその前も、見かけなかったのに。だから、もう大丈夫だと思っていたのに……。

　恭介と一緒に確認したのは、確かにあの夜私が怯えたストーカーの姿だった。

　体型に合っていない大きなコートに、目深にかぶったフード。性別もよくわからないその人影が通りを走り去っていくのを、私は確かに目撃してしまった。

「……部屋の前で、なにしてたんだろ」

　険しい表情のまま首をかしげる恭介の声が、私の意識を上滑りしていく。

　きっと……今までは恭介がいたから、なにもしてこなかったんだ。それなら、明日から恭介がいなくなったら、いったいどんな手段に出てくるんだろう？

　しゃがんで俯いたまま、カタカタと震える私の横を通って、恭介は再び玄関に向かう。きっと、ストーカーがなにか痕こん跡せきを残していないか、確認しようとしてくれているんだろう。だけど。

「やだ、やめて、恭介っ」

　私は両手で頭を抱えて、恭介を止めた。

　立ち止まった恭介が、私を振り返っているのが感じられる。

「ご、ごめん。でも、なんかあったらもっと怖い。……だから、やめて」

「わかった」と、小さな溜め息が聞こえた。部屋に戻ってきた恭介の爪先が私の視界に映り込む。

「大丈夫か？」

　優しい声が耳をくすぐって、ジワッと涙がこみ上げてしまう。

　せっかく『もういい』って言えると思ったのに。強がるどころか、私は今、身体の震えを抑えることもできない。

　それでも必死に頷いて見せる私に、恭介がフッと息をついた。俯く私の横の髪をそっと掻き上げながら、顔を覗き込んでくる。

「……今夜は、ずっと一緒にいる」

　静かに告げられたその言葉が胸に届き、私は一瞬息をのみ、大きく目を見開いた。呆然と顔を上げると、恭介は穏やかな笑みを私に向けてくれる。

「だから、泣くな」

　――どうして。どうしてそんなに優しくするの。〝一番〟じゃない私に、どうして。

　拒まなきゃいけない。心に宿した決意を、ちゃんと恭介にぶつけなきゃいけない。なのに……。

「大丈夫。こんな時に、なにかしようなんて、思わないから」

　そう言って軽く微笑む恭介を見つめながら、そんな心配をまったくしていなかった自分に気づく。ただ、私を安心させるために、ここにいると言ってくれた恭介の言葉を信じ切っていたことに、ほんの少し困惑していた。




　いつもは全然気にならない、時計が秒針を刻む音が、やけに響いて聞こえた。

　日付が変わる前に電気を落とし、静けさだけを纏まとった私の部屋。

　私はいつも通りベッドに身体を横たえて、布団に潜り込んでから何度目かの寝返りを打った。

　とても、静かだった。不安を煽るような物音も聞こえない。

　目を閉じていれば、いつもと同じように眠りはすぐに訪れてくれるはずなのに。怖がる必要はなにもなく、安心しているはずなのに。

　いつもはここにないもうひとつの息遣いを意識して、私はまったく眠れない。

　私のベッドの横で、恭介がベッドに背を預け、足を投げ出した窮屈な格好で布団にくるまって眠っている。

　どうしてここまでしてくれるんだろう。……恭介が大事にすべき人は、他にいるのに――。

　そっと身体を起こして、私は恭介の背後からその横顔を見つめた。

　結婚してるくせに私を口説く、最低な浮気者上司。なのに私に向けてくれる気持ちは、疑いたくないくらい本気に包まれていて、どうしていいかわからなくなる。

〝一番〟じゃない私にこれだけの安心を与えてくれるんだから、恭介の奥さんは世界で一番幸せな女性だ。そう思うと、見たこともない奥さんが羨ましくて、そして妬ましくて……ありえない気持ちが生まれてくるのを感じる。

　だって、恭介が大事にする人に嫉妬するなんて……こんなのまるで恋みたいだ。

　そう自覚して、胸がドキンと大きく鳴った。すぐそばで眠っている恭介から目が離せずに、ますます鼓動が騒ぎ出してしまう。

　だ、ダメだ。寝なきゃ。なんのために恭介がここにいてくれてると思ってるの。

　自分にそう言い聞かせて、私は再びベッドに身体を横たえた。ギュッと目を閉じ、眠りが訪れてくれるのを待とうとした時。

「……眠れない？」

　闇の中、憚るように控えめな声が耳に届き、私はビクッと身体を強ばらせた。

「怖い？　大丈夫だよ。俺がここにいるから」

　さらに続く恭介の声に、私は一度グッと声をのんだ後、ゆっくり身体を起こした。さっきまでまっすぐ前を向いていた顔が、わずかに私を振り返っていた。

「……ごめんなさい」

　それだけを口にした私に、恭介がフッと笑ったのが空気の振動でわかった。

「なに謝ってんの」

「わ、私、もう大丈夫って言いたかったの。そうできるって思ってたのに……」

「ああ、だからか。甘すぎる〝最後の晩餐〟」

　少し張りのある声で言って、恭介は目線を前に戻しながらクッと笑った。

　バレバレだったか、と思ったけれど、私は今、それをごまかそうとはしない。

「……ごめんね、恭介」

「だから、謝るな。俺は嬉しいよ？　少なくとも、今、奏美はなにも怖がってないだろ？」

「……うん」

　素直にそう頷くと、恭介が肩を竦めて苦笑した。

「まあ……俺も、もうちょっと色気のある状況で奏美の部屋に泊まりたかったけどね」

　この薄暗い部屋にふたりきりの状況でそんなことを言われたら、いやでも心臓が騒ぐのを抑えられない。

「な、なに言ってんの」

「冗談。……半分以上、本気混じりで」

「きょ、恭介……」

「だから、おやすみ。俺の全部が本気になる前に」

　肩越しに私を振り返って、恭介は小さく笑った。それでもジッと恭介を見つめる私に、ゆっくりと手を伸ばしてくる。

「……ほら、おやすみ」

　短い言葉で諭すように、恭介が私の手を握った。その温かさに、思わずキュンとしてしまう。

「……うん」

　私はなんとか眠ろうと目を閉じた。さっきまでと同じ静寂が戻ってくる。違うのは、手に感じる優しいぬくもりだけ。それが、私の心に広く深く浸透していく。

　ドキンドキンと、鼓動が静かに打ち鳴っていた。なのに、とても穏やかな気持ちになって、ゆっくり意識を手離していく。

　恭介のぬくもりは確かに手に伝わるのに、妙にフワフワとして現実味がなかった。それを逃がしたくなくて、無意識に手に力をこめる自分に気づいた時……。

　私は、目を逸らしていたかった自分の心にも気づいてしまった。

　どうしよう。私、この人が好きだ。

　浮気でしかない〝本気〟を向ける最低な上司なのに。

　私、恭介のこと、とてもとても好きになってしまったんだ。










ヨメの牽けん制せいと妨害宣言




　オフィスの私の席から眺めると、恭介はいつも後ろ姿だ。

　こうして意識して目を向けてみると、確かにその先にはいつも高津がいて、むしろ高津と何度も目が合ってしまう。そして私は、そのたびに慌てて目を逸らす。

　視線を向けられ続けることで、その相手を意識する。恭介が私を気にしてくれるようになったのは、そんな〝勘違い〟の視線だったはず。それなら、今こうして私が目を向けてしまう理由を、恭介はすぐに感じ取ってしまうんだろうか。

　今朝――。すぐそばの恭介の寝息にドキドキしながら、明け方、まどろみから覚めた私に、恭介は欠伸をしながら『おはよう』と笑った。たったそれだけのことで怖いくらい心臓をフル稼働させて、妙にぎくしゃくしながら、私はなんとか身支度を整えた。

　一緒にマンションを出て同じ電車に乗った。そして、オフィスには微妙に時間をずらして出勤した。

『あ～……。俺、昨日とスーツもネクタイも一緒だし。一応奏美と一緒にオフィスに行かないほうがいいと思う』

　そんなことを気にしたのは女の私じゃなくて恭介のほうだ。こんなところでも、私の恋愛偏差値ゼロっぷりをひけらかしてしまう。

　言われて初めて気づいてあわあわと慌てた私に軽く笑いかけて、恭介は先にエレベーターに乗り込んでいった。そして私はビルのエントランスで五分待ってから、オフィスにたどり着いたわけだけど……。

　すべてが恭介の思う壷のような気がして、改めて悔しい。

　浮気者の最低な上司に恋してしまうなんて……私の一生の恥でしかない。

　初めてなのに、浮気な恋。

「絶対ダメでしょ……」

　気づきたくなかった。自覚したくなかった。

　ついへこみそうになりながら呟いてしまった時。

「水野さん？」

　隣のデスクで、後輩がキョトンとした目を私に向けた。その視線を受けて、私は慌てて身体を起こして背筋を伸ばす。

　そんな私の目に、つい今しがた届いた社内メールが飛び込んできた。

「……っ……」

　送信者の名前を見て、思わず息をのんでしまう。だってそれは、恭介からだったから。

　ドクンと大きく胸が高鳴るのを意識しながら、私はすぐにメールを開いて確認した。そして、一瞬、え？と落胆する。

【今夜は用があるから、帰り、送れない。ごめん】

　なにも、恭介が謝ることじゃない。でも、昨日の今日だし……がっかりする気持ちは隠せなかった。

　そして、その後に続いたメールの本文は……。

【でも、心配するな。昨夜のような怖い思いは、二度としなくて済むはずだから】

　それを見て、私は再び顔を上げて恭介の背中を見つめた。それに気づいたのか、タイミングを計ったのか、恭介が少しだけ振り返って私に視線を向けた。

　ほんの一瞬、掠めるように視線がぶつかり、私のほうが先に目を逸らした。

　ドキドキする胸を抑えながら、もう一度メールに目を走らせる。

　どうして、こんなことを言い切れるのか、わからないけれど……。

　恭介がそう言うのなら、きっと大丈夫。

　そんな気持ちになる自分に驚いて……そして、少し嬉しかった。

　嬉しい、なんて、思っちゃいけないのに。




　恭介の言葉に安心はしても、できるだけ明るいうちにマンションに帰ったほうがいいに決まってる。

　私はここ連日のペースで仕事を終わらせると、ももちゃんの誘いも断って、ほぼ定時でオフィスを後にした。

　帰りがけ、恭介はデスクにいなかった。書類も広げっぱなしだし、パソコンもロックがかかった状態のまま。残業突入モードは確実なのに、どこに行ってしまったんだろう。

　いちいち断る必要もないのに、私は恭介に【お疲れさまです。先に上がります】とメールを送ってからオフィスを出てきた。

　エレベーターに乗り込み、グランドフロアに到着した途端、なんだかものすごく恥ずかしいことをした気がして、ボッと顔が熱くなるのを感じた。

　私のことは心配しないで、と伝えたかっただけだけど、よく考えたらすごく意味深だ。一緒に帰るのが当たり前で、別々に帰る今日がイレギュラーっぽい。

　先に、なんて言ったら、後から恭介が帰ってくるのを待ってる意味合いにも取れる気がして、今さらだけど顔から火を噴きそうだった。

　どうしよう。恭介があのメールを見たら、なんて思うだろう。

　真っ赤に火照る頬をなんとなくパシッと叩いてから、駅に直結する地下通路に足を向ける。エスカレーターに踏み出そうとして、私はハッと足を止めた。

　広い総合エントランスの片隅。スーツ姿のサラリーマンが所々で群がって立ち話をしてたり、ソファでちょっとした打ち合わせをする姿も見受けられる。だからそれほど目立つ光景ではなかったはずだけど……。

「恭介……？」

　ほんの少し視線を憚るように、人混みから顔を背ける恭介が佇んでいた。そして、彼と向かい合っているのは私にはまったく見覚えのない、サラッとしたショートヘアが印象的なモデル張りの美人だった。

　ふたりが一緒にいる姿を見ただけで、ドクンと鼓動が騒ぎ出した。

　それはふたりが漂わせた雰囲気のせいだけじゃなく、恭介の表情が、私が見たこともないくらい憂いを帯びていたせいだ。

　いったいなにを話してるんだろう。どう見ても仕事絡みの知り合いじゃないはず。

　騒ぎ出した鼓動が一気に加速するのを感じた。

　なんでこんなに緊張してるの。

　自分にそんな疑問を投げかけた時、ふたりが歩き出した。

　彼女は当然のように恭介の腕を取っていた。その腕をまるで抱きしめるようにして歩いているのに、恭介はされるがままになっている。

　向かう先は、地上出口。薄はく暮ぼが訪れる都会のオフィス街に、ふたりは繰り出していく。

「あ……」

　見開いた目で、ふたりが見えなくなるまで見送って、私は自分がカタカタと震えていることにようやく気づいた。

　――奥さんだ。

　パッと閃ひらめくように頭に浮かび上がった答えに、胸のドキドキが止まらない。

　どうして恭介がオフィスビルで奥さんと会っているのか。私が知らないだけでこれまでもあったのかもしれないけど、どうして、今、このタイミングで？

　その理由は、考えるまでもなく明らかだ。

　だって……昨夜恭介は家に帰らなかった。朝まで私のそばにいて、そのまま一緒に出勤した。

　奥さんに疑われてしまった？　恭介の〝浮気〟がバレてしまった？

　そう思ったら、背筋に嫌な汗がひと筋伝った。

　昨夜までなら、どう疑われても『誤解です』と言い切れたはずだ。恭介にとってはしょせん浮気でしかないんだし、私が流されずにいられた昨夜までなら。

　だけど今の私は、奥さんの目を正面から見つめ返せない。

　恭介を好きになるというのは、こういうことだ。純粋に、〝好き〟だけじゃ済まされない。

　私は恭介の奥さんから、恭介と幸せを奪うことになるんだ――。

　わかりきっていたはずの現実をリアルに実感して、頭の中が真っ白になりそうだった。




　無事にひとりで帰り着いた部屋は、切なくなるくらい、至るところから恭介を感じられた。

　たったひと晩、ここで一緒に過ごしただけなのに。狭い私の部屋に恭介の残り香が染み入っているようで、部屋に入っただけで胸がキュンとしてしまう。

「恭介の、バカ……」

　昨夜恭介が使ったクッションを抱きしめて、私は床にうずくまった。

　あんなにお似合いの奥さんがいるのに、どうして私を惑わせたりするのよ。

　かわいい、なんて言葉で喜ばせて、部下をからかうにもほどがある。

「浮気でしかないんだから、そういうの慣れた人に仕掛けてよ……」

　免疫ないんだから。本当に初めてなんだから。

　そんな私に浮気を仕掛けてからかって遊ぶなんて、恭介は本当に最低で最悪な男だ。

　ダメだ。無理だ。この想いを抱き続けるわけにはいかない。

　明日、ちゃんと恭介に言おう。

　自己査定で最低ランクの評価をつけられても全然いいし、どう罵られてもかまわないから。だから、もう私を惑わせないで――。

　私は大きく肩で息をしながら顔を上げた。

　この狭い部屋は、残酷なくらい私に恭介の空気を感じさせる。

　温かい腕で、優しい声で、ふんわりと抱きしめられているような錯覚に陥りそうで、とても平静じゃいられなかった。




　――翌朝。二晩続けてろくに眠れずぼんやりしたまま支度をしていたら、マンションを出るのが遅れてしまった。なんとかオフィスビルにたどり着いた時、時計の針はいつもより十分以上も遅い時間を指していた。

　電車が少しでも遅れていたら、完全に遅刻だった。さすがに急ぎ足でエレベーターホールに向かう。

　出勤時間のピークを越えてしまったせいか、ホールには私の他に誰もいない。

　いやでも遅刻を意識して、エレベーターを待つわずかな時間にジリジリした。

　ポン、と呑気な電子音と共に一番奥のエレベーターの表示ランプが灯り、私は素早く中に乗り込んだ。階数ボタンを押して、ドアを閉めようとした時。

「あ、悪い、ちょっと待って！」

　カツカツと踵を打ち鳴らしてホールに駆け込んでくる足音と同時に、閉まりかけたドアに手がかかった。私も慌てて〝開〟ボタンを押し直す。

「サンキュ」と短い声がして、再び開いたドアから中に乗り込んでくる姿をなにげなく見上げて、私は一瞬本気で息が止まるかと思った。

「あれ。偶然。おはよう、奏美」

　あっさりと私を名前で呼び、ニコッと魅惑的に微笑むのは、もちろん恭介だ。

　恭介の言う偶然に、心のどこかで『運命かも』なんて考える痛い自分をどうにか抑え込んで、私は目線を落として同じ挨拶を返した。

「今日はいつもより遅いんだな」

　ドアが閉まるのを眺めながら、恭介が私にそう言った。

「……恭介こそ」

「俺は単純にちょっと寝坊。……って、そうだ。昨夜なにもなかったろ？」

　少し低い声で探るように尋ねる恭介に、私はチラッと目だけを動かした。

　ふたりきりなのをいいことに、恭介は壁にもたれかかり、腕組みしながら上目遣いで私を見つめている。

　そんな恭介から目を逸らして、「うん」と返事をしながらも、手をギュッと握りしめた。

「……どうしてそう言い切れたの？」

　今度は私から尋ねると、「内緒」と呟いて、恭介はわずかに肩を竦ませる。

　微妙にごまかされた気がして、本当は強く聞き出したい気分だったけどグッと踏み止まる。

「そ、そっか。それなら、もう恭介に護衛してもらう必要もないってことだよね」

　勢いよく顔を上げ、テンションを高めて言いながら、目線を頭上の階数表示に走らせた。「は？」と恭介の短い声が耳に届く。

「まあ……。護衛、ってほどはしなくていいかもしれないけど」

「じゃ、私は大丈夫だから。だから……もう……」

　緊張とは違うドキドキで胸が苦しくてキュッと痛んだ。それでも、昨夜寝不足になってまで散々考えた決心を口に出そうとして、私は一度大きく息を吸った。そして、勇気を振り絞って恭介に向き直った。

　腕組みを解いた恭介が、左手を軽く壁に置いて、わずかに目を伏せて立っている。なんてことない仕草だけど、そこに違和感を感じて、一瞬意識が逸れた。

「……ん？」

　思わず凝視する私に、恭介が軽く首をかしげた。そのタイミングでエレベーターが目的のフロアに到着した。

　どこまでも呑気な電子音の後、ドアが開く。目の前に広がるのはいつもの見慣れたオフィスフロア。腕時計はギリギリ始業時刻に振れようとするところだった。

「うわ、マズい。ほら、奏美も急げ」

　軽く私を振り返りながら、先に踏み出していく恭介の後に私も慌てて続く。

　それでも心をよぎった違和感は拭い切れず。

　オフィスに入るドアセキュリティに、恭介がＩＤカードをかざした時。

「……あっ！」

　やっと答えに行き着いた。

　突然声を上げた私に恭介は軽く振り返り、きょとんとした目をしてから、先にデスクに向かっていく。すでにデスクで仕事を始めている同僚たちと挨拶を交わして突き進む背中を眺めながら、私は心臓がゆっくりと騒ぎ出す音を意識していた。

　だって……そこには、いつもあるモノがなかったから。

　恭介の左手の薬指で、いつも強烈な存在感を放っていた結婚指輪が、今、その指にはめられていなかったのだ。




　食器がぶつかる音と、オフィスよりくだけた会話をする声。ランチ時、このオフィスビル共有のカフェテリアでは、数社の社員がひしめき合っている。

　私の後ろの席に陣取ったのは、隣の部署の航空開発部の女性たちだ。椅子を引いて腰を下ろした途端、「ねえ、見た？」と急いたように会話を始めるのが聞こえてくる。

「宇宙開発部の桜庭さんっ！　今日、指輪外してたよねっ！」

　場を憚っているようで全然憚らないヒソヒソ声は、それほど意識して耳を傾けなくても筒抜けだ。

　私はピクッと手を止める。私の向かいに座るももちゃんにも、後ろの噂話は聞こえてるみたいだ。

「……課長の噂、だいぶ広まってるねえ」

　ももちゃんが苦笑しながら少し身を屈める。私は「うん」と肩を竦めてから、気づかれないように背後を気にした。

「え～？　たまたま外してるだけじゃない？　それだけで期待するのも盛り上がり損っていうか」

「でもさ、結婚指輪って、そんないちいち付けたり外したりしないよね」

「それに、少なくとも今まで外してるの見たことないよ」

　お隣の部署なのに、よく見てるなあ、と感心してしまう。それでも、会話の内容はかなり私の気を引くもので、聞き耳どころか振り返ってしまいたい衝動に駆られる。

「……さっきね、トイレで羽村さんまで総務部の主任さんと噂してるの聞いた」

　そんなことをボソッとももちゃんが呟いたから、私はギョッとしながらまっすぐももちゃんに目を向けた。

「は、羽村さんまでっ!?」

「あ、もしかして奏美、知らない？　羽村さんって、実は前に桜庭課長に振られてるって噂」

　落ち着こうとして飲みかけた水を、思いっきり吹き出しそうになった。

　かろうじて飲み下し、軽くせき込んだ後、私は目を丸くした。

「ちょっ……ももちゃん、それほんと!?」

　意味もなく焦って動揺する私に、ももちゃんは「うん」とシレッと頷いた。

「まあ、だから……あの極端な突っかかり方も、人の世の憐れというか……」

「そ、そうだったのか……」

　そっか、羽村さんのあの態度はいわゆる私し怨えんってやつか。

　そう考えると、むしろ恭介のほうが大人に思えてくるからちょっと不思議だ。

「まあ、課長がまだ海外営業部時代のことらしいけどね。武勇伝連発してた頃、課長まだ独身だったし。そりゃあ今以上にモテたでしょ」

「そ、それはそうだろうけど……」

　そう相づちを返しながら、私の心の中でムクムク湧き上がるのはどうしようもない好奇心だ。

　私が恭介と出会ったのは、彼がうちの部に異動してきてから。その時はすでに結婚していたし、ももちゃんの言う〝独身の恭介〟というのを私は知らない。だからこそ、ものすごく気になってたまらなかった。

「……ももちゃん知ってる？　桜庭課長の奥さんって……」

　周りに聞こえないように思いっきり身を屈めて、コソッと尋ねると、ももちゃんは「うーん」と首をかしげた。

「彼女の噂とかは聞いたことあるけど、奥さんとなると詳しい話聞かないんだよね」

「そ、そうなの？」

「うん。私、海外営業部に先輩いるんだけどね。先輩情報だと、ある日いきなり指輪してきて『籍入れた』って。みんな『デキちゃった婚だろう』って噂したけど、相手が誰かもお子様誕生の噂もまったく聞かず、真相は闇の中……」

　ももちゃんの話は、確かにとても恭介らしいと思う。だけど……。

「デキちゃった婚ならわかるけど……。だとしてもおかしくない？　昔ほど堅苦しくないとはいえ、歴代最年少課長になるような人が結婚式もしないで入籍だけとか。なんか適当じゃない？」

　ある程度年齢がいってるのなら、そういう結婚もあるだろう。だけど、その当時、恭介はまだ二十代で、奥さんも同世代だとしたら、結婚式を挙げないのは考えづらい。それとも、そこにこだわる私は考え方すら化石なのかな。

「でも課長、適当な人だし」

　ももちゃんの返事は、元も子もない。

「奥さんじゃなくて彼女だったら、わりと目撃談もあるんだよ。同じ海外営業部の新人とか、財務部の同期とか、秘書室の専務秘書とか」

　指を折って数え上げるももちゃんの言葉に、チクチクと胸が痛んだ。

　いやいや……それは全部恭介が異動してくる前のこと。まだ二十代の頃のことなんだから、恭介くらいイケメンでデキる男なら、そのくらいの女性の噂もむしろステータスってもの。

「ま、まあ過去の彼女はともかく……。ね、ももちゃん。既婚男性が突然指輪を外しました、って……」

　今朝、それを発見したのは、多分私が一番乗りだと思う。そしてこれだけ噂が広まってしまう前に、私はその理由をずっとずっと考え続けた。

　まさか、と思っても、別の誰かにもちゃんと否定してもらいたい。

「離婚とまでは飛躍しすぎじゃない？」

　サラッと言われて、私はただホッとした。

　だって、昨日奥さんと一緒にいるところを見るまで、恭介は確かにいつも通り指輪をしていた。それが翌日になって外している……となると、心穏やかではいられない。

「でも、もし桜庭課長が本当に離婚危機に直面してるとしたら、原因はなんだろうね。結婚した後は、女性関係の噂もまったく聞かなかったのに」

　ももちゃんがぼんやりと呟く疑問に、私は曖昧に頷くことしかできなかった。




　休憩から戻って、メールをチェックしていた私はドキッと手を止めた。恭介から【業務後】という件名のメールが届いていたのだ。

　一度ためらってから開封すると、短い文章が目に飛び込んできた。

【今夜、食事一緒にどう？】

　恭介からのお誘いに、一瞬胸が弾んでしまったことは否めない。それでも次の瞬間には、浮かれそうになる自分をどうにか抑え込んだ。

　わずかに目線を上げると、恭介はデスクについて私に背を向けている。

　昨日の今日で指輪を外して私を食事に誘うなんてどこまでも意味深だし、なにより……恭介の心の中で〝浮気〟と〝本気〟の比重がどうなっているのかわからなくて、私のほうが焦って怯む。

　ああ、どうして私、こんなことになる前に毅き然ぜんと断れなかったんだろう。

　自己査定なんかどうでもいいってもっと早く思うべきだった。恭介の強引さをパワハラだと訴えればよかった。

　もともと、普通の憧れを抱いていた上司だ。まったく免疫のない私があんなに大事にされてかわいがられたりしたら、抗えずに落ちるこの結末はとっくにわかりきっていたはずなのに。

　それでも、恭介の指輪が今までいくらかストッパーになってくれていた。なのに恭介は、私の最後の砦とりでを外してしまった。

　もしも本当に奥さんと別れてしまうのなら。浮気な恋を本気の恋に変えられるとしたら。それを拒む必要が、いったいどこにあるというの――？

　胸に漬物石でも乗っかってるように、重苦しい気分になる。まるで悪女のようにしたたかなことを、チラッとでも考えた自分がとても怖くなった。

　私、なにを考えてるのよ。

　私がしたいのは、普通でいいから穏やかで幸せな恋だ。

　グッと唇を噛みしめて、一度大きく息を吸ってから、私は恭介のメールに返信した。

【無理です。もう誘わないでください】

　短いメールに、素っ気ない短い返信。ほんの十数秒で、恭介からメールが来た。

【じゃあ、明日】

【誘わないで、って言ってるんです】

【なんで？　なんか問題あるの？】

【大ありじゃないですか。どうしてそれがわからないんですか】

　このわからず屋っ……！と心の中で叫んで、キーボードを叩きつけるようにして最後のメールを送った。

　一瞬の間の後、恭介が肩越しにチラッと私に視線を向けるのを感じた。その視線を完全に無視して、トートバッグに歯磨きセットと化粧ポーチを詰めると、私は恭介から逃げるように席を立った。




　いつもより無駄に長く歯を磨き、ぼんやりしながらメイクを直して、たっぷり十五分過ぎてから私はオフィスに戻った。

　チラッと見やると、恭介はデスクにいなかった。パソコンモニターの電源が落ちているから、会議か外出か……少なくともしばらくは離席していることだろう。

　溜め息をつきながらパソコンのロックを解除した。軽く座り直してから午後の仕事にとりかかろうとして、入力用の紙のデータを手元に用意する。

　エクセル画面を立ち上げながら、さっき一方的に送り付けた後にメールが届いていないか気になり、確認してみる。そして……。

「……っ……」

　ドキッと鼓動が跳ねるのを止められなかった。

【お前こそ、好きだって言ってるのに、どうしてわからないんだよ】

　慌ててツールバーにメール画面を落として、恭介のメールを視界から消した。

　それでも胸にせり上がってくるドキドキから逃げられない。

「バカッ……」

　デスクに顔を突っ伏しながらギュッと目を閉じ、思わずそう呟いていた。

　なんで平気でそんなこと言えるのよ。

　どんな顔してこのメールを書いたの。こんなメールを見て、私がどんな思いをするか少しは考えてよ。

　奥さんに悪いって、ほんの少しも思わないの？

　巻き込まれた私のほうが、常識的に考えている私のほうが、罪悪感を募らせるだけなのに。こんなこと言われたら……。

「……嬉しいに決まってるじゃない」

　それが今、素直な私の心だった。

　どうしよう。どうしよう。

　心が掻き乱されていく。足元がおぼつかない。一歩踏み出したら奈落の底に真っ逆さまに落ちてしまいそうで怖い。

　昨夜あんなに考えて出した結論なのに、揺れる。惑う。震える――。

　ゆっくりと身体を起こして、私は無意識にキーボードに手を伸ばした。恭介のメールを画面に戻して、返事をしようと震える指を動かした時、見覚えのない名前でメールが届いていることに気づいた。

　一瞬にして我に返る。なんだろう、となにげなく開封して、私はますます首を捻った。

　差出人は【秘書室・藤ふじ川かわ紫し乃の】。私には縁もゆかりもない部署の人。

　なに？と訝しい気持ちを抱えながら文面を読み進めて、一瞬大きく息をのんだ。

【火遊びのつもりなら、今のうちに手を引いてください。あなただけじゃなく彼にとってもいい結果になるとは思えませんから】

　ドクンと一度大きく心臓が打ち鳴った。

　そのまま削除してしまえばよかったのに、添付されていたファイルがどうしても気になって、私は無意識に開いてしまっていた。そして……。

「っ……!!」

　呼吸の仕方を忘れてしまったかと思った。大きく息を吸い込むと、喉の奥のほうでひゅっと変な音がした。ゴクッと唾を飲み込んでから、私はモニター画面に目を凝らす。

　添付されていたのは複数の写真だった。映っているのは、私と恭介が私の部屋から一緒に出てきた瞬間。昨日の朝のものだろう。

　パッと見ただけでも、〝お泊まりした翌朝〟って感じの光景だ。どこから撮ったのか、ふたりの表情まで鮮明に写っていて、誰が見ても私と恭介だと断言できる代物だった。

　こんなものを誰かに見られたら誤解される。どう言い繕っても、信じてもらえるとは到底思えない。

　ドクンドクンと、身体中至る所で血管の脈動を感じた。

　秘書室・藤川紫乃……。この人が恭介の奥さんなんだろうか。

　ショートしそうな思考回路を必死に働かせて、私はギュッと目を閉じた。

　ああ、そうか……。もしかしたらあのストーカーも、恭介の浮気を疑った奥さんの仕業だったのかもしれない。

　奥さんは知ってる。恭介の浮気も、無断外泊の時に私の家にいたことも。知っていて、私に『手を引け』と忠告している。それなら、奥さんは恭介と別れるつもりはないんだろう。

　たとえ恭介が結婚指輪を外してしまっても、倫理的にも道徳的にも、正しい未来を壊しちゃいけない。

　私は、震える手でマウスを握った。そして、恭介のメールを完全に削除した。




　この最悪な状況で、私にできることはなにか。

　逃げ隠れせずに奥さんと会って、私の気持ちも全部含めて話したほうがいい、と判断した。

　なにが正解か、なんてわからない。だけどこうなった以上、誠意ある姿勢でぶつかって、向き合うのが先決だ。

　自分に言い聞かせるように暗示をかけて、意を決して秘書室の内線番号を押した。たった二回のコールを聞く間にも、鼓動が極限まで飛び跳ねるような気がした。

　電話が繋がると、まるでウグイス嬢のような、社会人の模範的応対を受けた。ひっくり返りそうな声で名乗り、カラカラに乾いた喉に引っかかりを感じながら「藤川さんをお願いします」と告げて……。戻ってきた返事に、一瞬絶句した。

《藤川は、一年前から療養休暇取得中ですが……》

　聞き返した私以上に困惑した声を聞いて、私は呆然としながら電話を切った。そして、誰とも繋がっていないＰＨＳをただぼんやりと見つめた。

　療養休暇中ってどういうこと……？

　同じ社内にいない以上、私は相手が次に接触してくるのを待つだけだ。送られてきたメールに【一度お会いして話をさせてください】と返信してリアクションを待ったけれど、結局その日業務時間を過ぎても藤川さんからの返信はなかった。




　溜め息をついて、なんとなく俯き加減のまま、帰路についた。

　下ばかり見つめていたせいか、何度も人にぶつかった。迷惑そうな目を向けられ、「すみません」と謝るたびに、私の気持ちは沈んでいく。

　なにやってるんだろう、私。

　思い起こせば、お昼から戻った後、今までなにをしていたか、なにを見ていたかも記憶にないくらい、恭介と奥さんのことばかり考えていた。

　どうしたらすべてが丸く収まるか、ずっとそんなことを考えていたのに、結論までたどり着けない。

「きっと……私がこんなんだから、今まで誰とも恋できなかったんだろうなあ……」

　顔を上げて自嘲気味に呟きながら、私は都会の真っ暗な空を見上げた。

　ズキン、と胸が痛んだ。

　なんだろう、この突き刺すような痛みは。苦しみは。

　私は胸にグッと手を当てて、再び俯いて唇を噛んだ。そのまま、ひたすら歩き始める。

　今の私、誰から見ても超不審ＯＬだと思う。それでもそうしていないと声を上げて泣いてしまいそうで、そして、どうして泣きたいのか自分でもよくわからなくて……。

〝歩く〟〝帰る〟という行動に集中することで、余計なことを考えそうになる自分をなんとか持ち堪えていた。




　余計なことを考えず、帰巣本能がおもむくままに、私はマンションに帰り着いた。

　ここ数日の習慣で、なんとなく背後を窺う癖がついてしまっている。

　エントランスに足を踏み入れながら、そっと目線を通りに向け、そこに不審な人影がないことにホッとする。

　集合ポストを覗き込んで、たくさんのポスティングチラシを取り除き、すぐそばに置いてあるダストボックスに放り込んだ。そして、公共料金の請求書やＤＭだけをバッグに突っ込み、エレベーターに向かう。

　私の部屋はこのマンションの三階。他の住人が一緒に乗り込む時は乗るのを避けていたけれど、今日は私の他に誰もいない。

　ドアが閉まるのを見てホッとしながら、低い天井を見上げて大きく息を吐いた。

　とにかく、今日私にできることはやり尽くしたつもりだ。明日出勤したらメールの返事が来ているかもしれない。ううん、むしろ来てくれないことには、私には手の打ちようがない。

　そんなことを考えながら、恭介の言葉を思い出した。

『でも、心配するな。昨夜のような怖い思いは、二度としなくて済むはずだから』

　あれはきっと、恭介もストーカーの正体に気づいたから言えた言葉だろう。

　なんて言って奥さんをなだめたんだろう。

　そこにはやっぱり……私を守るという意志を感じてしまって、キュンと胸が疼いた。

　浮気する男は、愛情を増殖させることができるんだろうか。本気を分け与えることができるんだろうか。

　そう思ってしまうくらい、恭介が私に向けてくれる心はリアルだ。

　あんなふうに『好きだ』なんて言われたら、免疫がない私はどうしたって惑わされる。恭介が分けてくれた〝本気〟に身を委ねてしまいたくなる。

「……ほんと、ズルくて最低な男」

　心から恭介を断ち切るように呟いて、開いたドアから廊下に足を踏み出した。そして、すぐにビクッと身体を震わせて立ち止まる。

　空気の振動で伝わってしまったのか、私の部屋の前に立っていた恭介がゆっくり目を上げる。

「お帰り。よかった。無事だったか」

　もう大丈夫だと言って安心させたのは恭介のほうなのに、まだ私を心配してここまで来てくれたのか。そう考えたら、なんとも言えない思いがこみ上げてきて、私は即座に返事もできない。

　恭介と距離を置いたままその場に立ち尽くす私をジッと眺めて、恭介はゆっくり姿勢を正した。

「……なあ。やっぱり俺、どうしても納得できないんだけど」

　そんな言葉と同時に、カツッと踵を鳴らして一歩私に踏み込む恭介に、ただ肩を強ばらせた。

　恭介は軽く肩を竦める。

「なにをどう思い起こしても、奏美に嫌われてるとは思えない」

　そんな恭介から目線を逸らしながら、私は大股で部屋の前に移動して、バッグから部屋の鍵を取り出す。

　ドキドキと胸の鼓動が高鳴って、鍵を差し込む手が震える。カチッと反応があってホッとした瞬間、ドアレバーを握る私の手に、恭介が背後から自分の手を重ねてきた。

「……だから……そろそろ本気出していい？」

　背後の気配が動いて、そんな言葉を耳元で囁かれた。

　ハッとして振り返るよりも早く、恭介は私の手を握ったままドアを押し開け、私を押し込むように玄関に身を滑らせると、素早くドアを閉めていた。










鼓動が震える最愛宣言




　恭介の勢いに押されて、足をもつれさせながら玄関に入った。彼の背中で、バタンと音を立ててドアが閉まるのを眺める。

　私の肩を壁に押さえつけながら、恭介は後ろ手で鍵を掛ける。脇に抱えていたカバンが、ドサッと床に落ちた。

「きょ、恭介っ……」

　恭介らしくない乱暴な行動に焦って、声が震えた。

　それでも恭介は、手の力を緩めてくれない。それどころか、左手で私の顎を掴むと無理矢理上を向かせて、被さるように顔を覗き込んでくる。

「……この間の夜、奏美に近づけたって思ってたんだ」

　わずかに目を逸らして、恭介がボソッと呟いた。

　少し不機嫌そうな声を漏らす綺麗な唇は、私のすぐ目の前にある。かすかな吐息を感じる距離に、いやでも胸のドキドキが高まる。

「でも、なんかさらに避けられてるし、むしろ拒まれてるし、お前の言ってることも態度も、意味不明で全然わかんねえ。俺も気の長い男じゃないし、もういい加減、焦れる」

　顔を伏せて、早口でぶっきら棒に捲し立てると、恭介が一歩踏み出してきた。

　背中は壁にぶつかっていて私に逃げ場はない。こんなに距離を詰められたら、体温すら感じてしまいそうだ。

「だから……もうこうするしかないような気がしてきた」

「え……？」

「奏美の心に土足で入り込む。で、腕力で根こそぎ奪い取る」

「えっ、えええっ!?」

　あまりに物騒な物言いに、私の心に焦りが広がった。とっさに身をよじって逃げ出そうとしたのに、恭介の腕に阻まれて身体を動かすこともできない。

「無駄だよ、奏美。俺、本気出すって言ったろ」

　意地悪くわずかに上げた口角を歪ませ、恭介は私の耳元でそんな挑発的な言葉をかます。

　ドクンと胸の鼓動が大きく跳ね上がる。本能で感じる危険に震えながら、私は両手を恭介の胸に置き、身体の間隔を保とうとした。なのに、距離は狭まっていくばかりだ。

「だ、ダメっ」

　とっさにそう声を上げて、限界ギリギリまで顔を背けた。

「本気は、ダメっ！」

　必死に放った言葉に、「はあ？」と間延びした声が返された。

「なにそれ。意味わかんねー」

「恭介は、私に本気になっちゃダメ！」

「……じゃ、なに？　浮気とか遊びならいいって言いたいのか」

　恭介が私に繰り出した質問に、一瞬身体がビクッと震えた。

「……嫌だ。そんなのもっと嫌！」

　自分でも支離滅裂だ、と思う。

　案の定、恭介も、「はあ？」とさっき以上に焦れたような声を上げた。

「じゃあ、俺はどうしろって言うんだ」

「だ、だから、私なんかにかまってないで、もっと……」

「……あ～。なんかマジ、イライラしてきた。もういい。奏美、黙ってろ」

「え……」

　ガシガシと頭を掻きながら私の言葉を遮り、恭介はフッと上向きの瞳を向けた。その瞳に湛えられたまっすぐな光に射抜かれ、私の鼓動は怖いくらい打ち続けている。

「もう、いいも悪いも気にしてやれねえ」

　ボソッと唇の先で呟く声を耳にしたのが最後……。恭介はシャープな顎を傾け、私に唇を寄せた。逃げる間も与えてくれずに、息をするように簡単に私の唇を奪う。

　思わず息をのんだ。一瞬にして、思考回路がくすぶって停止する。

　恭介は強ばる私にさらに身体を密着させながら、私の退路を完全に阻む。そして、一度目とも二度目とも全然違う、強引で濃厚でなぜだか甘いキスを繰り返している。

「ふ、うっ……！」

　薄く開いた目の先で、恭介の伏せた睫毛が震えるのがわかる。

「……奏美、嫌なら本気で抵抗しろ。じゃないと、俺は止めてやんねーぞ」

　わずかに離れた唇の隙間で、恭介がそんなことを呟く。

　私は激しすぎるキスで息が上がり、頭が酸素欠乏症に陥ったようにボーッとして、恭介に言われたことも、ただぼんやりとしか頭に入ってこない。

　そんな私に、恭介がわずかに苦笑した。

「っつーか……。そんな目で見るなよ。反則だろ……」

「え……？」

　ハッと息を吐いて目を伏せる恭介に、私は無意識に聞き返していた。

　恭介は一瞬なにかをためらうように逡巡した後、再び私の顔を覗き込んだ。

「……煽ってるのは、お前のほうだ。お前がそんなだから、俺はお前に囚われる」

　そんなわけのわからないことを早口で言い切って、恭介は私の首筋に顔を埋めた。肌にかかる吐息に慌てた瞬間……。

「……っ！」

　恭介の左手が、私の胸に触れたのがわかった。カアッと頬に血が上る。

　恭介は私の首筋に唇を這わせて、私の反応を試すように、徐々に左手を動かし始めた。私の胸の膨らみに、恭介の指が食い込むのを感じる。

「やっ……！　きょ、恭介っ!!」

　真っ白になりそうだった頭の中で、危険信号が明滅した。

　私は精一杯の抵抗を試みて、恭介の左手に手をかける。そして、自分から引きはがそうと必死に身をよじった――その時。

　コトン、とドアから小さな音が響いて、私も恭介も一瞬身体を震わせた。ふたりで一度顔を見合わせてから、ゆっくりドアに視線を向ける。

　恭介は私から離れると、一歩足を踏み出してドアに近づいていく。「恭介」と思わず声をかけると、恭介は人差し指を唇に当て、「シッ」と短く私を制した。

　ドアスコープから外の通路を確認してから、恭介はドアのポストをゆっくり開けた。そしてそこから、定形外の茶封筒を摘み上げる。

「……なんだ？　これ」

　恭介の手にあるその封筒に、なぜだか胸騒ぎがして、ドクンと鼓動がリズムを狂わせた。

　裏返して差出人を確認する仕草を見せるけど、恭介にだってきっとわかってる。

　これは今の今直接ポストに入れられたもの。私と恭介がキスをしていたそのドアの向こうで、たった今……多分、恭介の奥さん、紫乃さんが……。

　なにも言えずにただ恭介の手元を眺める私をチラッと見やってから、恭介は封筒を引き裂くように開封した。すると、中からバラバラと舞い落ちたのは……私のパソコンに送られてきたあの画像をプリントした何枚もの写真だった。

「っ……」

　その一枚を拾い上げた恭介が、目を見開いて絶句した。

　恭介が驚く様子と反比例するように、私は一気に冷静さを取り戻していく。

「……わかるでしょ？　本気も浮気も遊びもダメなの」

　壁に背中を預けたまま、俯いてボソッと呟いた。恭介がゆっくりと私を振り返るのがわかる。

「……紫乃さん、どうするのよ」

　唇の先だけで紡いだ私の声に、恭介の手がわずかに震えるのを見つける。次の瞬間、その手がギュッと写真を握りしめた。

「……アイツっ……」

　無意識に口を突いたような声を震わせて、恭介は自分のカバンを拾い上げると、そのまま私に背を向けた。そして、カチャンと冷たい音を響かせて鍵を開けると、ドアを開け、外に飛び出していった。




　ひと晩経っても私の頭の中は昨夜の恭介でいっぱいで、通勤途中で何度も胸をときめかせ、身体が震えそうになるのを堪えた。

　唇に、肌に落とされた恭介の柔らかい唇の感触。右胸に残った恭介の手の意地悪なぬくもり。思い出すだけでなにかが疼いて、もうすぐ冬を迎える寒空の下でも、私の身体は無駄に火照ってしまう。

　これから仕事だというのに、こんな私、最低。オフィスではいやでも恭介と顔を合わせるのに、私……どんな顔して恭介と向き合えばいいんだろう。

「おはようございます」

　掠れそうな声で挨拶してデスクに荷物を置く。

　無意識に目で探してしまった恭介はすでに仕事を始めていて、私に背を向けていた。

　一瞬こっちをチラッと振り向くのが感じられて、私は慌てて顔を背けた。向かい側の席の男性に隠れるようにして、始業準備を始める。

　パソコンが起動するのを待ちながら、そういえば、と思い出した。

　あの後、恭介はどうしたんだろう。

　昨夜の恭介の様子だと、紫乃さんが私に接触したのが予想外だったとわかる。ふたりの間ではなんらかの話し合いが持たれていて、恭介はこの件は解決したと思っていたのだろう。

　だからこそ、紫乃さんが脅迫するかのように写真を送りつけてきたことに困惑して怒りを露わにした。そんな状態で、恭介がどうしたか……すごく気になる。

　フゥッと息をついた時、背後に誰かの気配を感じた。ハッとして、自分でも過敏だと思うくらい勢いよく振り返り、そこに恭介を見つけてドキッとした。

「おはよう」とサラッと挨拶されて、私も半分条件反射で同じ挨拶を返した。それだけで、すぐデスクに向き直る。

　このまま早く行ってほしいと思ったけど、恭介が私のところに来たからには、当然なにか用件があるはずだ。

「水野。頼みたい仕事がある」

　そこに立ち尽くしたまま、恭介が私にそう声をかけてきた。

「な、なんでしょう。もし急ぎなら、ちょっと余裕がないので他に……」

　ドキドキしながら目をキーボードに走らせる私に、「大丈夫」と続ける声が降ってくる。

「気長にやってもらえれば。説明するから、ちょっとこっち来い」

「えっ？」

　らしくない一方的な業務命令を放つと、恭介は私の返事も待たずに先に背を向けていた。

「ちょっ……」

　慌てて腰を浮かせながらも、素直についていくことに抵抗を覚えた。だけど。

「水野さん？」

　恭介の仕事の依頼に二の足を踏む私を、隣の席の後輩が不思議そうに見上げている。仕方なく意を決して、私は恭介の後に付き従った。




　先に小会議室に入った恭介は、窓を見やって眩しそうに目を細めた。ブラインドを下ろし、陽射しを和らげると、ゆっくり私に向き合う。

　私は閉めたドアに背を預けて、恭介から目を逸らしたまま俯いた。

「……っつーか、ほんと奏美って無防備だよな……」

　恭介が口にしたのは、仕事にまったく関係なさそうなそんな言葉だった。

「昨夜俺がなにしようとしたか、わかんないわけじゃないだろ？」

　カシャッとブラインドを軋ませながら、恭介が窓に背を預ける。

　探るように向けられる斜めの視線にギクッとして、私は一瞬返事に詰まった。

「それは、だって……」

「朝だしオフィスだし……とか油断してた？　甘いね～。その気になれば、俺は時間も場所もかまわずに昨夜の続きできるんだけど？」

　からかうような口調で上目遣いの視線を向けられ、私の身体がビクッと震えた。

　恭介は私の反応を確認して肩を竦めると、クスッと笑う。

「ま、三割くらい冗談だよ。話は仕事のことじゃないんだけどな」

「さ、三割くらい……？」

　素で怯む私の問いかけは無視して、「まあ座れ」と恭介は椅子を指し示した。一瞬躊躇してから、結局私は大人しく椅子を引いて腰を下ろす。

「……紫乃がお前に接触してきたのって、昨夜のアレが初めてか？」

　恭介が私のすぐ横で、テーブルに腰掛ける。

　お互いに逆の方向に身体を向けたまま、恭介が憚かるような声でそう呟いた。

　長い足を投げ出して、膝の間で恭介が両手の指を絡ませるのを横目で見ながら、私は目を伏せて小さく首を横に振った。

「昨日の日中、社内メールにも……」

「メール？　……ああ、アイツまだ社内アカウント使えるんだ」

　一度首をかしげてから、恭介は納得したように頷いた。

「……ごめんな、奏美。驚かせたろ」

　肩を落としてポツリと謝る恭介に、私は黙って首を横に振った。

「……紫乃は……。俺のせいで、一年前から療養休暇取ってるんだけど」

「恭介のせい……？」

　一年前なら、恭介が史上最年少昇進を果たしてうちの部に異動してきた頃のことだ。そのタイミングで療養しなきゃいけないなんて、恭介はいったいなにをしたんだろう。

「……俺に非があったことは否定できない。そんなつもりはなかったって謝っても、アイツにしてみれば俺はひどい男だろうし……」

「え？」

「優しく甘やかすか、放っておくか、毅然とした態度を取るか……悩みどころだったんだけどね……」

　恭介がどこか遠い目をして言葉を紡ぐ。聞き返したい気持ちはあったけれど、立ち入りすぎのような気がして、私はなんとか思い留まった。

　黙って俯く私を、恭介がわずかに見下ろしているのが気配で感じられる。

「奏美に危害加えようとしてるなら、悩んでる場合じゃない。……決着つける。今度こそ」

　短い言葉に込められた信念のようなものを感じて、私はハッとして顔を上げた。

　テーブルに両手をついて身体を支えながら、恭介は私を見下ろして微笑んでいる。その笑顔に、ドクンと大きく鼓動がリズムを狂わせた。

「決着って……」

　無意識に恭介の言葉を繰り返すと、それを合図にするかのように、私の鼓動はさらに高鳴り始める。

　恭介は軽く肩を竦めて、フフッと笑った。

「だってしょうがないよなあ……。これでもかってくらい愛して守り抜きたいのは、紫乃じゃないんだからさ」

　それって。その言い方って、まさか……。

　そんな思考と同時に、私はゴクッと唾を飲んだ。

　どうしようもなく胸が騒ぎ出す。

　ダメ、と止めなきゃいけないのに、私の口から声が出てきてくれない。

「……俺が大切なのは、奏美なんだからさ」

　目を伏せ、自嘲気味な笑みを浮かべて、恭介はサラッとそんなことを呟いた。

　その言葉は私の心に深く突き刺さり、ジンワリと熱を伴って浸透していく。

　はっきり口にされなくてもわかる。恭介は本気で紫乃さんと……奥さんと離婚しようとしてるんだ。

　胸がぎゅうっと締め付けられる。水面に落ちた小さな滴が大きな波紋になって広がっていくように、心の隅々を埋め尽くす想いを必死に押し殺す。

　ダメ、そんなの。離婚なんかしないで。

　私のために、奥さんを不幸にするなんて、そんなの思い留まって。

　言いたい言葉は、音になってくれない。ただ涙がこみ上げてきて、私は強く首を横に振って見せた。

　恭介は私にそっと手を伸ばし、優しく頬を撫でる。

「奏美。そろそろお前も素直になれよ」

　不敵に挑むような言い方をして、恭介は目を細めて私を見つめた。

「昨夜も今も、俺が触れることを奏美は本気で嫌がらない。……最初の態度とはエラい違いだ」

「そんなことない。私っ……」

　頷いちゃいけない。恭介の誘導尋問みたいな手に乗せられちゃいけない。

　首を振って恭介の言葉を否定し続ける私に、「素直じゃないなあ」と呆れたように、恭介が深い溜め息を繰り出した。

「そんなことなくないよな。奏美。……俺に負けないくらい……お前だって俺が好きだろう？」

「っ……」

　そんな言葉を妖しく耳元で囁かれたら、いやでも心臓が騒ぎ出してしまう。即座に否定しなきゃいけないのに、身体から力が抜けていく。

「奏美」と、恭介が優しく私の名前を呼ぶ。その手が私の頬を撫でる。

「好きだ。奏美」

　私の鼓膜を直接震わせる優しい告白。私の心の波紋は大きく大きく広がり続ける。

「好きだ。お前が好きだ」

　何度も何度も私の心に届けられる恭介の想いが、私の心の隅々まで鮮やかに彩っていく。心の奥底から沸き起こる震えは、もう自分では止められない。

　ああ……もう限界だ。こんな優しさに、ぬくもりに、向けられる想いに、これ以上どう抗えと言うんだろう。

「きょ、きょう、すけぇ……」

　彼の名を呼んだ声は、震えを隠しきれなかった。

　私はもうこの人の前で心を偽るなんてできない。

　好きだ。私、どうしようもなく恭介が好きだ。

　誰に恨まれても、後ろ指を指されても、この恋心に嘘をつくなんてもう無理だ。

「……好き」

　肩を震わせながらギュッと目を閉じ、振り絞るような声で口にした。

　頬を撫でる恭介の指が、わずかに震えたのがわかる。

「どうしよう。恭介が好きだよ……」

　掠れた声が消え入るのと同時に、私の瞳から涙が溢れ出した。一度こぼれたらもう止まらず、次から次へと涙の滴が頬を伝う。

　恭介はギョッとしたように大きく目を見開いた。

「バカ、なんで『どうしよう』なんだよ」

　そう言いながら、私を軽く抱き寄せる。

　少し屈まる恭介の胸に、私の頭はすっぽりと収まってしまう。

　私の髪を弄ぶようにサラサラと指に通しながら、恭介が私にはっきりと言ってくれた。

「大丈夫だよ。安心しろ。俺のこと好きになってどうしよう、なんて言わせない。ちゃんと決着つけるから、奏美の望み通り、お日様の下を堂々と手繋いで歩こう。心配するな、俺に任せろ」

「そ、そんな簡単に……」

「大丈夫だって。信用しろ」

　一度結んだ縁を清算するのが、そんな簡単なわけがない。自信に満ち溢れた恭介が、私の常識では呑気すぎて理解に苦しむ。

　だけど、とても力強く私を包み込んでくれるから、無条件で信じたくなる。

　恭介がそう言うなら、きっと大丈夫。恭介が私にくれる思いが本物だと感じるから、私はこの人をこの先ずっと信じていられる。

「……うん」

　頷いて、そう返事をした。

　恭介は綺麗な微笑みを浮かべ、ゆっくり顔を近づけてくる。一度ドキッとしてから、私もそっと目を閉じた。

　軽く唇を触れ合わせるだけの優しいキス。心に広がるのはじんわりとした温かさで、私はジンジン疼く罪悪感と背徳感を心の片隅に押し隠した。

　こんなの、許されちゃいけないことだ。

　人ひとりを不幸にしてまで求めた恋の代償。

　私は償わなければいけない。

　だから神様――。私、地獄に堕ちてもいい。穏やかな死に方ができなくてもいい。

　他の幸せなんかなにもいらないから、どうかどうか恭介だけは私にください――。




　シャワーを浴びながら、全身が心臓になったかのようにドキドキバクバク拍動するのを抑えられなかった。気を抜くとペッタリとその場にへたり込んでしまいそうなくらい、緊張してるのがわかる。

　あああ……。どうしよう……。

　シャワーのお湯を止めようと、コックを捻る手も震えて力が入らない。

　心臓が猛烈な勢いで打ち鳴って、口から飛び出てきそうだ。

　今朝。ほんの十時間ほど前に、私は恭介と、この恋に堕ちる覚悟を決めた。

　だけど、恭介がちゃんと紫乃さんとの関係を清算するまでは、一線を越えるべきじゃない。そう思っていたのに、恭介があまりにサラッと誘うから、肩を抱かれるまま流されて一緒にホテルに来てしまった。

　先にシャワーを浴びた恭介は、あまりにも妖艶な、しどけないバスローブ姿を惜しみなく披露してくれた。それだけでいっぱいいっぱいになって、これからここで起きることを妙にリアルに想像して、シャワールームに逃げ込んでしまった。

　どうしよう。ほんと、泣きたいくらい緊張する。

　頭の中でこれでもかってくらい繰り広げられる妄想のせいで、自分で自分を追い詰めているような気がしてならない。大きく深呼吸して鼓動を鎮めようとするけれど、顔の火照りも全身の脈動も治まらない。

　恭介に聞かれてしまった最悪な失言の通り、私は今、素で悪い女になっている。

　人ひとりを不幸にする。そうわかっていて、恋心を抑えられなかった。

　恭介が好き。そう告げた時、私はこの先起こるすべての苦しみを覚悟した。

　私にそう言わせた恭介も、呑気な顔をしていても、私以上に苦しい覚悟を固めたはずだ。

「もう私と恭介は、運命共同体なの」

　そんな言葉で自分を鼓舞した。

　もう迷ってる場合じゃない。自分から進んで堕ちてしまった以上、なにを捨てても手に入れたかったものを大切にするしかない。

　急いで下着とバスローブを身に着け、思いきって一歩部屋に踏み出した。

　小さなソファに身を沈めていた恭介がフッと顔を上げた。その視線がまとわりつくように感じる。

　壊れそうな胸を押さえるように胸元の袷をギュッと握りしめて、私は恭介の前で足を止めた。

「長いな、風呂。のぼせてるんじゃないかって、あと一分したら覗きに行こうかと思ってた」

　からかうようにクスッと笑う恭介にも、いっぱいいっぱいで言い返せない。

　膨れ上がる緊張を抑え込むように、私は自分から恭介に抱きつき、その唇につたないキスをした。

「っ……。なに？　積極的だな。怖がってるんじゃなかったのか？」

　怖がって震えを抑えられずにいる私に、恭介は余裕の笑みを浮かべて意地悪に探る。

「こ、怖くない」

　俯いて、強がる言葉でごまかすと、恭介は軽く口角を上げて私を覗き込んだ。

「……初めてのくせに」

「だ、大丈夫だから。……は、早くっ」

　本当に逃げ出したくなる前に、逃げ道を断ってほしかった。

　恭介はわずかに眉を寄せ、次の瞬間、私を軽々と抱き上げた。あっという間にベッドに組み敷かれ、私を腕で囲い込む恭介を見上げた。恭介のバスローブは軽くはだけていて、覗いて見える胸元から私は慌てて目を背ける。

「……あのなあ、奏美」

　恭介がちょっと呆れた声で私を呼んだ。そのままの体勢で、髪をまとめていた私のシュシュをスッと抜き取り、優しく髪を撫でてくれる。

「初めてなのに、そんな急ぐように終わらせていいのか？」

「だ、だってっ……」

「奏美。俺は、別に身体が欲しいわけじゃない。ゆっくり、心もほぐしてやりたいんだけど」

「っ……」

　溜め息混じりの温かい言葉に、思わずまっすぐ恭介を見上げた。

　私の視線を正面から受け止めた恭介が、フッと柔らかく微笑む。

「……わかってるよ。まだ紫乃のこと片付いてないのに、俺とこんなことしていいのか、って葛藤してるんだろ」

　私の心、やっぱり全部見抜かれてる。

　ほんの少し悔しくて、私は恭介から目を逸らした。

「でもね」と恭介が私の額を撫でて、軽く前髪を退かしてくれる。

「だからこそ……誓っておきたい。『俺にはお前だけだよ』って」

　真剣な顔でそう言った後、恭介は今まで私が見たこともないような、はにかむような笑みを浮かべた。その見慣れない表情に、胸がキュンとしてしまう。

「……あんまり見るな。これでも、結構小っ恥ずかしいんだ」

「……フフ」

　意外にも本気で照れてるのが感じられて、思わず小さな笑い声を上げると、恭介は一瞬唇を尖らせる。

「でも、まあ……。言った通り、すぐに身体が欲しいわけじゃないし、そこまで奏美が怖がってるなら、無理強いはできないから」

「え？」

「今日は、帰ろっか？」

　シレッとそう言ってニッコリ笑う恭介の腕を、思わずギュッと掴んでしまう。

　恭介は私の手をチラッと見やってから、笑顔のまま首をかしげた。

「ん？　どうかした？」

「い、意地悪っ!!」

　半分泣きそうになって、頬を真っ赤にしながらそう叫んだ。

「緊張してるよ。怖いよ。ほんとにいいのかって迷ってるよ！　でも、仕方ないじゃない……」

　肘を立てて軽く上体を起こしながら涙を堪える。恭介はキュッと唇を結んで黙り込んだ。

「で、でも私だって恭介が好きだから。この気持ちが大事だから……私だって地獄に堕ちる覚悟で……」

「地獄、って。奏美、大袈裟……」

「茶化さないで！　だから……今、こうやって恭介の前にいる以上、私は逃げるつもりもないのっ！　だから……」

　真っ赤な顔を泣きそうに歪める私に、恭介は何度か目を瞬かせた。

「……こんな緊張するシチュエーション、もう一度仕切り直し、なんて無理……。意地悪……」

　目を伏せて睫毛を震わせながらそう言った私に、恭介はフフッと笑った。

「わかった。……じゃあ、抱いていい？」

　軽く抱き寄せられ、わずかに低めた声が耳元をくすぐる。胸がドキンと大きく高鳴る。それでも私は思いきって小さく頷いた。そして、もっと意志を伝えるように大きく縦に首を動かした。それを合図に……。

「ＯＫ。……じゃ、イタダキマス」

　からかうようなそんな言葉を私の耳に囁きかけて、恭介が私をゆっくりベッドに押し倒す。天井を見上げた私の視界を遮るように身体の重みを私に預けてきた。




　ベッドサイドの小さな電気だけが灯る、妙に幻想的な茶色い光に包まれた部屋。

　私が先に呼吸を乱した後、少しずつ同じように乱れていく恭介の吐息を肌で感じた。

　ふたりの息遣いと、シーツが擦れる音。肌と肌が重なりぶつかる音……。

　私の耳は、そんな非日常的な音に支配される。

　――恥ずかしい。どうしようもなく、恥ずかしい。

　触れられるだけで、声が漏れてしまう自分をどうしていいかわからない。

　唇を噛んで声を抑えようとした私に、恭介はわずかに苦笑した。

「バ～カ。なに我慢してんの。……聞きたくてやってるんだから、ちゃんと聞かせろ」

　意地悪にとびきり甘く耳元で囁かれて、私の身体がビクッとしなる。

　私の反応に満足したように、恭介はクスッと吐息混じりの笑い声を漏らす。

「ほら……奏美」

「っ……あ……」

　ゆっくりと柔らかく唇を塞がれ、声を気にしている余裕なんか吹き飛んだ。

　初めて知った他人の肌のぬくもりは驚くほど心地よくて、重なる肌の境界線は、そのうちわからなくなった。

　いつもの緩さからは想像できないくらいの情熱を迸ほとばしらせて、すべての〝幸福〟を与えてくれる恭介に、私は一秒ごとに堕ちていく。

　宣言通り、恭介はとてもゆっくり丁寧に、私の身体も心もほぐしてくれた。

　緊張と不安、恐怖で強ばっていた身体は、いつしか熱情と期待、喜びで高鳴る鼓動に震えた。

　隙間なく埋め尽くすように身体を寄せ合って、腕を、足を絡ませる。そうしていると、この広い世界に私と恭介だけしか存在していないような錯覚に陥った。

　愛し愛され、求め求められる。

　初めて感じる極上の幸せに満ち足りた気分で、私は夢の世界に誘われていった。




　人のものを奪って手に入れた幸せは、どうしたって脆もろいものだと私に言い含めるように。

　翌朝出社した私の社内メールには、朝一発目でそのメールが届いていた。

　送信者の名前を見ただけで、一度大きく心臓が騒ぐのを感じる。思わずハッとして、見慣れてしまった恭介の背中を見やったけれど、恭介の様子に変化はない。

　きっとこの間と同じように、私にしか送ってきていないのだろう。

　一度冷静に緊張をほぐしてから、私はゆっくりメールを開封した。

【今日、業務終了後、総合エントランスでお待ちします。もしいらっしゃらなければ、添付の写真を取締役総会全メンバーに配布します】

　その文面に、一瞬心臓が竦み上がった。

　ドキドキする鼓動を抑えるようにゆっくりマウスを操作し、添付ファイルを開く。

　画面に表示されたのは、昨夜の私と恭介の写真だ。私の肩を抱いて、ホテルに入る恭介の背中。彼を見上げる私の顔は、はっきり確認できる。

　私はギュッと手を握りしめて、写真を閉じて画面から消した。

　動揺して当然なのに、それなりに落ち着いていられたのは、恭介に愛されているという自信のおかげだった。










際どく危険な同棲宣言




　定時を過ぎてすぐの時間は、私の他にエレベーターを待つ人はいなかった。到着したエレベーターも無人で、私はひとりで乗り込み、グランドフロアに向かう。

　一瞬の浮遊感の後、エレベーターが下降し始めた。気圧の変化を感じながら、地上が近づくのを意識する。徐々に胸がドキドキし始めて、自分で思っているよりも緊張していることを自覚した。

　グランドフロアに到着し、足を踏み出しながら、グッと顔を上げる。そうやって、少しでも強気を保ちたかった。

　ＩＤカードをかざしてエントランスを出て、グルッと辺りを見渡す。

　私の目に飛び込む風景は、朝も昼も夜も、いつもそれほど大差はない。オフィスビルらしく、せかせかしたオフィスアワーが流れている。

　そんな中で、私はすぐその女性に目を止めた。この間、恭介とふたりでいたあのショートヘアの美人。エントランスの片隅、待ち合わせ用のソファが並ぶスペースで、その女性は長く細い足を組んで座っていた。

　やっぱりこの人は恭介の奥さんだったんだ、と確信して、一度深く息を吸い込んだ。

　緩やかに速度を上げる鼓動を意識しながら、意を決して大きく一歩踏み出す。

　だいぶ距離を詰めてから、紫乃さんはようやく私に気がつき、ソファから立ち上がった。

　お互いに姿形を見知っていても、これだけ接近してまじまじと見つめるのは初めてだ。

　紫乃さんは私が迷わずまっすぐ向かって来たせいか、ほんの少し不審な表情を浮かべたけど、正面から相対した時には、余裕のある穏やかな視線を私に向けていた。

「……初めまして。水野奏美です」

　挨拶した声は、強ばってほんの少し震えていた。それでも必死にまっすぐ見つめたままでいると、紫乃さんは口角だけ動かして笑った。

「初めまして。藤川です。……近くで見るとかわいらしい印象ね」

「え？」

　いきなり向けられた言葉に、反射的に怯んだ。

　紫乃さんは口元を隠しながらクスクス笑って、不快と言えるくらいねっとりした視線で、私の頭から足の先までねめ回す。

「人のものに手を出すような女だから、どれほどしたたかなんだろうって思ってたわ」

「っ……」

　辛辣な言葉に、さすがに息をのんで口ごもった。

　私の反応は予想通りだったのか、紫乃さんはそっと肩を竦めて先に外に向かって歩き出す。

「急に呼び出して悪かったわ。この後、仕事に戻らなきゃいけないのかしら？」

　肩越しに振り返りながら、そんなことを気にかけてくれる。それが少し予想外だった。

「いえ。……今日は全部片づけてきました」

　私の返事は、紫乃さんにとって当然だったのか。興味なさそうに「ふ～ん」と鼻を鳴らすとビルの外に出て、迷う様子もなくまっすぐ歩いていく。そして、ビルの並びにあるオープンカフェに入ると、コートを着たまま奥まったテラス席に向かった。

　どうやら、席をキープしていたらしい。テーブルの上には、ソフトカバーの本が途中のページを開いたまま裏返しに置かれていた。

　近づいてきたウェイターにカフェオレをふたつ注文してから、紫乃さんは立ち尽くしている私に椅子をすすめてくれる。

　私はほんの少しためらった後、勢いよく頭を下げた。

「あのっ……。申し訳ありません」

　いきなり謝る私に、紫乃さんは軽く眉を寄せた。

「いきなりなに？　それとも……話なんかしなくても、全面的に自分に非があると自覚してるのかしら」

　腕組みをして、細い足を組み、紫乃さんが私を睨み上げた。美人の怒った顔というのは、竦み上がるくらい迫力がある。

「もう謝り倒すしかないって感じね。……昨夜、恭介さんに抱かれたんでしょ？」

「っ……」

　利用客が少ないとはいえ、周りを気にしなきゃいけない話題だ。

　怯むことなく淡々と尋ねてくる紫乃さんに、私の足が震え出す。

　私が黙っているのを紫乃さんは肯定と受け取ったようだ。眉を寄せて深い溜め息をつくと、彼女は椅子に背を預け、ビルの隙間に覗く狭い空を見上げた。

「座ったらどう」

　有無を言わせない命令のような気がして、私は唇を噛み、言われるがままに腰を下ろした。そのタイミングで、ウェイターがカフェオレを運んでくる。

　ウェイターがテーブルから離れていくと、私はテーブルの一点を見つめたまま、思いきって口を開いた。

「私……紫乃さんには、本当に申し訳ないって思ってます」

　緊張で掠れる私の謝罪を聞きながら、紫乃さんはゆっくりスプーンでカフェオレをかき混ぜている。

「恭介に恋したりしないって、そう自分に言い聞かせてました。だから……こうなったのは、意志の弱い私の責任です」

「ふーん……。つまりあなた、遊ばれてるってわかってて、恭介さんと付き合ってるの」

「あ、遊びじゃないです！」

　紫乃さんの聞き捨てならない言葉に、思わず顔を上げてしまった。

　さっきからずっと紫乃さんのねめつけるような視線に晒され、とても居心地悪い。

「じゃあなに？　恭介さんのあなたへの気持ちが本気だっていうなら、遊び相手は私のほうって言いたいの？」

　一瞬険しくなった紫乃さんの瞳に、ビクッと身体を竦ませた。

「い、いえ、それは……」

「調子のいい返事ね。まあ、言いたいこともわかるわ。恭介さんはいい加減な男だもの。言い寄る女はいつも適当にあしらうから、勘違いする女は後を絶たない。……極悪非道の最低な男だと思うわ」

　なんでそこまで辛辣にこき下ろすんだろう……。

　そりゃ、確かに私も何度も恭介を最低だと心の中で罵った。でも、紫乃さんの言い方は引っかかる。

「恭介は、そんなひどい人じゃないです」

　思わず、思ったことをそのまま素直に口に出していた。

「恭介と紫乃さんの間にどういう経緯があるか、私はなにも知らないけど……恭介は、愛してない人と結婚を考えるような人じゃないです。だから、紫乃さんを愛した時の恭介は、本当に紫乃さんだけだったはずで……」

　うまく説明できない。だけど、たどたどしくても、一生懸命言葉を探りながらそう言った。

　紫乃さんは、恭介が一度は一生を誓った人だ。それだけでも羨ましい。

　だから、紫乃さんにだけは、恭介の愛情を疑うようなことを言わないでほしい。

　そう伝えたかったのに。

「……残念ながら、私は恭介さんに愛されたことなんか、一度だってないわよ」

　紫乃さんの低い声はまるで地面を這うようで、私はグッと膝の上で手を握りしめた。

　恐る恐るその表情を窺い見ると、険しいのにどこかぼんやりとしていて、瞳は悲しげに細められている。

　私の胸がズキッと痛んだ。『一度も愛されたことがない』なんて。そんな誤解をしてしまうほどのなにがあったんだろう。

「……水野さんは、腹が立つくらい純粋なのね。……そうよね。考えてみたら、女の敵は女じゃない。フラフラと女を食い散らす男のほうよ」

「え？」

　テーブルに頬杖をついて、クックッと小気味よく笑い出した紫乃さんに、私は思わずゾクッとしてしまう。

「し、紫乃さん……？」

　日暮れの早い秋の空。グレーを纏った小さな空には、線のような三日月が顔を出している。筋のように地上に降りてくる繊細な月明かりと、カフェの間接照明に照らされているせいで、紫乃さんの表情は美しい鬼のようにミステリアスで、私の胸にジワジワと得体のしれない恐れが湧き上がってくる。

「そうよね。浮気するような男には、天てん誅ちゅうが下ればいいんだわ」

　歪む唇から紡がれる物騒な言葉に、私は慌てる。

「紫乃さん、あのっ……」

　掴みどころのない不安に身を乗り出した時、紫乃さんはフッとそれまでの妖しさを内に潜めて、テーブルの上の伝票を持って立ち上がった。

「大丈夫よ、水野さん。痛い目見るのは恭介さんだけで十分なんだから、あの写真をばらまくような真似はしないから」

　私の横を通り過ぎながら、ほんのわずかに身を屈めて、紫乃さんが私の肩をポンと叩いた。

　なぜかよくわからないけど、紫乃さんは悟りの極致に達してしまったのか、狙いの照準を私から逸らしてしまったみたいだ。私個人としてはありがたい限りだけど、その分すべての憎しみが恭介に向いてしまっている。

　紫乃さんがどういう人かよくわからないからこそ、行動が読めなくて怖くてたまらない。

「ちょっ、ちょっと待って！」

　レジに向かう紫乃さんを、慌てて振り返った。

「恭介に……なにをしようっていうんですかっ!?」

　その背に浴びせかけた私の声に、紫乃さんはカツッと踵を鳴らして立ち止まった。そして、さっきまでの妙な雰囲気を完全に打ち消し、フッと口元で笑った。

「水野さんには関係ないわ。これは私と恭介さんの問題よ」

　紫乃さんの怒りが私から逸れてしまったのなら、そうかもしれないけど。だからって納得していい問題じゃないよね!?

「腹は立つけどまあいいわ。気が済むまでいたぶって、飽きたら夜道に全裸で転がしてやる」

　ヒラヒラと手を振る紫乃さんを呆然として見送った。

　なんだか意味不明だけど、どうしようもなく不安だ。

　紫乃さんがどんな手段をとる人間か、私には全然わからないけど、奥さんがなにをしでかすかわからないのに、放っておくなんてできない。

　これは……私、恭介を家に帰してはいけないんじゃない!?

　恭介の身を守るのは、絶対私の役目だ。でも、どうすればいい？

　現実が怒ど涛とうのように降りかかってくる感覚に、思わずクラッとめまいを起こしかけながら、私は今後どうすべきか、悶々と頭を悩ませていた。




　ビルの総合エントランスに戻り、待つこと二時間ほど……。驚きで目を丸くした恭介を捕まえて、私は一心不乱に歩いた。

　穏便に拉致計画を遂すい行こうした私は、きょとんと首をかしげている恭介に、紫乃さんと会って話したことを概略だけ報告した。歩くスピードを緩めないまま、ただひたすら説明役に回り、私は完全に息が上がっている。

　それでも恭介は涼しい顔だ。

「ふ～ん。俺の身を心配して、ねえ……」

　私に手を引っ張られたまま、恭介はプッと吹き出して笑った。

「奏美がそこまで心配してくれるのは、男冥みょう利りに尽きるが……。いくらなんでも、黙って全裸で転がされるような男じゃないぞ、俺は」

　私が大事なとこだけかいつまんで説明したせいか、恭介のほうは全然緊迫感もなく、笑いごとじゃないオチがツボにはまっているらしい。

　――なんだろう、この奇妙な温度差は。

　こっちが真剣なだけに、さすがにイライラしてくる。

「で？　俺に忍び寄る紫乃の魔の手から守ろうって気持ちは嬉しいんだけど。こんなどこで誰が見てるかわかんない状況で、堂々と俺と手を繋いでていいわけ？」

　忍び笑いしながら、恭介が私にそう問いかけてくる。赤信号に立ち止まり、私は「え？」と恭介を見上げた。

　恭介はなぜか機嫌よく、私に掴まれたままの手を軽く持ち上げる。

「これこれ。まあ、誰がどう見ても、恋人同士がイチャイチャ手を繋いで歩いてるとは思わなかっただろうけどね。色気も素っ気もなく連行されただけだし」

　そう言われて初めて、オフィス街のど真ん中で恭介と手を繋いでしまったことに気づき、私は慌てて手を離した。

「ご、ごめん！」

「俺はいいけど、奏美、社内恋愛は絶対極秘派だろ？　まあ、奏美の場合、ちょっと大げさすぎるとは思うけど」

「……は？」

　そりゃ、普通に考えて隠すのが基本だと思うけど、そんなこと恭介に話したこと、あったっけ？

　思わず首をかしげる私に、恭介は軽く肩を竦めた。

「密会の待ち合わせに、総合エントランスは向かないだろ。俺が誰かと一緒に出てきたら、どうするつもりだった？」

「……はっ」

　言われてみればそうだ。恭介に指摘されて初めて気づいたことが恥ずかしい。

　私の表情の変化をひと通りしげしげと眺めた後、恭介は呆れたように溜め息をついた。

「意味不明なくらい拒んでたくせに、始めてみるとわりと粗だらけだな、お前」

「そ、そう……だよね。ごめんなさい」

　思わず首をすぼめて謝ると、恭介は私を見下ろし、クスッと笑った。

「俺はいいって言ったろ。そんなことも気が回らなくなるくらい、奏美は俺で頭ん中いっぱいだったんだろうし」

　決して間違ってはいないけど、なんとも意味深な言い回しで、私のほうがドキッとする。

　そっと恭介の横顔を窺い見ると、狙ってわざと意地悪な言い方をしていることがわかる。それがとても悔しい。悔しいけれど。

「で？　俺の貞操を守るために、奏美はなにをしてくれるの？」

　恭介は身を屈ませるとニヤッと笑って、わざととらしく私の耳元でコソッと囁いた。

　そんなことにもいちいちドキドキする、恋愛初心者のダメな私。

「……とにかく、しばらく家に帰っちゃダメ」

　そう、当たり前だけど、危険すぎて帰せない。

　恭介は私の返事を聞いて、「ふ～ん」と腕組みをした。

「俺はどこに寝泊まりしろと？　言っとくけど、ホテルに連泊するほど金は余ってないし、ネカフェに入り浸るほど落ちぶれてもいないぞ」

　そう、きっとそう言うと思ってた。

　だから私は、恭介の言葉で、今の今まで揺れていた気持ちに覚悟を決める。

「……ウチに」

　ボソッと呟いた声は思った以上に小さくて、恭介は「え？」と聞き返してきた。

　もう一度言わなきゃいけないと思うと、心は半分ヤケになる。

「しばらくウチに来て。そうすれば、四六時中恭介を見張ってられるし」

　照れ隠しに思いっきり早口で捲し立てると、恭介は目を丸くして、「ヒュ～」と意地悪に口笛を吹いた。

「……奏美、意外と大胆なこと考えるな」

「ちゃ、茶化さないで！　だって仕方ないじゃない。変なふうに考えないでっ」

　思わず真っ赤になって唇を尖らせる。ふと上げた瞳で信号が変わったのを見つけて、私は頬を膨らませながら一歩先に踏み出した。

「……今度紫乃に会ったら、礼を言っておこう」

　どこまで本気か、背後からそんな呑気な言葉が返ってくる。途端に大きな溜め息をつきたい気分になった。

　そんなことされたら、なんのためにこんな決心をしたか、わからないじゃない。

「会わせないようにしてるんだけど!?」

「でも、決着つけるためには会わなきゃいけないだろ」

「う。でも、しばらくはダメ」

　そう、とにかく、しばらくは。紫乃さんもさっきは気が昂たかぶっていたのかもしれないし、時間を置けばお互い今よりは冷静になって話ができる……はず。

「せっかく奏美からの誘いで同棲するのに、モヤモヤしたままっつーのもな～」

　シレッとそんなことを言う恭介に、頭の中が小噴火を起こした。

「ど、同棲って！　なに、呑気なこと言ってるのよ！」

　口に出すだけでも恥ずかしいのに、息をするように軽く言わないでほしい。

「違わないだろ。愛し合う恋人同士、ひとつ屋根の下。起きるのも寝るのも食べるのも風呂も一緒」

「そんなことまで一緒にしませんっ」

　一度立ち止まり、真っ赤な顔で膨れっ面をして、私はキッと恭介を睨んだ。

　さすがに恭介も肩を竦め、軽く両手を上げて私に降参のポーズをして見せる。

　ほんと、恭介のこと、いい加減な男だと思いたくないのに。

　どうして恭介はこんなに緩いんだろう。

　私のことを大げさだって呆れるけど、私からしたら恭介は軽く考えすぎだ。

　なんだか、私と恭介の心は、微妙にズレて噛み合っていない気がする。

「……なあ、奏美」

　横断歩道を渡り切って、地下鉄に向かう階段に足を踏み出した時、恭介が遠慮がちに私を呼び止めた。「ん？」と振り返ると、恭介は軽く私から目を逸らし、指先でポリッとこめかみを掻いた。

「風呂一緒……はとりあえず置いとくにしても。さすがにそう何日も、この間みたいに床でうずくまって寝るのは勘弁だからな」

「……うん？」

　そう言われて、初めて恭介がウチに泊まった夜を思い出した。

　あの時は確かに窮屈な寝方をさせてしまった。あれを強いるわけにいかないのは、私だってわかっているけれど。

「ってことは、寝るのは一緒だよな？」

「……は？」

「奏美のベッド狭いし、相当くっついて寝ることになると思うんだけど。……自制しなくていいよな？」

「なっ……！」

　わずかに低めた声で聞かれて、ボッと音を立てて顔が熱くなるような気がした。

　どうして!?　どうして恭介はこの状況でそんなこと考えられるの!?　どこまで緩い男なのよーっ！

「いいわけないでしょ!?　そもそもそんなつもりでウチに連れてくんじゃないんだってば！」

　半分呆れ、半分怒りを込めてピシッと言い渡すと、「はあっ!?」と恭介が抗議めいた声を上げた。

「なんっっだ、それ！　そんな禁欲的な同棲、拷問でしかないだろうが!!」

　怒涛のような勢いで異議を申し立てる恭介に本気でめまいがして、身体から力が抜けていくような気がした。

「だ、だからいい加減にして！　同棲じゃないって言ってるでしょっ。それともなに？　恭介は裸で外に転がされたいの!?　近隣住民に発見されて通報されて、仕事クビになりたいの!?」

　言い返す私まで、鼻息荒くなりそうだ。

　私の反論を聞いて、恭介もさすがにグッと言葉に詰まった。

「……あー、はいはい。さすがにそれは想像するだけでも惨めだよな……」

　肩を竦めて大きな溜め息をつく恭介に、私のほうが溜め息をつきたい気分だった。




　前途多難な予感しかしないまま始まった〝同居生活〟は、案の定、初日の夜から大騒ぎだった。

　ここにきても〝一緒に風呂〟を要求する恭介をなんとかなだめすかし、先にバスルームに追い込むと、私は洗い物を積み上げたシンクの前で、ガックリと肩を落とした。

　バスルームからシャワーの水音が聞こえてくるとようやくホッとして、次にはすぐドキドキし始める。

　同棲なんて言い方はとても不本意だけど、いつもは私だけの空間に、当たり前に恭介の気配がある。

　ドキドキしないわけがない。今日から私は恭介と本当に四六時中一緒なんだから。

　私までこの生活を同棲と意識してしまう。

　食器を洗おうと蛇口をひねり、ザーッと水を出したまま、ポーッと宙を見上げ……。

　違う!!

　慌ててブンブンと首を横に振り、流されそうな思考回路を軌道修正した。

　恭介の緩さに巻き込まれてどうする。恭介があんなだから、より一層私がしっかりしなきゃいけないのに！

　浮かれている場合じゃないと自分を叱咤し、気合を入れて食器洗いを始めようとした時。

「なあ、奏美……」

　背後から呼ぶ声がして、首だけ動かし振り返る。その途端、手にしていた食器をシンクにガチャンと落っことした。

「あ！」

　反射的に後ずさって、恭介と向き合ってしまう。

「あ、食器割れてない？」

「なっ……！　なっ……なんて格好してんの、恭介っ!?」

　手に泡をつけたまま、私は恭介から逃げるように隣のガス台のほうへ一歩移動した。

　私の焦りなどまったく気に留める様子もなく、恭介は「ん？」と小首をかしげている。そして、シンクを覗き込み、食器が割れていないかを確認したようだけど。

「恭介っ！　そんな格好でウロウロしないで！　ふ、服くらい着てから出てきてよっ……！」

　さらに彼から逃げるようにスライドし、私の背中は冷蔵庫とお見合いしていた。

　心臓は、ドッドッと大きな音を打ち立てている。両手で顔を隠しながら、指の隙間から覗いて見える恭介に、私は必死になって怒鳴った。

　恭介は、腰にタオルを巻いただけのあられもない格好のまま、ムッとしたように腰に手を当てた。

「俺だってこんな変態みたいな格好でウロウロしたくないけどね。着替えがないんだからしょうがないじゃん」

　溜め息混じりにそう言われ、私はハッと我に返る。

「俺が風呂入ってる間に、用意しといてくれるって言ったの、奏美だろ」

　不機嫌に唇を尖らせ、ほとんど裸の格好で、恭介は私の前で仁王立ちしている。

「そ、そうだった。ごめんっ……」

　確かにそうだ。私はそう言って恭介をバスルームに追い払ったんだった。つまり私が持っていかなかったせいで、恭介は裸同然で出てくる羽目になったというわけだ。

　ウチに来るまでにコンビニで下着だけは購入したけど、さすがに着替えまでは揃えられなかった。私のクローゼットから一番大きい服を探しても、恭介が着られるか微妙なとこだけど……。

「す、すぐ準備するから、恭介はバスルームに戻ってて！」

　なるべく恭介を見ないようにクルッと背を向け、室内に戻ろうとする。ところが、前をしっかり見ないまま足を踏み出したせいで、私は恭介にぶつかってしまった。

「あ」

　短い声を発したのは、私も恭介もほぼ同時だった。視界で白いものが動くのにつられて、私は恭介と同じように視線を上から下に移動させていく。

　床に落ちていたのは、今、恭介が唯一身に着けていた頼りないタオル。

　当然、私の目の前に立っている恭介は、正真正銘のすっぽんぽんで……。

「……奏美。さすがにそんなに凝視されると、俺も恥ずかしいんだけど……」

「き、きゃあああっ!!」

　恭介の照れる声なんか掻き消すように、私は絶叫していた。




　私が入浴を終え、明かりの消えた部屋に入ると、ベッドから静かな寝息が聞こえてきた。足音を忍ばせベッドに近寄り、恭介が眠っているのを確認してから、私はようやくホッと肩の力を抜く。

　時計で時間を確認すると、もう午前一時になろうとしている。私は暗い部屋の真ん中で、大きく深い息を吐いた。

　……疲れた。なんて長い一日だったんだろう……。

　身体よりも、忙しなく動き続けた神経のほうがすっかり疲ひ弊へいしていた。ひとり呑気にベッドで眠っている恭介に、わずかにムッとして、ジトッと睨みつけた。

　この〝同居生活〟はまだ始まったばかりだというのに、この数時間で私の寿命は一気に縮まった気分だった。

　この間の恭介のように床にうずくまって窮屈な格好で寝たくなんかないけど、あんなハプニングの後で一緒のベッドに入り込めるわけがない。

「はあっ」

　もう一度深い息をつく。しっかり乾かした髪を掻き上げながら、クローゼットから予備の掛け布団を引っ張り出す。そして床にペタンと座り込み、ベッドに背を預けた。

　蓑みの虫むしみたいに布団にくるまり、ゆっくり目を閉じる。

　静かな闇の中、聞こえてくるのは恭介の規則正しい寝息と、私の心臓の音くらい。

　ああ……こんな生活いつまで続ければいいんだろう。もうすでにいっぱいいっぱいで、弱気な自分に不安がよぎる。

　いや、弱音を吐いてる場合じゃない。これも恭介の身の安全のため。ウチに無理矢理連れてきたのは私なんだから、このくらいの不自由は乗り越えないと……！

　改めて自分にそう言い聞かせた時、恭介が寝返りを打ったのか、背後でベッドが軋む音がした。

　そして、次の瞬間……。

「……なんでそんなとこで寝ようとしてんだよ。ちゃんと入ってこいって言ったろ？」

　そんな不機嫌な声と同時に、後ろから両脇に差し込まれた腕にグッと引っ張り上げられた。

「ひゃっ……!?」

　ギョッとした時にはにベッドに引きずり込まれ、布団の中で恭介と向かい合っていた。片肘を立て、ジットリと私を見つめる恭介に、ドキンと鼓動が跳ね上がる。けれど恭介は眉間に皺を寄せ、フウッと息をついた。

「ば～か。奏美が本気で俺の心配してくれてるのわかってるのに、俺だって見境なく手出そうなんて思ってないよ」

　恭介は呆れたような声で私をそう咎めてから、私にそっと手を伸ばした。その手が優しく私の頭を撫で、指が髪を梳すく。

　そんな仕草にもドキッとしながら、私はおずおずと上目遣いで恭介を見つめた。

「きょ、恭介……」

　少し戸惑いながら、彼の胸にそっと両手を置く。恭介はフッと目を細めて笑った。

「信用しろって。変な警戒しないでちゃんと隣で寝ろ」

　コツンと額をぶつけられて、私は反射的に目を閉じた。再び開くと、恭介がクスクスと小さな笑い声を漏らしていた。

「……ごめん」

　いい加減だ、緩いなんて心の中で罵ってばかりだったけど、恭介がこうして呑気でいてくれるから、私もこれ以上思い詰めずに済んでいるのかもしれない。私と同様に恭介が慌てて焦っていたら、きっと私の不安はもっともっと煽られていることだろう。

「し、信用してないわけじゃないんだよ？　……でも、やっぱり緊張するし……」

　言い訳みたいだと思いながら呟いた声は、最後まで言い切れないまま尻すぼみになる。恭介は笑ったまま、私の髪をひと房掴むと、自分の口元に持っていった。

「そりゃ、全面的に安心しろとは言わないよ。俺、男だし。……今だって理性総動員してるしね」

「っ……」

「だから、そこで固まるなって。しょうがないだろ。好きな女がそばにいれば、男なら誰だって同じだよ。……ただ、そうガチガチに肩肘張るなって言ってんの」

　恭介はそう言って、自分の手に掴んだ私の髪にそっとキスをした。

　目の前でそんな仕草を見せつけられ、私の鼓動が怖いくらい高鳴り始める。彼の胸に置いた手を、無意識にキュッと握り締めた。

　恭介は私の髪を唇に当てたまま、私を上目遣いに探るように見つめた。そして、クスッと笑って表情を和らげる。

「……頑張ってますんで、このくらいは許してください」

「も、もう……」

　真っ赤になった顔を必死に俯け、恭介から隠す。

　彼は私の頭上でクスクス笑いながらゆっくり私の髪を離した。

「おやすみ、奏美」

　ちょっと気だるそうな声が耳に届く。そっと目を上げると、恭介は入れ違いで目を伏せていた。

「……おやすみ」

　ワンテンポ遅れて私も挨拶をする。それに応えるように、彼が口角をわずかに上げたのを見て、私は……。

「……っ……？」

　そっと重ねた唇の先で、恭介が息をのむ気配を感じた。

　ゆっくり唇を離して目を開けると、恭介がパチパチと何度も瞬きをしている。

「キ、キスだけ、なら」

　自分の言動のすべてが照れくさくてたまらない。だけど、恭介がとても嬉しそうに目を細めて私を見つめるから、思いきってもうちょっとだけ彼に身体を寄り添わせた。

「……了解」

　低くちょっと掠れた囁きと同時に、恭介の腕が私の身体に回された。腰をクッと引き寄せられ、わずかに怯む私にかまわず、今度は恭介から唇を寄せてきた。

「んっ……ふ……」

　しっとりと覆われた唇から、鼻を抜けるような声が漏れてしまう。それを合図に、恭介がキスを甘く深めていく。小さな声と吐息を漏らしながら、私も応えるように絡ませる。

「っ……、終了っ」

　そんな声と同時に唇を離しながら、恭介が私を自分の身体から引き剥がした。そのまま勢いよく私に背を向けると「おやすみっ」と言い捨てる。

　目の前の大きく広い背中を、私はドキドキしたままぼんやりと見つめて……。

「おやすみ、恭介」

　今度こそ最後の挨拶をして、恭介の背中にコツンと額をぶつけた。

　恭介は私に背を向けたまま……。

「……はああ……」

　なんだかとても深い溜め息をついた。




　その週の金曜日、帰り支度をしていた時、高津からご飯に誘われた。

　帰りはビルの社員専用ラウンジで読書をしながら恭介が仕事を終えるのを待つつもりでいたけど、恭介のほうはまだまだ仕事が片づく様子ではない。

　高津とご飯食べて、お店を出る頃には恭介の仕事も終わってるかな。

　頭の中で目まぐるしくこの後のスケジュールを組み立てながら恭介にメールを入れると、【行っておいで】と短い返事が戻ってきた。

　なんとなく目を上げて背中を見つめると、恭介はパソコンに向かった姿勢のまま、軽くヒラヒラッと左手を振った。それが私に対する合図だと気づいて、私は一瞬瞬きしてから、慌てて辺りを見回す。だけど、みんな自分の仕事のラストスパートにかかっているようで、私と恭介のちょっと秘密の合図に気づく人はいなかった。




　私と高津はビルの商業フロアにあるイタリアンレストランに入った。

　ビールとパスタをオーダーして向かい合った時、「この間さ」と、高津が頬杖をつきながら切り出した。

「水野、雰囲気変わったな、って言ったじゃん？」

「？　うん？」

　そんなこともあったな、と思い出しながらぼんやり頷くと、高津はわずかに身を乗り出してニヤッと笑った。

「百瀬が、『絶対彼氏ができたんだ！』って言ってるんだけど」

　おしぼりで手を拭きながら聞き流そうとしたのに、ドッキ～ンと鼓動が大きく跳ねてしまう。

「えっ……、なんで？」

　心の動揺を隠しながら、私は無意味に手を拭き続ける。

　高津は黙ったまま、ニヤニヤと私を観察していた。

　ああ……ほんと、その目つき、居心地悪い！　でも、まあ……相手が恭介だとバレなければ、〝彼〟ができたこと自体を隠す必要はない。

　なにより、恋愛初心者の私がごまかし通すのは、至難の技だろう。

　一応、断固否定はしておきたいけど、今の私と恭介の生活は、恭介が言う通り〝同棲〟というのが一番近い。

　自分よりも大切に思う人がいつもそばにいる生活なんて、今までもちろん経験がない。同棲のつもりで始めた生活じゃないけど、いつも恭介がいるということにキュンとしてしまうのは事実だ。

　店員さんがビールを置いて離れていくタイミングで、「実は」と切り出した。

「ちょっと前から、付き合ってる人がいる」

　私にとっては世紀の告白でもあったのに、高津はまったく驚かない。

「誰？」

「ちょ、直球だね……」

「隠すことないじゃん。同期なんだし、こっちだって社内恋愛内緒にしてもらってるんだ。お互い様だし」

　それは高津の言う通りだけど、私のほうは〝内緒〟なんてかわいい社内恋愛じゃない。

　既婚者の恭介が相手。

　いくら親しい同期とは言っても、応援してもらえる恋じゃない。

　恭介が呑気なせいで深く思い詰めずに済んでるけど、普通だったら相当の修羅場を繰り広げている状況のはずだ。簡単に相談して、高津やももちゃんを巻き込むことになったら申し訳ない。

「……もう少し落ち着いたら、ちゃんと話すよ」

　そのひと言でこの話題は切り上げ、あとは当たり障りない会話で食事を進めたのだけど……。

　食後のコーヒーを飲んでいた時、高津の携帯が鳴った。スーツの胸ポケットから聞こえる電子音に気づき、高津はすぐに応答する。

「あ、お疲れさまです。……終わりましたか？　こっちもグッドタイミングです」

　高津の声を聞きながら、もしかしてこの後、用があるのかな？と感じた。

　あまり聞き耳立てちゃいけないかな、と、頬杖をついてぼんやりと窓の外に目をやる。けれど、高津はわりとすぐに通話を終えた。

「出る？」

　まだコーヒーが残っているけど、一応気遣ってそう尋ねる。「いや」と、高津はゆっくり自分のカップを持ち上げた。

「あと五分もしたら、迎えが来るから」

「ああ……。ももちゃん？」

「俺じゃなくて、お前の」

「え？」

　思わず目を見開き、高津の携帯が入っている胸ポケットに視線をずらした。そんな私に、高津は上目遣いでニヤッと笑う。

「実はね、今日誘ったのは、頼まれたから」

「え……？」

「『俺の仕事終わるまで、一緒にいてやってくれ』って、桜庭課長から」

「……えっ？」

「今の電話、課長から。仕事終わったから、って」

　――えええっ!?

　思わず目を剥く私を、高津は肩を揺らしてクックッと笑った。

「そりゃ、相手上司だし。俺よりは人目を憚らなきゃいけないのかも、だけどさ。いいじゃん、課長。まあ、相当妬まれるだろうけどな、非公認親衛隊に」

「ちょっ……高津っ」

　オフィスは同じビル内にある。今周りのテーブルにいる人たちも、実はうちの社員かもしれない。こんなところで恭介が話題になったら、どこでどんな噂されるか……そう思って、慌てて高津を止めたのに。

「別に、困ることないじゃん。お前も課長も真剣なんだろ？」

「だ、だから隠さなきゃいけないんじゃない」

　恭介といい高津といい、男はどうしてこんなに呑気なんだろう。

　自分で言いたくないけど、私と恭介の関係は明らかに不倫と呼ばれるものだ。しかも真剣だからこそ、大問題に直面してるわけで……。

「と、とにかく、きょ……課長が来ちゃうなら、せめてお店は出ないとっ……」

　店内は週末の夜だけあって満席だ。いやでも目立つし、リスクが高すぎる！

　私は慌てて腰を浮かせた。その時。

「お待たせ。高津、悪かったな、変なこと頼んで」

　出入口からこっちに向かってくる恭介の姿を見つけて、私は身体を硬直させた。

　声をかけられた高津は、ニコニコしている。

「全然。水野とメシくらい、お安い御用です」

「ああ、そうだよな。今までもしょっちゅうだったって聞いてるし」

「……課長、俺に妬かないでくださいよ？」

　わずかに引きつる高津を横目に、恭介はフンと鼻を鳴らした。

「まあ、助かったから今は許す」

「……課長って意外と情が深いんですね」

「お前も見ならえ。惚れた女は大事に扱わないと」

　あまりに普通の顔でサラッというから、からかった高津のほうが口ごもった。

　そして呆然と聞いていた私も、我に返ると同時に顔から火を噴きそうになる。

「課長っ!!」

　止めようと声を上げた私の前で、恭介はすっと姿勢を正した。そして財布からスマートに紙幣を出し、高津の前に滑らせる。

「あ、課長、いいですよ」

「助かった。サンキュ」

　お礼と共に渡されては、高津もそれ以上拒まない。「ごちそうさまです」と返す声を背に、私は恭介に連行されるようにお店を後にした。




　ほんの少し意識して間隔を開けて隣を歩く。

　冷たい夜風が一瞬強く吹いて、私は亀のように首を縮めて暖を取った。そして、そのまま唇を尖らせる。

「もうっ、恭介！　……ちょっとは周りを気にしてよ」

　そう文句を言うと、「ん？」と相変わらず緩い返事が頭上から降ってきた。

「恭介だって、社内で噂になったら困るでしょ」

「なんて？」

「だから……遊び人、とか、浮気者、とか……」

　さすがに声を潜めながら呟くと、恭介はわずかに肩を竦めた。

「そりゃ、身に覚えのない陰口はムカつく」

　――まずはこの辺から意識改革が必要なのかもしれない。

　私はわざと大きく深い溜め息をついて話題を引き取ると、チラッと恭介の横顔を見上げた。

　この恋を正当化しようとは思ってない。世間的に認められる関係じゃないことも、重々承知だ。

　それでも、この恋心だけは誰にも否定されたくない。

「……好き」

　見つめていたら切なくなり、私は無意識にそう呟いていた。

「え？」

　声が掠れて消え入ってくれたおかげで、恭介の耳には届かなかったようだ。

　我に返ると照れくさくて、私は思いきり首を横に振り、恥ずかしすぎる独り言をごまかした。

「えっと……そうだ！　恭介、ご飯どうする？　恭介はこれからだもんね！」

　無駄に元気に声を上げて尋ねると、「ん」と短い声が返ってきた。

「適当でいいなら、作るけど……あ、せっかくだから、デパ地下でお惣菜買ってく？」

　向かう先には、言わずと知れた東とう京きょう駅えきが見える。週末だし、彩りのいいお惣菜を買って帰って、いただきもののワインで乾杯するのもいいかもしれない。

　我ながらいい考えだと思って、私は一歩大きく踏み出してから恭介を振り返った。

　カバンを左脇に抱えて、右手をパンツのポケットに突っ込んだ恭介が、目を細めて私を見つめている。

「食べ物はいいかな」

「え？　お腹空いてない？」

　一瞬戸惑う私に、恭介が大股一歩で近寄ってきた。そして、なんのためらいもなく、右腕で私を抱き寄せる。

「っ！」

　ふわっと恭介の胸に飛び込みながら、頭の中が真っ白になりそうになる。そんな私の心中を知ってか知らずか、恭介は私の耳元で囁いた。

「奏美を食べたい」

　あまりにベタなセリフだと思っても、初めて言われればドキドキするし、どう切り返していいか困る。

「な、なに言ってるの……」

　明るく笑って冗談にしてしまえばよかったのに、私が返したのはあまりに素の反応だった。

「週末くらいは、キス以上も解禁してほしいな。……ダメ？」

「そ、そんなことっ……」

　甘えるように聞くの、反則!!

　レストランで人目を気にするどころの騒ぎじゃない。

　週末の夜、少し早めの時間帯は飲み帰りにしては中途半端。だけどオフィス街の人通りは少なくない。

　なのに、こんな道端で抱き寄せられて、なんとも際どいセリフを囁かれたら……。

　理性と本能が崖っぷちでせめぎ合う。

　恭介は返事を待つのに焦れたように、小さな音を立てて、私のこめかみにキスをした。

「っ……」

「奏美、焦らしすぎ」

「……バカ、こんなとこ誰かに見られたらっ……！」

「みんな自分のことで精一杯だよ。見ろ、周り。カップルだらけだし。……俺たちじゃなくても、誰かがそのうちイチャつき出すって」

「もうっ……恭介の、バカ……」

　心がとろけるって、こういう感じなんだろうか。恭介の思うがままで悔しいけど、本気で拒める女がこの世に存在するとは思えない。

「……見られるの、嫌だ。早く帰ろ？」

　恭介の胸に手を置いて身体を離しながらそう言うと、「え？」と恭介が目を丸くした。

「……見られたくないことしていいの？」

「それはっ……その……」

「……カモがネギ背負しょってきた」

　なにをわけのわからないこと言ってるんだろう。

「恭介っ、帰ろう」

　思いきり真っ赤な顔を伏せて人目を避けながら、私は地下に降りる階段に恭介を引っ張り込んだ。




　週明け、午後の定例会議が終わると、課員は我先にと会議室から出ていった。

　その先頭を切って飛び出すのは羽村さんだ。きっと、来週の会議に向けて、今日恭介から指摘された部分の見直しを急ぎたいのだろう。

　ここ最近、恭介はほんのちょっといつもの緩さが緩んだ。いや、緩いんだけどピリッと締まっている感じがあって、会議や打ち合わせでは辛口のツッコミを繰り出したりする。誰もが聞き流し、発表者本人ですら盲点でしかなかった〝落とし穴〟を、相変わらず緩い雰囲気でズバッと突いてくるものだから、総合職社員にとって会議は戦々恐々だ。

　そんな恭介の変化は、宇宙開発部だけでなく他の部署でも噂されている。

　外されたままの結婚指輪を邪推して、『離婚して独身に戻るから』とか、『すでに部長あたりからいいとこのお嬢さんを紹介されている』とか、根も葉もないことをまことしやかに囁かれているのだけれど。

　他の課員に遅れて会議室のドアに手を掛けた私は、室内に残って高津にアドバイスをしている恭介をチラッと振り返った。

　高津が抱える入札の件で、結局恭介が専門家を紹介することになったので、きっとその詳細を説明しているんだろう。高津が真剣な顔でメモしている。

　高津が身を屈める横で、恭介は軽くテーブルに腰かけている。ふとした拍子にメモを指さし、要点を指摘する締まった表情に、つい見惚れてしまった。

　ポーッとする私の視線に気づいたのか、恭介がふと目を上げて私の姿をとらえた。慌てて目を逸らそうとすると、フッと口元を歪めて微笑まれ、射抜かれたように立ち尽くしてしまう。

　自分でも、正直すごいと思う。二十四時間ずっと、私は恭介にドキドキしているんだから。

　仕事中は、頼れる上司の姿にときめいて、家ではちょっと意地悪にからかいながら、甘やかしてくれる恭介に胸を高鳴らせる。

　時々……オオカミになる時は、強引だけど優しくて、とろけそうな甘い言葉を照れもせずに何度も口にしてくれる。

　そして今も、ただ微笑むだけで恭介は私を釘づけにして……それに気づいた高津のほうがニヤッと意地悪に笑った。

「水野、俺、出ていこうか？」

「へっ？」

「すっげー物欲しそうな顔で課長のこと見てるから」

「なっ……！」

　厄介なヤツに知られたものだと思う。

　カアッと顔が熱くなるのを感じた瞬間、恭介が口元を押さえてブッと吹き出して笑った。

「やれやれ。困った部下だなあ……」

「しっ……失礼しますっ」

　これ以上からかわれたら、たまったもんじゃない。しかも、私が知る中でも部内でツートップを張る意地悪な男ふたりに。

　慌ててバタンと音を立ててドアを閉めると、悔しいことに中から大爆笑する声が聞こえてきた。

　大きく頬を膨らませ、赤提ちょう灯ちんみたいになりながら、私は静かな廊下をズンズン歩いてオフィスに戻った。

　私が言い出したことだけど、ほんと四六時中恭介と一緒だから、この二週間、なんかもう……私は恭介でいっぱいだ。

　そんなつもりじゃなかったのに。

　現実を忘れて、自分が幸せな恋愛映画のヒロインにでもなったかのように、恭介に愛される喜びを堪能している。

　あああ……完全に幸せボケ。

　私と恭介を取り巻く現実的な問題は、まだなにひとつとしてクリアしていないのに。

　流されている場合じゃない。こんな状況だからこそ気を引き締めなきゃいけないのに、いつもあんな笑顔のそばにいたりしたら……。

　思わず、ハアッと息を吐いた。そして、このお花の咲いた脳をどうにか仕事モードに戻さないと、と勢いづけてドアレバーに手を掛けた時……。

　――え？

　一瞬視界の端をよぎったその姿をもう一度この目で確認しようと、私は大きく振り返った。

　廊下の向こうからエレベーターホールに向かってくるのは、うちの会社の専務だった。あまりお見掛けすることはないけれど、私が目を奪われたのは専務じゃない。その後ろ、一歩離れて控え目に付き従うショートヘアの美女……。

「……紫乃さん……？」

　一瞬、目を疑いながらそう呟いた。

　次の瞬間、無意識に駆け出して、エレベーターホールに飛び込んだ。

「あっ……！」

　けれど、ふたりの姿はすでにそこにはなく、一番奥のエレベーターのドアがほんのタッチの差で閉まっていくのを見送るしかできなかった。










社内秘だけど熱愛宣言




「部長に聞いてみた。紫乃、職場復帰するみたいだ」

　その日、夕食の準備をしている時に帰ってきた恭介が、ネクタイを緩めながらそう言った。

　早く情報を聞きたくてウズウズしていたけど、あまりの早さにさすがに目を丸くした。

　なんせ、社内で紫乃さんを見かけたことを恭介にメールで知らせてから、まだ数時間しか経っていない。しかも、情報ソースが部長となると、よくそんな話をする時間をとってもらえたもんだ、と思った。

「専務秘書だから、もしかしてって思ってたけど……。紫乃さんってうちの部長もご存じなんだね……」

　それは、役席の恭介の奥さんだから？　そう驚くことじゃないかもしれないけど、上司にもよく知られている紫乃さんと離婚なんて……。

　やっぱり恭介にとってはリスクが大きすぎるように思えて、私は気持ちが沈みそうになりながら顔を俯けた。

「あ？　違う違う。話を聞いたのは前の……海外営業部の上司。もともとその上司の紹介で紫乃と会ったからな。今こんな状況になってるのも、もとはといえばあの人のせいだし」

　そっか……なるほど。紫乃さんとは上司の紹介……つまりお見合い結婚ってことだったのか。

　ももちゃん情報では独身時代は今よりずっとモテたってことだし、そこそこ女性との噂もあったみたいだから、そんな恭介がお見合いで結婚したというのはちょっと意外。でも、まあ……優秀で将来有望な部下に個人的に縁談を持ち掛けるって、政略結婚ドラマとかのネタにありそうだし、そう考えればわかる気がする。

「……ああ、そっか。政略結婚。だから紫乃さんは……」

　恭介に愛されてないなんて思ったのかな。

　独り言のつもりだったけど、恭介が冷蔵庫から取り出したミネラルウオーターに口をつけながら、「そうそう」と頷く。

「普通、そんなのお互いに嫌だろ。明治・大正時代じゃあるまいし、一般企業の若者がなにを好き好んでそんな形で結婚なんてさ」

　ゴクゴクと音を立てる仰け反った喉に見惚れながら、そんな自分に気づいて目を伏せた。

「……恭介は、政略結婚、嫌だったんだ」

「は？　当たり前だろ。そもそもなんで俺が政略されなきゃいけない。上司に媚びなきゃいけない理由なんか、俺にはない」

「……それを条件に、課長昇格、とか？」

「そんなもん、わざわざ媚びなくても実力だけあれば十分だよ」

　緩いくせに強気で、しかも本当にその通りの恭介の言い分に、私はほんの少し苦笑した。

　そうだよね。課長に昇格して、社内史上最年少の中間管理職になった今でも、恭介のそういう姿勢は変わらない。

「でも……紫乃さんのほうは、恭介のこと本当に好きになっちゃった……ってことだよね……」

「あっちは専務の紹介だったし、ガンガン接近してくるのも、断られたら沽こ券けんに関わるってプライドかと思ってたけど」

「そんなっ……」

「ああ、わかってる。紫乃の言動は異常だけど、それだけ俺のこと思ってくれてたのはちゃんとわかってる。だから俺も……自分なりに誠意を持って向き合ったつもりだった」

　その結果の結婚か……と思うと、なんだか寂しい気分になった。

　恭介は言葉通り、紫乃さんに誠意を向けたのかもしれないけど、そこに愛はなかった。だとしたら、私の言葉は彼女をどれだけ傷つけたことだろう。

　訳ありの結婚だという気はしたけれど、恋も知らない私が、他人の結婚事情なんかわかるわけがない。結婚は愛し合ってするもの、という普通の常識が、当たり前じゃないこともあるのかもしれない。

　だけど、恭介がそんな結婚を……？　私は恭介をまだ深く知らないけれど、信じたくない。

『恭介は、愛してない人と結婚を考えるような人じゃないです』

　紫乃さんに向けた言葉に、私は絶対の自信を持っていた。だけどそれは、恋を知らない私の幻想だったんだろうか。

　傾けたボトルを水平に戻して蓋をすると、恭介はちょっと乱暴に冷蔵庫を開けた。中にしまい込んで、バタンと音を立てて閉めると、壁に背を預けてわずかに天井を仰ぎ見る。そんな恭介に、私はそっと目を向けた。

　好きだから、もっと知りたい。知りたいから、愛したい。

　恭介が結婚を決意した時、必要なものはなんだったの？　愛してないのに結婚できる？　それとも、別の形の愛がある？

　そんなの、私には想像すらできないけれど……。

「紫乃さんを……優しく甘やかした？」

　恭介の瞳を見つめる目が、少しだけ震えた。

「……私にするみたいに」

　恭介が、まっすぐ私を見つめ返してくれている。

「どういう意味で言ってるのか、確認したいとこだけど」

　そう言って、恭介は私の髪を優しく撫でた。

「言っとくけど、奏美に対してとはグレードもランクも違うぞ」

「……ごめんなさい。変なこと聞いた」

　聞かなくていい。恭介が、私以外の女性にどんなことをするか、なんて。

　私はクルッと恭介に背中を向けた。

　コンロにかけていたパスタポットの中で、お湯が沸騰している。

　言ったことを今さら後悔して、私はこの湿った空気を払拭しようと、勢いよくふたり分のパスタをお湯の中に投入した。

「よしっ。茹で時間、九分っ」

　そう言って火加減を緩めてから、恭介を振り返って明るく笑って見せた。

「……茹で上がるまで、なにしようか」

　腕組みして、ニッと口角を上げる恭介に、思わずドキッとしてしまう。

　この顔……絶対悪いこと考えてるに決まってる。

「恭介は部屋で待ってて。私はパスタソース作るから」

「ミートソース温めるのに、九分も必要？」

　微妙な嫌みを感じて、私は頬を膨らませながら恭介から目を逸らした。

「……最初の手料理は偽装だったか、って文句言いたい？」

「別に。俺、あの時から奏美の夕食事情は見抜いてたろ？」

　悔しいけど、その通りだ。こうして奇しくも一緒に暮らすことになってしまった結果、会社から帰ってきた後の夕食にパスタの頻度が高いことは、もう最初の一週間でバレてしまった。

　悔し紛れに再び恭介に背を向けると、フワッと温かいぬくもりに覆われた。

　ドキッとする間もなく、私の肩に回った恭介の腕にキュッと力がこもるのを感じる。

「……紫乃には、こんなことしたことないよ」

　耳元で低い声でそう囁くと、思わず振り返った私にフフッと笑って、呆気なく私を解放した。

「九分じゃ、さすがにシャワーも終わらないしな。とりあえず、俺着替えるわ」

　そう言って奥の部屋に入ってドアを閉める恭介を、私はなんとなく視線で追いかけた。

　本当は、恭介の言葉にとてもホッとしていた。恭介と紫乃さんの間にあったいろんなことを想像すると、やっぱりとても切なかったから。

　だけど、紫乃さんの気持ちを考えて、胸がキリキリ痛むのも感じていた。

　抱きしめてもらうこともないままの結婚生活なんて……。

　いくら好きでも、いくら恭介が優しくても、どんなに苦しいだろう。切ないだろう。

「そりゃあ、紫乃さんがあんなに恭介を罵るのも、納得できるってもんか……」

　私の心はゆらゆら揺れてどっちつかずで、自分でも解読不明なほど難しい、と思った。




　そうこうしているうちに、紫乃さんは無事に仕事復帰を果たした。

　今まで仕事中はいくらか警戒を解いていられたけど、こうなってしまっては、恭介が部内にいる時くらいしか安心できない。

　かといって、デスクにしがみついていてもらうわけにもいかないし、かかってくる電話やメールをシャットアウトすることもできない。

　とにかく恭介自身に意識的に気をつけてもらうしか手はないのに、恭介はやっぱり、相変わらず呑気だ。

「奏美は自分の心配しろ。お前を油断させておいて、意外と夜道で襲われるかもしれないんだから。実際、ストーカー行為の前科があるしな」

　そう言われてはさすがに笑えない。オフィスでも通勤の行き帰りでも、常に近づく気配に意識を研ぎ澄ませて、注意は怠らなかった。

　だけど一週間が過ぎても、紫乃さんからの接触はおろか、その姿を見かけることもなく、私は恭介を家に帰さずにいる自分の行動に疑問を抱き始めていた。

　恭介を心配するあまり、こんな形で拉致して、想像以上に甘い幸せに酔ってしまったけれど、ふたりが話し合う場を奪ってしまうのは、正しい行為じゃない。恭介にとっても紫乃さんにとっても必要なことで、そして私にとっても大事なことだ。

　激情に揺さぶられた紫乃さんの〝報復〟を私は恐れたけれど、紫乃さんが恭介を本当に愛してるのなら、そんなひどいこと、本当はできないんじゃないだろうか。

　あれから少しは時間が経ち、落ち着きを取り戻してみると、少し冷静に考えられるようになった。もしかしたら、紫乃さんの怒りも鎮まっているかもしれない。

　それなら私はふたりの邪魔をしているだけだ。今の生活を続けても、誰にもいいことはない。

　そんな葛藤を心に抱き始めたまさにそのタイミングで、業務中に紫乃さんからメールを受け取った。

【恭介さんと、話がしたいの】

　差出人の名前を見た途端、条件反射で身体が強ばった。それでも、その内容は恭介の奥さんとして当たり前の要求で、もちろん私が拒めるものではなかった。




【恭介を、家に帰します】

　そんなメールを紫乃さんに送った後、私は恭介から合鍵を返してもらうことにした。

　フロアの片隅の給湯室で、恭介は変なキーホルダーのついた鍵をポケットから取り出し、目の高さで軽く揺らすように眺めてから、私に突き出すように腕を伸ばしてきた。『返して』と言ったのは私なのに、「ん」と短く促され、一瞬躊躇して受け取れなかった。

　グッと唇を噛む私に、恭介は溜め息をついてから、私の手を握り、上を向かせた手の平の上に鍵を落とした。

「紫乃が、俺と話したいって、そう言ってきた。その時間を作るために、奏美との同棲を解消する。それだけだろ？」

　言い含めるように尋ねられ、私はただ、何度も頷いた。

「じゃあ、なんでお前がそんな悲壮な顔してんだよ」

「私が紫乃さんの立場だったら……こうやって呼び出して、恭介となにをどう話したいかな、って思って……」

「訣別宣言にしかならないだろ」

　相変わらず、恭介は腹が立つほど楽観的だ。

「……ちゃんと紫乃さんの気持ちを考えてあげてよ」

　思わず強い目で睨むと、恭介は肩を竦めて私を肩越しに見下ろした。

「なに？　奏美、余裕だね。……同情？」

　一瞬からかうように表情を歪めた恭介から、私は思いっきり顔を背けた。

「そんな言い方しないで。同情、なんて……。人を上から見てるみたいじゃない」

　まさにその通りなのかもしれない、と思いながら、それを認められない。

　今、恭介に愛されているのは私。だから、恭介を紫乃さんに返すことも、一時的でしかない。

　恭介はちゃんと私のところに帰ってきてくれる。

　こんなふうに考える私、本当に嫌だ。

　だけど、こうやって余裕を装っていないと、不安を拭いきれない。

　初めての恋なのに、浮気から始まり、人のものを奪う恋に発展してしまった。

　恭介が最初に私に意地悪く言ったように、私は本当に悪い女にされてしまったのかもしれない。

「……なにを言っても平行線だったんだ。今さら紫乃の気持ちを考えたところで、俺にできることがあるとは思わないんだけどな」

　恭介はしっかり姿勢を正して立ち、溜め息をつきながら私を見つめた。

「でも、わかった。それなら、俺と奏美は、しばしのお別れ」

　静かな声じゃ、感情がわからない。

　仕事に戻るために私に背を向けようとした恭介のスーツの裾を、私は思わず掴んでいた。

「あ……ごめ……」

　私は自分の行動に戸惑い、軽く振り返った恭介から慌てて手を離した。恭介も、苦笑しながらもう一度私に向かい合う。

「……同棲生活解消の〝けじめ〟に。最後に、一度だけ」

「え？」

　恭介の言葉に一瞬ドキッとして、その意味を瞬時に考えようとした私に、恭介は素早く背を屈め、フッと掠めるようにキスをした。

「な、なっ……」

　ここはオフィス！　仕事をする場所！

　決してこんなことしていい場所じゃないのにっ……！

　慌てて唇を両手で覆って、私は意味もなくキョロキョロと給湯室内に視線を走らせた。

　そんな私を、恭介はおもしろそうに笑うだけだ。

「……ちゃんと紫乃と決着つけてくるから、待ってろ」

　恭介は静かにそう言って、私に背を向けると仕事に戻っていった。

　私の胸には恭介の言葉がジワジワ浸透して、どうしようもないくらい、ざわめいていた。




　その夜、私はひとりで家に戻った。

　妙にひんやりと感じる空気の中、手探りでスイッチを探して部屋の明かりを灯す。

　見慣れた部屋が、なぜだかとても広く思えた。

　今夜、どれだけ待っても恭介はここに帰ってこない。

　そうさせたのは私自身なのに、それがとても寂しくてたまらない。

　ずっとそばにいたことの弊害なのか。

　今、恭介がそばにいない、そして帰ってこないと思うと、不安ばかりが押し広がって、いても立ってもいられなくなる。

　そして、気づく。

　私は紫乃さんにもこんな思いをさせてしまった。

　私が恭介を紫乃さんのもとから〝奪って〟から、彼女はすぐに接触してこなかった。その間、どんな気持ちでいたんだろう。そして、どんな気持ちで恭介と話がしたいと言ってきたのか……。

『私は恭介さんに愛されたことなんか、一度だってないわよ』

　聞いた私のほうが寂しいと思った、紫乃さんの言葉を思い出す。

　これが最後、と考えたのかもしれない。恭介が楽観的に言った通り、訣別になるのかもしれない。だけど……。

　話すだけで終わらせられる？

　恭介を強くなじった紫乃さんの言葉が、今、私の心にまったく違う感情を伴って蘇ってくる。

　耳を塞ぎたくなるくらい口汚く罵らなければ、忘れられない。激しく強く憎まなければ、想いを断ち切れない。

　それほどまでに強く、紫乃さんが恭介を愛していたとしたら――。

「……恭介っ……」

　私はクルッと方向転換して、今入ったばかりの部屋を出た。

　彼女の辛辣な言葉は、全部恭介を求める言葉だ。

　私と同じ。恭介のことが好きで好きでたまらないのなら、すんなり別れを受け入れられるはずがない。それでも恭介が自分から離れ去っていくとしたら、冷静に話すだけじゃ終わらないだろう。

　もしも、私だったら。最後に、恭介を愛した〝証〟が欲しい――。

　そんな言葉が心に浮かび上がった瞬間、私の胸が根底からえぐられるようにズクンと震えた。

　嫌。嫌だ。恭介が、紫乃さんと。そんなの、絶対……!!

　不安で張り裂けそうになる心を抱え、私は無我夢中でマンションを飛び出した。




　緊急連絡網の住所を頼りにたどり着いた恭介のマンションは、ウチから電車で二十分ほど離れた閑静な住宅街にあった。

　勢いでエントランスまで踏み込み、オートロックの操作盤を前にして、ようやくほんの少し冷静になった。

　今、まさにふたりで話し合ってる最中かもしれない。

　紫乃さんに言われた通り、ここから先はふたりの問題だ。……私は招かれざる客で、邪魔で不必要な存在でしかない。

　それでも引き返すという選択肢は選べず、私は思いきって恭介の部屋のルームナンバーを押した。

　わずかな間の後、「はい」と恭介の声がした。衝動に逆らえず、「恭介！」と呼びかると、苦笑混じりの声が返ってくる。

「なんだよ？　今、紫乃が来てるんだけど……」

　その言葉に、わかっていたのに心臓がドクンと震えた。なにも言えずに、私はその場に立ち尽くしてしまう。

　それでも恭介は「いいよ。入っておいで」と言った後、ロックを解錠してくれた。

　目の前で静かに開く自動ドアを見つめる。

『いいよ』って……本当にいいの？

　だけど躊躇したのは一瞬だけ。私は中に駆け込んだ。




　恭介に招かれて部屋に入ると、リビングのソファに紫乃さんが不貞腐れたような表情で座っていた。シートに大きくもたれかかり、腕を組み、細い足を妖艶に組んでいる。

　初めて向き合ったカフェでの姿を思い起こして、私は手をギュッと握りしめた。

　いつもとそれほど大差ない恭介の表情と紫乃さんのこの様子だけでは、ふたりの間にどんな会話がなされていたのか想像もできない。

　ううん、できなくて当然。私は〝夫婦〟のふたりの姿を知らないんだから。

「……ごめんなさい」

　リビングに入ったきり立ち尽くしていた私は、紫乃さんに謝った。

　彼女がわずかな間を置いた後、ゆっくり私を見上げてくるのがわかる。

「私……紫乃さんの気持ち、考える余裕、全然ありませんでした」

　俯いたままそう付け加えると、紫乃さんは忌々しそうに溜め息をついた。そして、チラッと横目で鋭く睨まれ、私は勢いよく深く頭を下げた。

「これまで……恭介を家に帰さず、申し訳ありませんでしたっ……」

　自分の足の爪先ばかりを見つめる。

　紫乃さんはさっきからなにも言わずに黙っている。

　頭を上げられない私を、恭介がそっと肩を叩いてから起こしてくれた。

「奏美が紫乃に謝ることじゃないだろ」

「でもっ……。私、ひどいことした。恭介がもう帰ってこないって思ったら、ひとりで部屋にいるのがつらくて悲しくて切なくて……。きっと紫乃さんはもっと……」

　私の傍らに立った恭介が、わずかに眉を寄せ、首をかしげた。

「……奏美？」

「自分が同じ目に遭って、やっと人の気持ちを考えようとしたってとこ？　ならいっそ、あなたも誰かに恭介さんを奪われてみたらどう？　今よりもっともっと私の気持ちがわかるんじゃないかしら？」

　恭介の反応を見遣りながら、紫乃さんは素っ気なく私にそう言った。

「女心を手玉に取って弄ぶ極悪非道な男なんだから、恭介さんは。どうせすぐ他の女に目移りするわよ」

「……おい。紫乃。いくらなんでも俺はお前にそこまで言われる筋合いは……」

「紫乃さんが仰ったように、恭介はいい加減だし、適当なところもあります」

　私は恭介の言葉を遮って、ソファに座る紫乃さんの前に進む。憮ぶ然ぜんとした表情の恭介が「おい」と口を開くのを無視して、私はただまっすぐ紫乃さんを見つめた。

「紫乃さんと出会った時、恭介があなたにどんな言葉をかけたのか、私は知らない。どうやって心を通じ合わせていったかも。……だけど、その瞬間瞬間に、嘘はなかったはずです」

　ギュッと手を握りしめながら言い募る私を黙って見上げていた紫乃さんが、歪んだ笑みを浮かべた。

「そうね。……あなたに言わせれば、恭介さんは愛してない人と結婚を考える人じゃないそうだから」

「ちょっと待て、紫乃。……俺には、お前らがなにを話しているのか、いまいち理解できないんだけど」

　罵倒されるがままで、ムッと腕組みしながら話に耳を傾けていた恭介が、焦れたように私の背後に歩み寄ってきた。

　紫乃さんの視線が私から逸れて、まっすぐ恭介を睨み上げるのがわかる。

「女同士の話よ。恭介さんは黙ってて」

「いや、もともとお前は俺と話すために来たんだろ？」

　説明が得られない苛立ちからか、恭介はガシガシと乱暴に髪を掻き乱した。

　それを聞いて、紫乃さんはフッと目を細めると、組んだ足を妖艶に下ろし、ゆっくりと立ち上がった。高いヒールを履いていなくても、私からは見上げる位置に顔がある。

「そうだったわね。水野さん、恭介もこう言ってる通り、あなたが乗り込んできたのは、ただの迷惑でしかないんだけど？」

　冷たくそう言われて、私はグッと言葉に詰まる。恭介が小さな溜め息をつくのが聞こえた。

「紫乃、入ってこいと言ったのは俺だ。っつーか、いいから説明しろよ、俺にはなにがなんだか……」

「邪魔なだけなのも、迷惑でしかないのもわかってます！　でも、嫌なの！　過去がどうあれ、今恭介に愛されてるのは私だから。……恭介があなたに触れるのは絶対に嫌なのっ……！」

「なっ……。奏美!?」

　恭介を遮った私の叫びに、彼はギョッとしたようにひっくり返った声を上げた。

「ちょっと待て。奏美、お前いったいなにを言って……」

「……不安で仕方ないわよねえ。だって恭介さんは信じられない男だもの」

　眉をひそめて私の肩を掴む恭介を遮り、紫乃さんはひと際大きな声を放った。

　彼女の言葉に、私は一瞬口ごもってしまう。恭介もさっきからことごとく無視され続けて諦めたのか、溜め息をついて紫乃さんに視線を向けている。

「今、彼があなたにどんな愛の言葉を囁いてるのか知らないけど、恭介さんと私は結婚を前提に出会ったのよ。なのにあっさりあなたになびいた。恭介さんの愛情なんてそんなもんよ」

　感情のこもらない淡々とした言い方。紫乃さんは私と恭介から目を逸らし、どこか遠くを見ているかのように目を細めた。

　紫乃さんの言葉そのものよりも、彼女の空気にのまれ、私も恭介も黙っていた。

「飽きて面倒くさくなれば簡単に捨てる。そして他の女を同じ言葉で口説く……。あなただって心のどこかでそう思ってるでしょう。……だから、恭介さんが今夜私を抱くんじゃないかって、そう疑ったんでしょう？」

「っ……！　紫乃、もうよせ！　っつーか、本当にわけわかんねー……」

　恭介は首を振りながら声を上げ、紫乃さんに一歩詰め寄った。けれど、紫乃さんの強気な瞳はまっすぐ私に向けられている。

「ほら、見てごらんなさいよ、恭介さん。私が言ってること、なにも間違ってないじゃない。恭介さんが愛する彼女は、あなたが思うほどあなたのことを信用できないみたいよ」

　畳みかけられるのは、意地悪な言葉。悔しいけど、私は反論できない。

　信じられないんじゃない。だけど、考えたら止まらなくて、嫌でたまらなかった。不安に煽られてここまで来てしまったことを、言い訳はできない。

「奏美……？」

　青ざめて唇を震わせる私に、恭介が困惑したような視線を向けているのがわかる。

「違う……。ごめん、恭介、違うの。私……」

　なにをどう説明すればいいのかわからない。私を突き動かしたいろんな感情を、なんて言えば恭介に伝わるのか、全然わからなかった。

「出ていって。水野さん」

　混乱が広がり、頭の中がパニックになりかける私に、紫乃さんはとても静かに冷たい声を放った。

「愛されてるって言い張るなら、恭介さんを信じて帰れるでしょう？」

「っ……！」

　私の矛盾した心すべてを地に落とすような、紫乃さんの重いひと言に、なにも言い返す術はない。

　たまらない。こんなの、耐えられない。

　それでも今、私はここにいてはいけないことはよくわかる。

「奏美っ……!!」

　私を呼ぶ恭介の声を振り切って、私は部屋を飛び出した。




　自分のマンションに戻ってくるまで、涙を我慢できた自分を褒めてあげたい。

　震える手で鍵を開け、バタバタと部屋の中に駆け込むと、私は思いきりベッドにダイブして、枕に顔を埋めて泣き出した。「うわああああっ……」と、子供のように大きな声を上げて、身体の水分が枯こ渇かつするかと思うくらい涙を流して泣きじゃくる。

　私、全然覚悟ができてなかった。

　紫乃さんに醜い心の底を全部見抜かれて、子供みたいに泣くしかできない自分が情けない。

　恭介に恋してしまった今、私はもういい子じゃいられない。だけど、悪い女にもなりきれない。

　人のものを欲しがって横恋慕したのは私のほうだ。なのに私の覚悟は中途半端で、紫乃さんを……恭介の奥さんを一層不愉快な気分にさせた。

『信じたい』『信じなきゃ』と自分を言い聞かせるんじゃなくて、『信じてる』と胸を張ること。私がすべきなのは、そうやって恭介を待つことだったのに。

　こんな私じゃ、恭介にも申し訳ない。恭介に愛される資格なんかない……。

　泣いている場合じゃないことはわかってる。だけど今は心の丈を吐き出してしまわないと、本当に狂ってしまいそうだと思った。

　――その時。

「……奏美っ!!」

　玄関からドアを叩く音と、怒鳴る声が聞こえてきて、私はビクッと身体を竦ませた。

　ドンドン、という音が徐々に大きくなる。

「奏美、いるんだろ!?　開けろ、俺だ」

　恭介っ……!?

　あまりの驚きに、私は飛び起きるようにベッドに座り込んだ。

　どうして？　どうして恭介がここに来ちゃうの!?

　涙で顔がグショグショで、髪を振り乱した姿なんて、恭介に見られたくない。

　だけど、私は知っている。私がドアを開けなければ、恭介は蹴破ってでも開けようとするだろう。

「奏美っ……！」

「あ、開ける。開けるから、ちょっと待ってっ……」

　ベッドから飛び降りて、そう声をかけながらドアを開けた。その途端。

「……!?」

　グイッと背を押されるようにして私の目の前に姿を現したのは、頬を膨らませて不機嫌な顔をした紫乃さんで……。

「し、紫乃さんっ……!?」

「奏美、とにかく説明する。コイツは、謝らせるために連れてきた。すぐ帰すから」

　声が降ってきて顔を上げると、紫乃さん以上に不機嫌な表情の恭介が、後ろ手でドアを閉めた。そして、「ほら」と紫乃さんの肩を揺さぶり、ちょっと乱暴に次の行動を促している。

「ちょ、恭介っ……」

　事態をのみ込む以前に、まず紫乃さんの腕をねじり上げているその手を緩めさせなきゃ。

　そう思った時、紫乃さんが顔を上げ、掠れる声で呟いた。

「……ごめんなさい」

「え？」

「あなたが、完全に誤解してるのは気づいてたの。だから、それを逆手に取って、私があなたから恭介さんを奪い取ろうと思ってた」

　恭介に背を押された逃げ場のない状態で、紫乃さんは不貞腐れたように唇を尖らせてそう言った。

「誤解……？」

　さっきまでの勢いを完全に削がれている紫乃さんに戸惑い、私は彼女の後ろに立つ恭介に視線を向けた。そして、軽く怯む。

　紫乃さんのこの殊しゅ勝しょうな態度が、これまで見たことがないようなオーラを漂わせる恭介の怒りのせいだということがわかったから。

「紫乃、もっとはっきり言え。お前が奏美にしたこと。冗談で済ますほど、俺は仏じゃねえ」

　その声も、底冷えするほど冷たくて、私まで竦み上がりそうになるけれど……。

　紫乃さんは一瞬ビクッと震えてから、そっぽを向き、観念したように呟いた。

「……私と恭介さんの関係のこと……嘘ついて、ごめんなさい」

「え……？」

　――いったい何事？




　紫乃さんが帰った後、恭介はベッドにドカッと座り、呆然と立ち尽くす私を見上げた。

「あのなあ……。まずその猛烈に見当違いな誤解から正しておく」

　そう言って言葉を切った恭介の鋭くどこか呆れ果てた瞳に、ドキッしていると……。

「奏美、……俺は独身だ」

「は？」

　サラッと告げられた言葉に、私は反射的に目を丸くした。

　この人、なにを言ってるんだろう……？

　ただポカンと口を開けて、ベッドに座る恭介を見下ろすしかできない。

「あ～……その反応。お前、マジで俺が既婚者だと思ってたのか……」

　私の反応を確認した恭介が、ガックリと頭を垂れた。

「えっ……。なんで？　どういうこと!?　だって……」

「言っとくけど、結婚してたけど今は独身、っていうんでもないぞ。俺はまだ一度も戸籍を汚したことがない。役所でとってきてやろうか？」

　大きな溜め息混じりの言葉を受け止めながら、私の頭の中はますます混乱していく。こめかみに両手を当てその場にペタンと座り込む私を見て、恭介はガシガシと頭を掻いた。

「なんっっか……。奏美と話してて、コイツなに言ってんだろうな～とか、言ってる意味が理解できんと思うことは節々であったんだ。『浮気者』とか『痛い恋』とか『お日様の下歩きたい』とか……。まあでも、奏美にとってよっぽど社内恋愛はタブーなんだろうと思って、受け流してたんだけど」

「だ、だってっ……！」

　今は私のほうが恭介の言ってることがよくわからない。

　理解するのに必死だったけど、膝の上で組み合わされている恭介の左手が目に留まって、そこに存在していた証にすがるように反論した。

「恭介、ほんのちょっと前まで結婚指輪してた！　女子社員の間でも結婚してるって噂だったし、いきなり外したりするから、今は不倫とか離婚とかっ……!!」

「ああ、それな、海外営業部の部長の仕業なの。奏美、覚えとけ。上司に恩売っておいて損はないって」

　なんだかものすごく悪いドヤ顔で言う恭介に、私はただ呆気にとられる。

　だって、海外営業部の部長といったら、執行役員の肩書を併せ持つ取締役会のメンバーだ。そんな社内の上層部に恩を売るなんて、いくら史上最年少課長の恭介とはいえ空恐ろしい。

「紫乃とは上司の紹介で知り合ったって言ったよな。で、俺のほうには紫乃と付き合うとか結婚するって考えはまったくなかった。そこまでいい？」

　恭介は表情を引き締めると、私を覗き込むようにして口を開いた。真面目な雰囲気に、私は素直にこくんと頷く。

「俺は部長に、『君も課長昇進の内示が出たんだから、これを機に少し上層部に名前を売っておくべきだ。今後のサラリーマン人生のためだよ』と言われたんだ」

　そう言って、恭介が話してくれたのは、一年前の彼の異動前後に起きた出来事。恭介が既婚者を装うことになるきっかけについてだった。

　結婚もお見合いも気が進まないながら、恭介が上司にすすめられてお見合いに踏み切ったのは、部長の言葉もごもっともと思ったのと、あまりのしつこさに根負けしたからだそうだ。

　とはいえ、部長に紹介されたのは、当時専務秘書を務めていた〝秘書室一の才色兼備〟と男性社員に人気のあった紫乃さんで、恭介の〝今後のサラリーマン人生〟において強力な人脈網になることは間違いなかった。

「……恭介らしくないブラックな打算だね……」

「同僚として付き合いが続く分には悪くないと思ったからね。部長には『まあ、気楽に』なんて言われてたし、〝お友達から〟って感覚で会うようになったんだけど……」

　ところが紫乃さんのほうは、恭介とお見合いの席で会う前から、結婚を望んでいたそうだ。

「アイツ、社内ではそこそこ人気あるのに、どうやら相当男運のない女みたいでな。俺との見合いの前に、付き合ってた男に三股かけられて捨てられたんだ。それだけじゃなく、過去をたどっても悲惨な恋愛ばかり。まあ、男を浮気に走らせるのは、紫乃のプライドの高さにも原因はあると思うけど、もともと男を見る目もないんだろうね」

　辛辣なことをドライにシレッと言うから、恭介が本気で紫乃さんに呆れ、怒っていることがわかる。

　本気モードの恭介の怒りに戸惑う私に、恭介はチラリと視線を向けると、意地悪く口角を上げて笑った。

「奏美とは正反対だな。まあ……俺は紫乃みたいに無駄な経験ばかり積み重ねるよりは、ど素人の奏美のほうが幸せだと思うけど」

　フッと鼻で笑って私を揶や揄ゆする恭介に、私は顔を真っ赤にして無言でクッションを掴み、立ち上がりながら思いっきり頭上に振りかざした。ブンッと空気が音を立てるくらい強く振り下ろすと、恭介は肘を顔の前に上げて簡単にガードする。

「ちょっ……！　よせって、奏美。実際その通りだろ!?」

「言ってることは同意できますが、バカにしてるようなその笑顔が許せません」

「あのな……よかったじゃないか、俺が初めての男で。紫乃なんか、会うたびに俺に言ってたぞ。『恭介さんみたいな人と一番最初に出会って恋を知りたかった』って」

　ドヤ顔でそう言い切る恭介に、私はジットリとした視線を落とした。

　紫乃さんのこれまでの恋愛がどれほど悲惨なものだったかは、経験不足の私にはわからないけれど、彼女が恭介に向けた言葉にはおおいに共感できる。悔しいから恭介には肯定の仕草も見せないけど、本当に恭介が私の初めての人でよかったと思う。

　強くぶれないまっすぐな〝好き〟をぶつけてくれる人。甘く優しくちょっと強引に私を愛してくれる人。

　恭介だから、恋に落ちた。浮気な恋でも最低な恋でもいい、ただ〝好き〟という気持ちを大事だと思えたのは、相手が恭介だったからだ。

　私の心の声を見透かしたのか、恭介は私の視線を受け止めながら目を細め、私の手を引いて自分の隣に座らせた。ふたり分の体重の負荷がかかり、ベッドがギシッと軋む音がした。

「……紫乃は上司である専務から、娘みたいにかわいがられていてね。俺との見合いも、紫乃のための計らいだったんだ。『史上最年少課長に昇進が内定してるくらいだから、人柄も将来性も申し分ない男だ』ってね。紫乃も自分の男を見る目のなさは痛感してたのか、専務が太鼓判を押す男ならって、かなり俺に望みをかけてたらしい。実際、紫乃のアプローチは死に物狂いってくらい猛烈でね……」

　その頃のことを思い出しているのか、恭介は眉間に皺を寄せて言葉を切り、一度大きく肩で息をした。

「で、俺はあまりの必死さに引いて……結局紫乃との交際は断った。もちろん部長を通して専務にもお詫びして、紫乃本人にも頭を下げて……礼儀は尽くしたつもりだったんだけど」

　恭介の口調はあくまでも淡々としている。

「ところが、〝振られた〟って事実が、紫乃のプライドをズタズタにした。そもそも付き合ってたつもりは俺にはなかったけど、もともと恋愛にトラウマのあった紫乃の心の傷に、俺が塩塗る結果になったのは事実だから、何度も謝りはしたんだけど……。『結婚前提でお見合いしたんだから、あなたは私と結婚する義務がある』って言い出して、俺につきまとうようになったから、部長に相談した」

　どこかの昼ドラの、ドロドロとした修羅場の裏側を覗き見している気分だった。隣で私がそんな気分に陥ってるとは露知らず、恭介はしげしげと自分の左手を掲げて眺めた。

「今思えば、他に方法があったんじゃないかって思うけど……。『他の女と結婚したことにしろ』って部長の案を受け入れて、左手の薬指に指輪をして紫乃と話をした。そうすれば、さすがに紫乃も諦めると思ったんだ。だけど結果的に、紫乃はさらに不安定になって療養休暇に入った。そこまでショックを与えた手前、『実は結婚は嘘です』なんて引くに引けなくなってね。しばらくは、既婚者を装うしかなくなったってわけ」

「以上」と付け加えて話を終えた恭介は、軽く天井を見上げ、どこか疲れたようにふうっと息を吐いた。

　確かに紫乃さんの不安定さは私も感じるところがあったし、恭介も大変な思いをしたんだろうけど、正直なところ、恭介の話だけを聞いて納得することはできない。それでも彼の気持ちは理解してみようと思いながら……どうしても気になることがあった。それだけは、今、恭介にちゃんと確認しておかなければ。

「……恭介。自分でも既婚者を装ってるって自覚あったくせに、どうして私に言ってくれなかったの？　私が、みんなと同じように、恭介は結婚してるって思ってて、当然じゃない」

　いくらなんでもそこまで噂に疎くないし、初めて会う男の人の左手薬指を一番にチェックするのは、フリーの女性の鉄則ってものだ。だから初めて恭介が全体朝礼で挨拶した時から、私だけじゃない、うちの部の女子社員たちもみんな恭介は既婚者って意識を刷り込んできたんだから。

「隠してないよ。俺、着任早々男だけの飲み会の時、『ワケあって指輪してるけど、独身だから』ってちゃんと話したし」

「……え？」

「いや、だから、宇宙開発部の男はみんな知ってるよ？　確かに、女性陣に直接話したことはなかったけど、もう一年も経つからみんな知ってるもんだと……。って、奏美も知ってるって言ってたじゃん。だから俺もそのつもりで……」

　怪訝そうに眉を寄せながら、恭介が私に向かって小首をかしげる。身に覚えのない言われように、私はギョッとした。

「なに、それ!?　そんなこと言ってないけど！」

「言ったよ。ほら、ふたりで沖縄料理行った時」

「……？」

「お前、俺に『彼女いないのは知ってる』ようなこと言ったろ？」

　平然と言ってのける恭介に、私は必死に記憶をたどる。

　沖縄料理……？

　そのキーワードで思い出すのは、ランチ時のオフィス街。恭介に〝恋人っぽい〟を理由に、〝あ～ん〟をされたこと。

　あの時、私は恭介の〝初カレ〟宣言を撤回もらおうとして……。

「……はっ」

　思い出した。確かにそんなようなことを言った。だけど続けて発しようとした『結婚してるんだから！』という言葉は遮られたままで……。

　そして同時に思い出す。

「待って！　百歩譲って、それで恭介が勘違いしたのは認めても、私、その後ちゃんと恭介に言ったじゃない！」

　自分を奮い立たせるように畳みかけると、恭介はますます訝しそうに眉間の皺を刻む。

「私、恭介に『結婚してるくせに』って言った！　あの時、恭介否定しなかったじゃない！」

「え？　そんなこといつ言われたっけ？　俺」

　今度は恭介が記憶を探り、戸惑ったような表情で思案する。

「えっと……ほら、あの時！　私が初めて紫乃さんに追いかけられて……」

「ああ。俺がストーカー呼ばわりされて、奏美にボコボコされた時か」

　思い出したのは私の言葉じゃなく、私から受けた仕打ちのようだ。

「う……」

　改めて思い出すと、あの時の私は完全にテンパっていた。ストーカーの正体を恭介だと誤解して暴力を振るい、恭介は気を失ってしまったんだっけ……。

「……つまり、覚えてなかったってこと？　てっきり私は開き直ったのかと……」

　思わずガックリと頭を垂れる。その様子に、恭介はムッと唇を尖らせた。

「おいおい、随分ひどい言い草だな。記憶にあれば、俺だってちゃんと正すよ。身に覚えのない浮気や不倫で、〝最低男〟にされたらたまんないからな」

「…………」

　顔を俯け、私はお腹の底から深い溜め息をついた。

　つまり……私も恭介も、お互いの勘違いを自分に都合よく認識していただけのことだ。いや、どちらかと言うと、私の言い方や聞き方が原因でこんがらがった……としか言えない。

「……ごめん……」

　恥ずかしい。悩み苦しんだつもりだったからこそ、自分が情けなくて仕方ない。

　消えてしまいたい気分で縮こまる私に、恭介はクスッと笑った。そのまま優しく私の頭をポンポンと叩く。

　そんな優しさに導かれるように、私はそっと横目を向けた。

「まあ、落ち込むなって。俺のほうも気にすればよかったんだよな。海外営業部の時と違って、この部は静かでいいなあって思ってたけど、その理由をちゃんと追求してみればよかった」

　恭介は腕組みをしながら、納得したかのように、うんうんと何度も頷く。

　……緩い。やっぱり恭介はどこまでも緩いっ。というか、完全にズレてる!!

　気にするのはそこじゃないでしょ!?と、手を挙げて抗議したい気分が湧き上がる。

「恭介の周りが静かなんじゃなくて、結婚してるって思ってるから騒げなかったの！　現に、指輪外してからのみんなの噂……って、どうしてこのタイミングで指輪外したの？」

　私はそこに思考が行き当たって首をかしげた。「ああ」と恭介が小さく頷く。

「紫乃が、俺が結婚してないことに勘付いて、奏美のこと追っかけ始めたから。写真も撮られたし、紫乃にバレたらもう装う必要もないだろ」

「……なんでそんなに軽いの……あれ見て私、恭介が私のせいで離婚しちゃったらどうしようって……」

「俺、そこは奏美を責めたいんだけど」

　恭介がさらに身を屈めて、グッと私に顔を近づけてきた。いつもより少し険しい瞳に見つめられて、ドクンと心臓が騒ぎ出す。

「きょ、恭介……？」

「奏美が、浮気だ不倫だって悩みながら、結局俺のこと好きって言ってくれたのは本当に嬉しいんだけどさ……。つまりなんだ？　奏美は、俺が遊びで奏美を口説いてるって思ってたわけか？」

「う……」

　一瞬にして不機嫌に低くなる恭介の声に、思わずタジタジしてしまう。

「で、でもそれが普通！　仕方ないじゃない、私はまさか恭介の薬指にそんな裏事情があるなんて思ってなかったんだし！」

「傷ついちゃったな～、俺。あんっっ……なにかわいがって愛したつもりだったのに。奏美は信じるどころか、本気と思ってくれてなかったとか」

「そんなことないっ！　ほ、本気にしか見えなくて、いつも戸惑って……」

　両手の指の先をくっつけ合わせながら、恭介から目を逸らしてボソボソと呟いた。

　恭介の目が怖い。こんな時ばっかり、いつもの緩さを掻き消すのが本当にズルい。

「俺が、そんな最低な男だって思ってたんだ。あ、そういえば『最低』も何度も言われたっけな。あれ、本気か」

「だ、だから……。ごめんなさい」

　本当のことを知ってしまった今、私のこれまでの言動は、恭介には不本意で納得いかないものばかりだったと理解できる。その点については謝り倒すしかない。

　恭介はそんな私を見据えたまま、「それに」と小さく呟く。

「さっきのことも。本気で既婚者だって信じ込んでたんなら仕方なかったのはわかるけど。なんで俺が奏美以外の女抱けるなんて思うんだよ」

「っ……」

「……いい加減だし適当だけどな。一度本気になった女は、とことん愛し尽くすんだよ、俺は。どんな理由があっても、他の女に触れるなんてもっての外だよ」

　恭介は不貞腐れながら早口でそう言って、拗ねたように唇をキュッと引き締めた。そして、ハアッと深い息を吐く。

「ご、ごめん、恭介……」

　私から顔を背ける恭介に、私は慌てて声をかけた。

「ごめん、ごめんね、恭介。……私、全然余裕なくて、ごめん……」

　なにを言っても言い訳にしかならないし、どんな言葉を口にすれば恭介に届くのかわからない。だけど、黙ってたんじゃ思ってることは伝わらない。伝わらなければ想いは届かないことを、私たちはたった今、痛感したばかりだ。

「……き」

　必死に振り絞った声は掠れて、歯痒さが私を深く追い詰める。恭介のシャツの裾をギュッと握り、俯いて、ただ声を震わせた。

「好き……。恭介が好きなの。恭介のことばっかり考えて、どうしていいかわからなくなるくらい、好きすぎて怖い……」

　好きで好きでたまらない。こんなに強い熱情を私は知らない。

　恭介の些細な仕草にも、愛しさが溢れ返ってくる。彼を思うだけで声もなく泣きたくなる。

　これが恋をするということ。

　私は今、この気持ちを知ったことをとても幸せに思う。

　恭介を想いときめいてキュンとして、そして胸が締めつけられるくらいの切なさに心が震える。

　こんな感情を教えてくれる恭介が、なによりも大切だと思える。

　俯いたまま肩を震わせた私の頭に、恭介が軽くポンと手をのせた。

「……バカ。余裕がないのは、俺も一緒だ」

　まだ拗ねているのか頬を赤く染め、私から微妙に目を逸らしながらボソッと呟いた。

「俺だって……奏美が思ってる以上に、お前のこと四六時中考えてるよ」

　恭介は目を伏せたまま、私の横の髪をそっと指先で梳いた。

「……見せてやりたい。俺の心の中、どれだけお前で溢れ返ってるか」

　恭介の指先が、私の耳をくすぐる。思わずピクッと身を震わせた瞬間、後頭部に回した手で、恭介が私を強く抱き寄せた。

「きょ、恭介……」

「だから、信じろ。俺の全部、お前にやるから……」

　心の奥底から絞り出すように、恭介が私の耳元で声を震わせた。

　それだけで、感じ取れる。伝わってくる。

　私でいっぱいの恭介の心の中が。

　疑いようがないくらい、まっすぐ私に向けられている恭介の想いが。

　私を抱き寄せる恭介の首に、私も強く腕を回した。

　思いつく限りすべての手段を使って、恭介にこの想いを伝えたい。今私が願うのは、そのひとつだけ。

「……愛してる。恭介……」

　回した腕に力をこめて、彼の頭を引き寄せる。下から迎え入れるように、恭介の唇に唇を重ねた。

　どちらからともなく甘く深めていくうちに、私のなにもかもが、恭介に溶け込んでいくような気がした。そうやってひとつになれるような気がして、私はこの上ない幸せに身を委ねた――。




　恭介が独身だったことが判明し、本当の意味で私たちの恋が始まってから二週間が経った。

　最初のうちはいつもどこか浮き足立ち、ずっと落ち着かない気分だったけれど。やっと気持ちの整理がつき、私もそれまでの冷静さを取り戻した……つもりでいた。

　自分でそう思えるようになり、私は思いきって紫乃さんにメールをした。

　無視されることも重々予想していたけれど、丸一日経ち、彼女からの返信が来た。

　そうして今日、恭介には内緒で一緒にランチをとっている。

　あの夜、怒り心頭の恭介に半ば無理矢理連れてこられ、脅されながら謝ってくれた時から今日まで、ちゃんと顔を合わせる機会はなかった。だけど、自分から誘い出しておいて緊張する私より、紫乃さんのほうがずっと落ち着き払った様子だった。

　開口一番で「あれ以上のことは謝らないわよ」と強気で言われた。あの夜はしゅんとしてたのに、相変わらずの強気な物言いを紫乃さんらしく感じた私はただ苦笑を漏らし、同時に緊張も治まった。

　お互いに傷ついて傷つけ合った。ひどいこともたくさんされた。だけど……。

　それもこれも、紫乃さんも本気で恭介のことが好きだからだ。

　同じ人を好きになるくらいだから、本当はきっと、私と紫乃さんは仲良くなれたはず。そう思うと、私は彼女を憎めない。

「恭介を好きな自分に自信持たなきゃって思えたのは、紫乃さんのおかげだから、謝らなくていいです。私も、恭介を好きになって恋したこと、謝りません」

　自分の気持ちに素直になってそう返すと、やっぱり紫乃さんは私に忌々しそうな目を向けたけれど……。すぐにフッと口元を緩めた。

「……理屈じゃないってわかってるわよ、こっちだって」

　そのひと言で、私は確信した。

　私は紫乃さんをよく知らないし、なんの根拠もないけれど……。

　きっといつか……幸せを祝福し合える日がくるはず。

　――そう願いたい。




　ランチを終え、午後の業務開始早々にかかってきた電話対応を済ませ、ホッとひと息つく。

　無意識に顔を上げると、私の視線はすぐに恭介の背中を捉えた。隣の席の男性と話をしながら、示された書類に目を遣る恭介。その横顔にドキッとしてしまう。

「……やっぱ、カッコいい～……」

　つい口が滑った本音の惚のろ気け。自分の耳で聞いてハッとした瞬間、恥ずかしくなる。

「水野さん？　どうしたんですか？」

　しかも隣の席の後輩に完全に聞かれてしまったようだ。

　私は慌てて大きく首を横に振りながら、無意識のひと言を打ち消そうとした。

「ご、ごめん。なんでもない」

　はは、と笑いながらごまかすと、後輩は不思議そうにきょとんと目を丸くした。わずかに首をかしげ、デスクに向き直り、自分の仕事に戻っていく。

　その様子を横目で確認して、今度は気づかれないように小さく肩で息をした。

　自分でも分不相応と思うくらいに溢れ返った幸せというのは、なかなか隠すのが難しい。

　なんだかんだ言っても根が緩い恭介は、社内恋愛を押し隠そうと躍起になる私に呆れて、『別にバレたらバレたでいいじゃん』と軽く言ってのけたけれど、そういうわけにいかない。

　確かに、うちの会社は社内恋愛絶対禁止じゃないけど、私と恭介は同じ部署の上司と部下という間柄だ。私たちがよくても、周りは気を遣うだろう。一緒に仕事をする仲間に、窮屈な思いをさせるのは申し訳ない。

　だから、私は秘密を通す。それに、恭介との付き合いを公表するなら……結婚の報告にしたい、という密かな願いもあった。もちろん、そんなことを考えているのは、恭介にも内緒だ。

　完全に仕事から意識が逸れてしまった自分に気づき、気合を入れるために一度ピシャッと両頬を軽く叩く。「よし」と小さく呟き、再びパソコンに向き直ろうとした時。

　なんとなく目線を上げたその先で、恭介が私を振り返っていた。しかも、偶然という空気はなく、ちょっと前から私の奇行をしげしげと観察していたような目つき。はたと目が合った途端、肩を竦めてクスッと笑われたから、絶対にそうだ。

　見惚れてたこと、気づかれてしまった……。

　せっかく気合を入れ直したところなのに、かあっと頬に血が上ってくるのを感じる。

　恥ずかしい。仕事中に堂々と見惚れる彼女なんて、恭介もきっと呆れてる……。

　そんな自己嫌悪に陥りながら、私はキーボードに指をのせた。

　その時、メール受信の通知が出る。なにげなく受信ボックスを開いてみると、一番上の未開封メールは、恭介からのもの。

　ドキッと胸が跳ね上がるのを感じながら、そっとマウスを操作して開くと……。

【今夜、シチュー食べたいな。白いの】

　どう見ても業務メールじゃないそんな緩い内容に、思わず目を瞬かせた。しかも。

【それほど遅くならないから、勝手にウチにあがって作っておいて】

　そこに続くのは、恭介のマンションへのお誘い。

　さらに鼓動を加速させながらそっと恭介の背中を窺い見ると、まるでタイミングを図ったように、彼が肩越しに振り返った。目を細めて小さく笑うのがわかる。

　そんな小気味いい様子に、つい私の顔も綻んでしまう。締まりがなくなるのを感じて、慌てて下を向いてごまかした。

　見惚れてる場合じゃない。惚気てる場合じゃない。

　なのに……どうしよう。幸せでたまらない。

　浮気な恋はもっての外だけど、社内恋愛も私の心臓にはかなり悪い。気を張っていないとつい恭介を目で追ってしまうし、仕事に集中できなくなってしまう。

　ダメダメ、こんなんじゃ。

　恭介が早く帰れるというのに、私が残業する羽目になったら元も子もない。

　この間もらった恭介のマンションの合鍵を使う日がやっと来たんだから！

　そう自分に発破をかけ、私はスッと姿勢を正した。

　ここはオフィス。お仕事する場所なんだから、私も仕事に集中！と一度大きく深呼吸する。そうやって、頭の中でオンオフスイッチをしっかりと切り替えた。

　だけど……。目を上げれば、彼の背中がそこにある。いつも、どんな表情でも、見逃すことなく見つめていられる。

　身をもって教えてあげます。

　大変なこともあるけれど、社内恋愛、悪くない。

　恋も仕事も思いっきり。いつも全力投球の自分でいられる。

　そんな私を、いつも彼が見守ってくれている。

　――ほんと私。

　今、幸せな恋してます。
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真面目な部下にヤキモチ妬かれてます　～恭介サイド～




　学生時代はよく校舎や体育館の裏に呼び出されたもんだ。

　子供の〝告白〟の定番とも言えるその場所に来てくれと言われれば、向かう途中から話の内容は予測できて、時には心を弾ませ、そして時には憂鬱になりながら足を運んだ淡い思い出がよぎる。

　社会人になると、呼び出しを受ける場所はフリーの商談スペースや会議室になり、話の内容も当然仕事がメインになった。二十代前半の頃は上司や先輩から指示やアドバイスを受け、後半になると後輩から相談を受け、そして課長となった今は、上下から板挟み状態……という面倒なことも増えた。

　それが普通のサラリーマンだと腹をくくっていた。いくら社内史上最年少課長といっても、所詮は中間管理職。雇われサラリーマンである以上、企業のトップにでも立たない限り、上下からサンドウィッチにされる立場に変わりはない。

　だから、この呼び出しも、もちろんその手の話だろうと思っていた。

　いや、それでなくても……彼女から〝告白〟されるなんて予想外だった。

　朝一番で『お話があるんです』と言われ、『昼過ぎなら』とＯＫすると、彼女はすぐにスケジューラーを飛ばしてきた。

　指定されたのは午後一時半。会議室は取らずにフリースペース。それだけでも、他のメンツを招集していないのはわかる。

　ふたりで、か。珍しいな、とは思ったけど、それは呼び出してきた女性課長補佐の羽村さんにしては、って意味で、他の男性総合職の部下なら結構普通のことだ。

　今任せてる通信衛星の開発案件、彼女にも難しいかな？と、相談内容を深読みして予測した。考えられるのは、もちろん仕事の話以外にはない。

　時間ぴったりに指定されたフリースペースに出向き、パーテーションで仕切られたテーブル席に先に座っていた羽村さんの前に回った。

「すみません、お待たせしました。で？　話ってなんでしょう？」

　椅子を引きながら尋ね、腰を下ろす。

「す、すみません。お時間割いていただきまして……」

　そう言われ、俺は上目遣いの視線を羽村さんに向けた。

　声の響きもいつもと違うなと感じたけど、羽村さんの表情はなぜだか強ばっていて、俺は無自覚で怯んだ。

「い、いえ。羽村さんなら、例の通信衛星の件ですよね……？」

　探るような言い方をしてしまったのは、よほどの面倒事なのかと懸け念ねんしたからだ。

　宇宙開発部第一課では、俺に次ぐ役職者。彼女のほうが年次で三年上ということもあり、部下の中でも仕事ぶりは一番安心できる……というより、心配したこともなかったのに。こんな顔で持ちかけられるとなると、相当厄介な予感がする。

　だけど、俺の予感は次の瞬間には即否定された。

「通信衛星はどうでもいいんです」

「は？」

「お話は仕事のことじゃなくて、ですね……」

　仕事の話じゃない……？

　となると、そんなおっかない顔でなにを言われるのか、ますますわからない。

　無意識に足を組み、腕組みをしながら首をかしげていると、羽村さんはガタンと音を立てて椅子から立ち上がった。そして、テーブルを回り込み、俺の横にピタリと立ち止まる。

　彼女の動きを目で追っていた俺も、横に並んで見下ろされた時には、さすがに椅子ごと後方に逃げていた。

「あの……？」

「桜庭課長、私、課長が好きなんです」

「……は？」

　聞き返しながら見上げた羽村さんからは、ほとんど殺気に近い思い詰めた空気を感じた。

「課長はご結婚されていると聞いていたので、私、陰ながらお慕いしておりました。ですが、課長が本当は結婚していなかったという噂を聞いて、このチャンスは……！　と奮い立ちました」

　必死の形相で早口で捲し立てるのを聞きながら、なぜか意識は遠のき、ぼんやりしていく自分がいる。

　――羽村さんが、俺のこと好きだって……？

　正直なところ、本気で天変地異の前触れかと思った。

　俺の直属の部下。そこそこの美人だし、仕事もできる。よくも悪くも媚びない態度は、性格のキツささえなければそう悪くない。

　ただそれは、部下として見ればということ。

「公私混同はしない主義なのですが、考えてみれば業務中以外、私と課長の接点はなく……オフィスで業務中にこんなことを言うのもどうかと思ったんですが、……申し訳ありません！」

　俺が唖然としている間も、彼女は堅っ苦しい口調で、滔とう々とうと説明していた。

　もちろん、すでに告白されている気分ではない。

「ああ、いや……別にそこはどうでもいいんですけど」

　俺は今なにを返事すればいいんだ、と考えながら、ポリッと頭を掻いた。

「ええと……なんで俺です？　俺、むしろあなたには嫌われているものと思ってましたが……」

　そう、そこだ。俺が彼女をどう思うかはどうでもよくて、俺は今まで羽村さんから好意の欠片も感じたことはなかった。

　俺の言葉に憤慨したのか、羽村さんはキッと眉尻を上げ、さらに俺のほうに一歩踏み出してくる。

「いえっ……。ですからそれは、公私混同を避けるために必死だったせいで……！　それでなくてもうちの女性社員は、課長の業務の妨げになるくらい大騒ぎしてますし、私は課長補佐としてそういう空気を引き締めないとっ！」

　反射的に椅子を滑らせて後退する俺に、羽村さんが勢いづいて反論してくる。

「いや……俺は別に、妨げだとか思わないし……。そんな堅苦しく仕事してほしいとは……」

　むしろ空気を緩めてるのは俺のほうだ。そんな気分で浮かべた苦笑が、次の瞬間ひきつった。

「なっ……ちょっと、羽村さん!?」

　いきなり体当たり……いや飛び込むように抱きついてきた彼女を支えようとして、大きく背を仰け反らせた。椅子のリクライニングが限界まで軋み、ギーッと嫌な音を立てる。手にしていた案件資料が、バサバサと音を立てて落ち、その一枚はパーテーションの下の隙間からスーッと滑っていく。

「課長っ……！　どうか、仕事を離れた私を知ってください。本当に好きです。好きなんです、私、桜庭課長のことがっ……！」

　本気でギョッと目を丸くした時、彼女の身体でほとんど阻まれた視界の端っこに、ビクッと立ち止まった人影を確認した。偶然通りかかった様子で、誰かまでは判別できない。

「ちょっ、羽村さん、離してください」

　この場を見られたのはさすがにマズい。小さなことが尾ひれ背びれをつけ、大きく歪曲された噂になって広がることを、俺は身をもって知っている。

　羽村さんの肩を掴み、引き剥がそうとした時、カツッとヒールが鳴る音がした。その音で羽村さんも我に返ったのか、俺から飛びのくようにして離れた。

「……桜庭課長、どうぞ」

　パーテーションの向こう側から近づいてきた人影が、向こうに滑っていった資料を拾ってくれたのか、羽村さんの背後からスッと差し出してきた。

「あ、あり……」

　なんとも気まずい気分でお礼を言いかけながら、差し出された資料を受け取る。それと同時に顔を上げ、俺はその姿をこの目でしっかりと確認した。

「っ……！」

　俺が息をのむのと同時に、羽村さんが慌てふためいて声を上げた。

「み、水野さん！　ご、誤解しないでちょうだい、別に私と課長は抱き合ってたわけじゃないんですからねっ……！」

「……大丈夫です。全然抱き合ってたようには見えませんでしたから」

　パニクっているのか、余計ないらんことまで口走る羽村さんに対して、目撃した側……奏美のほうは冷静だ。

「さ、桜庭課長、失礼しました！　お、お話はまた後日ということでお願いします！」

「えっ、ちょっ……」

　一方的に退散宣言をする羽村さんにギョッとしながら、バタバタと出ていくその背中を呆気にとられて見送った。

　後日って……まだなんか言われるのか？　俺は。

　そんな気分でガックリしていると、奏美は黙って背を向けた。

「あ」

　それに気づき、俺は反射的に立ち上がり、奏美を追いかける。近くのドアから廊下に出ていく彼女に、俺は一歩後ろから声をかけた。

「奏美、今のは……」

「桜庭課長。オフィスではその呼び方、やめてください」

　この言葉を発するのは、たいてい必死に不機嫌を抑えようとしている時だ。とはいえ、隠しきれずに声がツンツンしている。

「大丈夫。本当に抱き合ってたなんて思ってないから」

　思いきり顔を背けたままで、奏美はエレベーターホールに入っていく。一度も振り返らずにエレベーターのボタンを押す奏美に、俺は肩を竦めながら深い息を吐いた。

「……あまりに予想外だったから、受け身が遅れただけ。ちゃんと話して断るから」

　エレベーターの横の壁に右腕を預け、奏美を見下ろしながらそう言った。奏美はまっすぐ前を向いたまま、俺には横顔しか向けない。

「……いちいち説明してくれなくてもわかってるし、そうしてくれるって思ってるから、いい」

『信じてる』という意味の言葉とは裏腹に、奏美は膨れっ面だ。一度も俺をまっすぐ見ることのないまま、到着したエレベーターに足を踏み出していく。

「っ、奏美っ！」

　思わず一緒に乗り込んだ俺に、彼女はハッとしたように顔を上げた。そしてすぐ、唇を尖らせて俯く。

「……本当に、怒ってないってば」

　その声は不貞腐れていて、目線は下に落とされたままだ。

　俺は小さく息を吐き、何度か頷いて見せた。わかってる。もちろん。奏美は俺を信じてくれている。ただ、それとヤキモチはまた別の問題だ。

　俺が独身だったという事実が知れ渡り、〝浮気者〟という奏美の誤解が解けたのは二カ月ほど前のこと。俺と奏美の恋人関係は、本当の意味ではそこから始まった。

　自分で言うのもなんだけど、順調で幸せだ。

　ところが奏美の誤解が解けると同時に、今まで俺の平和を守っていたバリアも崩壊し、俺は女性社員から猛烈なアプローチを受けるようになってしまった。

　クリスマスには、デスクの上にプレゼントと思しき包みが積み重ねられていた。

　年末の仕事納めの日には、俺の社内メールを初詣のお誘いが埋め尽くした。

　ひとりでカフェテリアに行けば、混んでもいないのに他部署の女性から相席を求められ、部内の飲み会に行けば俺の周りの席の争奪戦が繰り広げられる。

　今までは仕事の話でしかなかった呼び出しも、学生時代のように告白される割合が増えた。

　俺はまったく無頓着だったけど、奏美の言う通り、左手薬指の指輪の効果は絶大だったことを痛感せざるを得ない。

　そして……俺の周辺の変化を一番近くで見ているのは奏美だ。

「……予想外って。だって、羽村さんじゃない」

　ボタンを押さずフロアに止まったままの箱の中で、奏美が唇を尖らせながらボソッと呟く。俺は言われた意味がわからず、「は？」と聞き返した。

「噂で聞いたことあるもん。恭介、海外営業部時代、羽村さんに告白されたんじゃないの？」

「えっ？　俺が……？」

　ギョッとしながら記憶をたどる。けれど残念ながら、奏美の言葉は掠りはしない。

「……ただの噂……じゃないかな。俺にはそんな記憶……」

「ごめん。本当のところがどうかはどうでもいいんだ。だけど、実際そういう噂されてるから。さっきの……他の人に見られたら絶対エスカレートするよ。『見ちゃった』ってひと言だけで、噂の信憑性は増すんだから」

　奏美の声は、どこか拗ねたような色を帯びる。

　その表情を見遣る俺から顔を背け、奏美は一歩前に出て、行先階数のボタンを押した。わずかな振動の後、箱が下降し始めるのを感じる。

「……ごめん。恭介はなにも悪くないの。……ただ、私は恋することに不慣れだから、やっぱり平気じゃなくて」

「え？」

「恭介がみんなに人気があるのも、ちょっと複雑。心の狭い彼女でごめんね」

「…………」

　エレベーターが止まり、ドアが開く。奏美は目を伏せたまま、軽く会釈をして降りていった。

　追いかけようとして、足を踏み出せないままドアが再び閉まるのを見守り、俺は壁に背を預け、深い溜め息をついた。




　課長昇進と同時に宇宙開発部に異動してきてから、奏美のことは真面目でいい子ちゃんの優等生的女子社員という位置付けで好感を抱いていた。だから、晴れて恋人同士になっても、『社内恋愛は絶対秘密！』と時代錯誤としか思えないことを言い出すのも想定内だった。とはいえ……。

「俺が他の女から告白されたりするの見て、平気な顔すんのもストレスになってるくせに……」

　心が狭い、と奏美は自分を責めたけど、そうじゃない。

　彼女にとって、俺は初めての男だ。それ故、恋に対して理想と現実の板挟みになっている。

　俺から見ても歯痒くなるくらいの不器用さだ。そんな奏美も俺にはツボにはまるくらい魅力的だけど、彼女は徐々に自己嫌悪を募らせていく……。

　どうしたもんかな……と思いながら、上着のポケットに手を突っ込む。そこに硬い金属の感触を確認して、俺はピクッと眉尻を上げた。

　銀色の輪っか……それは、俺が以前、左手の薬指にはめていた〝他人のもの〟という証。俗に言うマリッジリングというものだ。

　外して以来、どこにやったか気にしたこともなかったな、と思いながら、俺は指で摘まんでポケットから取り出した。

　目の高さまで掲げてジッと見つめてから、ポンと宙に放り投げ、落ちてきたそれを払うようにキャッチする。そうして虚こ空くうに視線を上げ、大きく肩で息をした。




　その後、羽村さんにはちゃんと断りの返事をして、数日経ったある日。

　俺は高津を『相談したいことがある』と飲みに誘った。

　オフィスビル内の夜になるとバースペースに変わる店。窓際の小さなテーブル席に着くと、大きな窓の外に東京の夜景が広がっていた。

　ふたり揃ってビールを注文し、店員が離れていったタイミングで話を切り出すと、高津は唖然としたように目も口も大きく開けた。そして、ひと言。

「課長。それはやめたほうがいいですって。確かに、羽村さんまで……ってことになると、再ブレイクなんて喜んでらんないでしょうけどね……」

　たしなめるようにそう言われて、俺はなんとなく自分の左手を目の高さに掲げた。

「ほんと、平和だったよな～……」

　ほんの数カ月前のこととはいえ、あの平穏で静かな日々を思い出すと目が遠くなりそうだ。俺はスーツの上着のポケットから銀色の輪っかを取り出した。コロンと手の平で転がしてから、テーブルに置く。

　紫乃を欺く目的で肌身離すわけにいかなかった〝マリッジリング〟を、また身に着ければ済む話じゃないか、と俺は考えた。

　その効果は身をもって実証済みだし、外野の人間にどう思われようと困ることはない。身近にいるごく一部の人間だけが真実を知ってくれていれば、仕事にも生活にも支障はない。

「まあ……女は初対面の男の左手の薬指を気にするって話は聞きますし。まったく効果がないとは言いませんけどね……」

　俺としてはナイスアイデアと思って相談したはずだったのに、高津はどこか歯切れが悪い。

「なんだよ。なにか問題あるか？」

　語尾を曖昧にして言い淀む高津に焦れて、俺は背もたれにふんぞり返って意見を求めた。そんな俺に、高津は眉間に皺を寄せて溜め息をつく。

「課長はもっと慎重に考えたほうがいいです。男が指輪をしてるかしてないかが、女にとってどれほど深い意味があるかってこと」

　そこに呆れが混じっているのが感じられ、俺はわずかにムッとしながら、高津を軽く睨みつけた。

「んなこと、俺だってわかってるよ。だから……」

　苛立ちを抑えながら足を組み上げた時、店員がビールを運んできた。俺も高津も一時会話を中断させてから、お約束とばかりにジョッキをぶつけて乾杯する。

　この季節、冷たいビールがうまいとは思わないけど、仕事終わりのこのひと時はやはり格別だ。一気に飲み干して、俺たちはほぼ同時に腹の底から息を吐いた。

　俺の向かい側で、高津は口元についた泡を手の甲で拭いながら、「課長は」と呟いた。

「結婚指輪をすること、その程度にしか考えてないから、なんの抵抗もないんでしょうけど」

「その程度って」

「俺、水野との付き合いは課長より長いから。アイツがどういう考え方する女かっていうのは、それなりにわかってるつもりで」

　高津が奏美の名前を口にするのを聞いて、俺はジョッキを傾けたまま手を止めた。

「課長が水野のために考えたことだってわかってても、水野は嫌がると思いますよ」

「…………」

　それを聞いて、俺は無言のまま目を伏せた。テーブルの上の形ばかりのお通しの器が目に留まる。

「だって結婚指輪って相手がいてするもんじゃないですか。嘘でも本当でも……誰かとの約束の証です」

「え？」

　思わず瞬きしながら高津をジッと見遣ってしまう。そんな俺に、彼はひょいっと肩を竦めた。

「お相手は？とか聞かれたら、どう答えるつもりですか？　もちろん、水野以外の架空の女になるんですよね？」

「あ……」

　ジッと上目遣いの視線を送られ、俺は無意識に右手のジョッキをテーブルに置いた。そして、その手で口元を隠すように押さえる。

「架空とはいえ他の女が相手だって……課長が言うの聞けば、絶対傷つくと思うんですよね」

　高津がそんな言葉で締めくくった時、オーダーした料理が運ばれてきた。ほんのつまみ程度にしかならない料理をボンヤリと眺め、俺はテーブルの隅に転がった銀色の輪っかを摘まみ上げた。

「……そうだな」

　奏美に提案する前に、コイツに話を聞いてもらってよかったと思う。

「……フェイクでも約束、か」

　鈍い銀色の輝きを見つめながら、俺は無意識に呟いていた。




　朝からどんよりした雲に覆われた二月のその日。

　いつも通り出勤した俺は、自分のデスクに積み上げられていた色とりどりの包みを見て、瞬きをしてから肩を落として息を吐いた。

　世間はバレンタインだったっけか……と憂鬱な気分になりながら、デスクに近づく。

「おはようございます、課長」

　向かい側からかけられる高津の挨拶に同じ言葉を返してから、俺はそっとデスクの上の包みの山を顎でしゃくって見せた。

「高津。これ、誰が置いていったかわかるか？」

　俺の質問に、高津は小さく肩を竦める。

「俺が来る前からいくつかは置いてありましたよ。大半は今朝だけど、全員はわかりませんよ」

　そう前置きしてから高津が教えてくれたのは、ほとんどが他部署の女性社員だった。




　その日の夕方。仕事が一段落してから、俺は積み上げられていた包みをひとつずつ返して回った。それだけで三十分を費やし、オフィスに戻った時には思いの外どっぷりと疲労を感じた。

　勢いよくドスッと椅子に腰を下ろした途端、高津が肩を竦めて顔を上げた。

「課長。……お疲れさまです、返却行あん脚ぎゃ」

「……ああ」

　返事をしながらも、深い溜め息が漏れてしまう。高津はそんな俺に苦笑してみせた。

「律りち儀ぎですね、課長。義理もあっただろうし、もらっとけばいいのに」

　そう言われ、俺は肩を竦める。

「それでもどうせ一カ月後にはお礼行脚する羽目になるのは一緒だろ」

　そう言いながら、軽く両腕を上げ、頭上で肘を抱えながら肩をバキバキと鳴らす。多少身体が軽くなったような気がして、俺はフウッと息を吐いた。

「いい加減なくせに、マメですよね」

「……水野と同じようなこと言うな」

「その水野のためでしょ？　義理ですら受け取らない姿勢を見せるのは」

「…………」

　高津にそう畳み掛けられ、俺は返事を濁したまま、シートに背を預け、足を組んだ。

「水野、幸せなヤツですよね。喜ぶと思いますよ、アイツ。朝、課長のデスク見てちょっと溜め息ついてたから」

「喜ぶ……かな」

　高津の言葉が腑に落ちず、自分の口で繰り返しながら、俺は肩越しに奏美のデスクを見遣った。確か、俺と入れ違いで会議に出ていったんだっけ。よく見ると一般職の女性部員が奏美の他にも数人いない。

　なんの会議だったっけ、と考えながら、俺は前に向き直った。

　もらったチョコを俺が返して回ったからって、喜ぶ女じゃない。

　奏美はむしろ、返された女性の気持ちを考えて浮かない顔をして見せるだろう。

　朝から溜め息をつかせた上に、そんな複雑な思いをさせたくないのに。

　足で椅子を無意味にユラユラと動かしながら、俺はスクリーンセーバーのかかったパソコンモニターを見据えた。

　ずっと考えていた。奏美が自分でも嫌がるヤキモチを妬かせずに済む方法。〝社内恋愛絶対秘密！〟という奏美のポリシーを守った上で、少しでも事態を好転させることができる方法……。

　その時、「課長」と声をかけられた。

　フッと目だけ上げて確認すると、いつの間に戻ってきたのか、会議で席を外していた女性部員たちが俺の周りに集まっていた。

「これ、バレンタインなので……！　受け取ってください」

　そんな声と同時に、俺に向かってチョコの包みが差し出された。

　一瞬ギョッとする俺の向かい側で、高津が苦笑しているのがわかる。そして……チラッと肩越しに目を遣った先で、奏美はパソコンに向かって仕事をしていた。

「お返しとか気にしなくていいですから！　ただ受け取ってほしいだけで……」

　そう続けた女性たちの言葉に、俺は一度目を伏せてからギュッと拳を握る。

「ごめん」

　意を決してそう言いながら、その場にスクッと立ち上がった。

「気持ちはありがたいと思ってる。だけど、好意も気遣いも一切遠慮させてもらいたい。……ありがとう。すみません」

　そう言って深く頭を下げると、俺の周りだけじゃなく、広いフロアのあちこちから興味本位の視線を感じた。フロアがわずかにざわめくのを意識しながら、俺はゆっくり顔を上げる。

「課長、あの……どうしてですか？」

　女性部員のひとりが遠慮がちに尋ね返してくる。その質問を受けながら、俺はフッと奏美に視線を向けた。奏美にももちろん聞こえたはずだ。だけど彼女は俺から目を逸らしたまま、ピタッと手を止めるだけだった。

「彼女がいるんだ」

　俺ははっきりそう答えた。あちこちからいろんな声が聞こえてくる。

「……すごい不器用な彼女でね。かわいいヤキモチでも、心が狭いって、自己嫌悪するような子。今こういうのも、きっと彼女を不安にさせてると思う」

　苦笑しながら、横目をチラッと奏美に向ける。奏美は黙ったまま、戸惑う瞳をまっすぐ俺に向けていた。

「えっ……課長、まさか社内、うちの部……ですか？」

　近くのデスクの男性総合職から、そんなツッコむような質問が上がった。それを聞いて、フロアはますます騒がしくなる。

　その中で俺はもう一度大きく深呼吸をして。

「……奏美」

　まっすぐ振り返って、静かに彼女の名前を呼んだ。

　俺に集中していた視線が、一気に奏美に向けられる。

　呼ばれた奏美は驚きで大きく目を見開き、ガタンと音を立てて立ち上がった。

　フロア全体が水を打ったように静まり返ったが、次の瞬間、大きなざわめきが湧き上がった。憚ることを知らない異口同音の囁きを耳にしながら、俺は一度大きくスウッと深呼吸をした。

「俺は水野と付き合ってる。個人的なことで申し訳ない。もしかしたらやりづらい思いをさせるかもしれないけど……実はプロポーズ計画中なんで。できれば波風立てずに見守ってもらえると嬉しいんだけどな」

　ポリッと頭を掻きながら俺がそう言った途端……。

「……えええ～っ!?」

　奏美も含めた全員がどよめき、辺りは騒然とした――。




　俺のせいで部下たちが浮足立ち、その後仕事どころじゃなくなってしまったのは認める。

　業務終了後、俺と奏美は、妙な盛り上がりを見せた第一課の面々に、〝祝杯〟と称した飲み会にほぼ無理矢理連れ出された。

　この騒ぎも俺のせいだから仕方ない。なんとか二次会止まりで解放してもらい、やっと奏美とふたりになれたのは店から駅に向かう薄暗い路地だった。

「信じられない。……最低……」

　あの後はそんな空気じゃなく、確かになにも話せなかったけど、奏美は俺とふたりになってからもずっとこれしか言わない。

　しかも、相当飲んだのか、俺の二歩先を左右に微妙に揺れながら歩いている。

「奏美。そろそろ俺の話を聞いてくれると嬉しいんだけどな」

　前にもこんな状態で奏美を後ろから呼んだことがあったな、と記憶をたどりながら声をかけると、奏美はいきなり立ち止まった。うっ、と肩を震わせるのがわかる。

　こんなことまでデジャヴュだ……と思いながら、俺は慌てて奏美に駆け寄る。

「おい、大丈夫か!?　っていうか、やっぱり飲みすぎだろ」

　半分以上呆れながら彼女の横に並んで立ち、長い髪で隠れた横顔をそっと覗き……。

「……なんでまた泣いてるんだよ……」

　今度こそ、前にもあったなと思い出しながら溜め息をつくと、俺の前で奏美がズッと鼻をすすった。

「恭介のバカ。最低。……大嫌い」

「あ～。バカでも最低でも構わんけど。大嫌いだけは聞き捨てならない」

「……信じられない。なんでみんなの前であんなこと言っちゃうの。……私、なにも聞いてない」

　スンと鼻を鳴らしてペッタリと地面に座り込む奏美の前で、俺は片膝をついて大きく肩を落とした。

「これでも俺なりに考えたんだよ」

　高津に相談した後、俺はずっと考えていた。

〝誰かとの約束の証〟を意味する指輪がダメならば……。〝誰か〟じゃなく〝奏美〟との約束の証にすればいいと考えた。

「社内恋愛は絶対秘密っていう奏美の言い分もわかるけどさ。結婚となったらどうせ報告しなきゃいけないし、いやでも公表することになるんだし……」

「そうじゃない！　勝手にバラしたことなんかで怒ってない!!」

　奏美は勢いよく顔を上げ、涙を溜めた瞳で俺を睨みつけた。

　そんな瞳に、さすがにたじろぐ。奏美の雰囲気にのまれて黙り込むと、彼女はギュッと唇を噛んだ。俺が見つめる前で、その瞳から涙がポロポロと頬を伝う。

「……奏美」

「う、嬉しかった。恭介がみんなの前で私とのこと言ってくれて、嬉しかった」

　そう言って肩を震わせながら、奏美は両手で自分の顔を覆い隠した。俺はそんな奏美を見つめたまま、黙って彼女の言葉を待つ。

「でもっ……！　プロポーズ計画中なんて、聞きたくなかった！」

「えっ」

　奏美のその言葉が、俺の胸に真正面から突き刺さる。

　まだちゃんと伝えていないのにこの段階で拒否られるとか……俺はここからどう挽回すればいいんだろう。

「奏美。それって……俺とは結婚考えたくないってこと？」

　はっきりと頷かれたらさすがに立ち直れない。頭の中でガーンと嫌な音が響き渡るのを感じながら、俺はショックを押し殺して静かに尋ねた。

「違うっ！　バカ!!」

　相当なショックを受けている状況で、かわいい彼女から『バカ』と言われると、このまま地の底までめり込んでいけそうな気分にもなる。

　黙って奏美から目を逸らそうとしたが、彼女が俺の頬に手を伸ばしてきたせいで阻止されてしまう。そして……。

「っ……!?」

　華奢な白い喉を仰け反らせた奏美が、俺の頬を引き寄せるようにして、キスを仕掛けてきた。あまりの不意打ちで一瞬思考回路が停止した。その上、奏美からされたことのない濃厚なキスに、頭の中が真っ白になる。つたないけれど腹の底からゾクゾクしてくる情熱的な絡め方に……。

「ふ……っく……」

　不覚にも声が漏れる。身体からガクッと力が抜け落ち、俺はアスファルトに尻もちをつくようにして座り込んだ。

「ちょっ……。奏美、待てっ……」

　腰が砕けた……と言える信じがたい状況に焦り、膝立ちになりながら俺にキスを続ける奏美を止めようとする。俺の頬を挟むように支える彼女の手に手を掛けると、ようやくキスから解放された。

「っ、は……」

　俺のほうが息があがっている。

　彼女から手を離し、身体の後方の地面につくと、俺は奏美を見上げた。

　奏美は目を涙で潤ませたまま、まっすぐ俺を見つめている。そんな彼女に息をのみ、ゾクッとなにかが身体の奥で疼くのを感じた時。

「恭介、私と結婚してください」

　はっきりした声で、奏美はためらいもなく俺にそう言った。

「……えっ!?」

　俺のほうはようやく正常に動き出した思考回路のもと、なにを言われたか一瞬理解できず、大きく見開いた目で彼女の唇ばかりを見つめた。

「私を……恭介のお嫁さんにしてください」

　さっきよりは勢いを抑え、俺の頬から手を離しながら、奏美は静かに言葉を繰り返す。そして、まるで気が抜けたように俺の目の前でペッタリと座り込んだ。

「奏美……？」

　言われた言葉より彼女の心情がわからず、俺は戸惑いながら奏美を見つめた。

　彼女はそっと目を伏せ、鼻をすすりながらスンと鳴らす。

「計画なんかしなくても……私の返事はもうずっと前から決まってる」

「え……？」

「だからっ……計画なんかしなくていいから、恭介は私への返事を考えて」

　ヒクッと肩を上下させてしゃくり上げ、大きく顔を俯けると、その身体を小さく震わせる。

「……計画中なんて曖昧じゃ嫌。私が社内恋愛を絶対秘密にしたかった理由、恭介は全然わかってない」

　声を震わせる奏美の髪に、俺はゆっくり手を伸ばす。そっと触れても彼女が拒まないから、俺はその綺麗な髪を軽く指先に巻きつけた。

「ちゃんと決まってからじゃないと、みんなにも迷惑かける。あんな大騒ぎにしちゃって、恭介が結婚したくなくなったら、どうしろっていうの……」

「っ……したいに決まってるだろ!?」

　奏美の言葉に、ほとんど反射的にそう答えていた。

「本気で思ってなきゃ、あんなふうに宣言したりしない。真剣に考えてるから、ゆっくり大事にその時を待ちたかったんだ。なのに……！」

　逆に勢いづく俺に飲まれるように、奏美がきょとんと目を丸める。そんな奏美の腕を引き、俺は力いっぱい彼女を抱きしめた。

「……お前からプロポーズとか……俺の一生に一度の大仕事、あっさり持っていくなって……」

　広げた足の間にちょこんと収まり、俺にされるがままの奏美の肩に顎をのせ、照れ隠しにそうぼやいた。

「お前、カッコよすぎ……」

　そう言いながら腕の力をこめると、奏美も俺の首に両腕を回してきた。

「だって、恭介は私のものだもん」

　涙は止まったのか、耳元に聞こえる声が軽く弾んで聞こえる。

「女心のわからない適当な上司だけど……。他の人に目移りなんかさせない……」

　次に聞こえた声から、一気に力が抜けていく。

「奏美？」

　語尾が消え入るのを確認した途端、ズシッと彼女の身体に重みを感じる。

　奏美は俺の肩からぶら下がるような格好で、しっかりと目を閉じていた。

　呆気にとられる俺の耳に、スースーと気持ちよさそうな寝息が聞こえてくる。

「……寝落ちかよ」

　なんだか、妙にガックリきた。けれど、次の瞬間にはおかしくてたまらなくなり、俺はクックッと肩を揺らして笑った。

「……ったく。コイツは……」

　ボソッとひと言呟くと、片足を立てて立ち上がり、奏美をひょいっと抱え上げた。一度しっかりバランスをとってから、俺は彼女をお姫様抱っこしたまま歩き出す。

「……いっそ、さっきのも寝言にして忘れてくれ、奏美」

　俺の肩に頭を預け、スヤスヤと眠る奏美の寝顔を、目を細めて見つめながら、俺はそう言った。

　彼女の額にそっとキスをして、俺はなんとなく空を見上げた。

　――答えに迷ってたわけじゃないんだ。

　本当は、奏美に内緒で何軒もジュエリーショップを回っていた。俺がかわいいと思った指輪はどれも奏美によく似合いそうで、目移りして決められなかった。最後のチョイスは奏美とふたりで、と考えて、誘い出すことばかりを意識していたけど。

「……なんでこういう時に限って、緩くていい加減な男になり切れないんだろうな、俺は」

　東京の狭い空に浮かび上がる細い三日月が、俺を笑っているような気がした。

　まあいいか。こういう俺を、ゆっくりでいいから、全部奏美の前でさらけだしていけばいい。

「よっ」と短い掛け声をかけ、一度奏美の身体を抱え直した。そのままタクシー乗り場に歩を進めていく。

　平日の午後十時半という時間では、オフィス街の一等地にそれほど通行人の姿はない。けれど、通り過ぎるほとんどすべての人が、俺を好奇心いっぱいの視線で振り返っていく。前にもこんなふうに視線を浴びたことがあったな、と記憶をたどり、俺は奏美と付き合うきっかけになった夜のことを思い出す。

　今夜とシチュエーションがよく似ている。というか……ほとんど再現みたいだ。

　そこに気付き、俺はそっと苦笑した。

「あの時はお持ち帰りは控えたけど。……今日は遠慮しねーぞ」

　奏美の意識には届かないとわかっていながら、俺は奏美に語りかける。

　眠っているのにわずかに動く唇を見つめ、俺はその口からこぼれた最後の言葉を改めて思い起こした。そして、無意識に眉を寄せる。

　――〝目移り〟ってなんだ。

　確かに指輪は目移りして決められなかったけど……。

　身に覚えのない罵倒に、さすがにちょっとおもしろくない気分になる。

「ば～か。浮気なんかしたこともないし、これからもしねーよ」

　ボソッと、唇の先で呟く。そっと見下ろした奏美は、少し唇を開き、呑気に平和そうな寝顔を俺に披露している。

　オフィスで仕事中の彼女からは想像できないくらい無防備で隙だらけの顔。こんな顔を見せられたら、男は誰だって守りたくなる。彼女が自分の前で素直に笑う瞬間を宝物にしたくなる。

「……プロポーズは、男の役目だろ。ちゃんと俺が仕切り直すから、イイ夢見てろ」

　暗示のようにそう呟いて……。

「おやすみ。真面目なイイ子ちゃん」

　俺は奏美を抱える腕に力をこめ、一歩ずつ大股で歩き続けた。
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あとがき




　このたびは、私のベリーズ文庫四作目になります『浮気者上司!?に溺愛されてます』をお手に取っていただきまして、ありがとうございます。

　この作品は、『Berry's Cafe』のサイト上でよく見かける、『浮気』と『溺愛』という相反するキーワード、両方をテーマに取り入れてみました。『甘々苦手』の私にとって、書いた当時はかなりの挑戦作で、初の『溺愛物』になりました。

『浮気』と言っても昼ドラチックなドロドロを狙ったものではなく、ライトに、ちょっとバカバカしいくらいのノリを目指していました。作者的には、奏美目線で恭介を罵り、恭介目線で奏美を化石ＯＬとからかい、第三者目線では、ふたりの微妙に噛み合わない会話や態度にツッコみながら最後にはクスッと笑ってもらいたい、と思いながら書きました。私の作品の中で一番コミカルな内容になったと思います。

　そんな内容なので、キャラ的にも奏美は恋に恋する空回りヒロインになり、恭介は色気あるイケメンだけど適当で緩い（ベリーズ文庫的に魅力半減っぽい）上司という設定になりました。私自身、恭介のような『緩チャラ』ヒーローを書くのは初めてで、本編を書いている時は楽しかったのですが……。彼目線の番外編では、このヒーローをどうやったらカッコよく出来るのか悩み、相当苦戦しました。でも、個人的には緩いイケメンって好きです（笑）。番外編でも緩さを保ちたかったので『一生の大事な仕事』を奏美に奪われてもらいましたが、締める時は締まる男なので、多分、最後の最後では頑張ってくれるのでは？という作者的な期待も込めてあります。




　最後になりますが、書籍化に当たりお力添えいただきました皆様へ。

　今回の作品は、番外編のみならず本編改稿でも本当に苦労しました。担当編集の倉持さん、編集協力の妹尾さん。いつもながらたくさんの助言とご尽力に感謝致します。バラの花束を持ったヒーローのカバーイラストをご担当くださった文ふ月づき路ろ亜あさん。今回初めてご一緒させていただきました。ありがとうございました。

　サイトで読んでくださった読者様も、書籍からの皆様も、いろんな目線で、少しでも楽しんでいただけると嬉しいです。

　また他の作品をお届け出来る日が来ることを願っております。
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